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囲
碁
・
将
棋

囲
碁・将
棋
を

始
め
る
人
が
増
え
て
い
ま
す

盛

っ

り

て

上

ま

が

す

　
将
棋
の
中
学
生
プ
ロ
棋
士
、藤
井
聡
太
さ

ん
が
連
勝
記
録
を
樹
立
し
、羽
生
善
治
さ
ん

と
井
山
裕
太
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
将
棋
と
囲
碁

で
偉
業
を
成
し
遂
げ
国
民
栄
誉
賞
の
受
賞

が
決
ま
る
な
ど
、大
い
に
話
題
に
な
っ
た
囲

碁・将
棋
に
興
味
を
持
っ
た
人
は
た
く
さ
ん
い

る
で
し
ょ
う
。

　
実
は
、市
は
囲
碁・将
棋
に
縁
が
深
い
こ
と

を
知
っ
て
い
ま
す
か
。全
国
の
プ
ロ
棋
士
約

６
０
０
人
の
う
ち
、市
に
縁
の
あ
る
棋
士
は

12
人
い
ま
す
。市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
囲
碁・

将
棋
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、過
ご
し
や
す
い
季
節

に
は
公
園
に
将
棋
好
き
が
集
ま
り
、青
空
将

棋
を
指
す
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。市
は
と
て
も

囲
碁・将
棋
の
盛
ん
な
ま
ち
な
の
で
す
。

　
囲
碁・将
棋
は
戦
略
的
な
ゲ
ー
ム
で
、思
考

力
や
分
析
力
が
養
わ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、

対
局
は
礼
に
始
ま
り
、礼
に
終
わ
る
作
法
が

あ
り
、礼
儀
や
社
会
マ
ナ
ー
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。市
は
、寝
屋
川
囲
碁
将
棋
連
盟

と
連
携
し
、囲
碁・将
棋
教
室
を
開
催
し
て
い

ま
す（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
）。

　
「
囲
碁・将
棋
に
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
や
り

方
が
分
か
ら
な
い
」、「
子
ど
も
か
ら
や
っ
て
み

た
い
と
言
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
、何
か
ら
始
め

た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」、そ
ん
な
人
に
、市

内
で
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま

す
。趣
味
に
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
、い
ず

れ
は
プ
ロ
棋
士
に
…
。さ
ぁ
、始
め
て
み
ま
せ

ん
か
？

問　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
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　一言で言えば、「陣取りゲーム」です。
　黒と白の碁石を交互に打ち、最終的に
黒の陣地と白の陣地を比べて大きいほう
が勝ち、小さいほうが負けとなります。
　上の図だと、黒の陣地のほうが多いの
で、黒の勝ちになります。

　駒を交互に動かして、相手の王将（玉
将）を取ると勝ちです。駒にはそれぞれ動か
し方が決まっており、たくさんの戦略が考
えられます。
　上の図は「棒銀戦法」と呼ばれるメ
ジャーな戦法です。銀と飛車が協力して
相手を攻めていきます。自分に合った戦法
を覚えて強くなろう。

1
一
ニ
三
四
五
六
七
八
九

2 3 4 5 6 7 8 9

ルール
の将棋

ルール
の囲碁

90
分
で
囲
碁
が
理
解
で
き
る「
ね
や

が
わ
メ
ソ
ッ
ド
」を
み
ん
な
で
作
り
ま

し
た
。一
度
読
ん
で
み
て
！

将
棋
は
脳
の
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

楽
し
も
う
！

を

礼
儀
礼
節
学
ぶ

負
け

ま
し
た

また、一緒にやろう

素直に言う、恥ずかしくない

勝
間
　
史
朗
さ
ん
（
囲
碁
プ
ロ
棋
士 

七
段
）

黒
の
陣
地

白
の
陣
地

山
本
　
真
也
さ
ん
（
将
棋
プ
ロ
棋
士 

六
段
）

必ず挨拶

お
願
い

し
ま
す

※「ねやがわメソッド」は、寝
屋川囲碁将棋連盟の
ホームページ「囲碁将
棋の街 寝屋川」からダ
ウンロードしてください。

囲
碁
・
将
棋
で

ありがとう
ございました

礼
に
始
ま
り

礼
に
終
わ
る
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山
本
さ
ん
は
、
小
学
校
１

年
生
の
頃
、
父
親
に
教
わ
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
将
棋

を
始
め
た
そ
う
で
す
。
そ
の

後
、
苦
労
を
重
ね
て
プ
ロ
入

り
を
勝
ち
取
っ
た
と
の
こ

と
。

　
「
子
ど
も
た
ち
は
ど
こ
が

難
し
い
と
考
え
る
の
か
、
ど

こ
に
引
っ
掛
か
る
の
か
常
に

考
え
ま
す
」

　
指
導
者
と
し
て
、
突
飛
な

発
想
に
も
喜
ん
で
付
き
合

い
、
そ
の
発
想
に
寄
り
添
っ

て
考
え
る
こ
と
は
と
て
も
楽

し
く
、
ま
た
新
た
な
発
見
に

も
つ
な
が
る
と
話
し
ま
す
。

　
「
や
っ
ぱ
り
、
楽
し
く
学

ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」

　
山
本
さ
ん
の
指
導
は
、
子

ど
も
た
ち
が
な
る
べ
く
退
屈

し
な
い
よ
う
、
軽
い
口
調
で

あ
っ
た
り
、
挙
手
や
前
に
出

て
来
て
の
発
表
を
求
め
る
な

ど
、
工
夫
が
凝
ら
し
て
あ
り

ま
し
た
。と
に
か
く
楽
し
く
、

技
や
戦
法
を
一
つ
で
も
学
ん

で
く
れ
た
ら
、
と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
相
手
の
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
」

　
将
棋
を
通
し
て
、
対
戦
相

手
は
何
を
考
え
て
い
る
の
だ

ろ
う
と
考
え
る
力
を
身
に
付

け
て
欲
し
い
、
将
棋
が
そ
の

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
、
と
語

り
ま
す
。

　
「
何
度
も
何
度
も
、
諦
め

ず
に
立
ち
向
か
っ
て
！
」

　
勝
ち
負
け
を
は
っ
き
り
つ

け
る
、
特
に
負
け
る
こ
と
を

経
験
す
る
の
は
と
て
も
辛
い

こ
と
。
し
か
し
、
と
て
も
大

事
な
こ
と
で
、
そ
れ
を
乗
り

越
え
て
強
く
な
っ
て
ほ
し

い
、
と
言
葉
を
送
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　
勝
間
さ
ん
は
、
小
学
校
６

年
生
の
頃
、
祖
父
の
影
響
で

囲
碁
を
始
め
、
そ
の
面
白
さ

に
の
め
り
込
み
、
自
然
と
プ

ロ
棋
士
に
な
ろ
う
と
考
え
た

そ
う
で
す
。

　
「
囲
碁
は
ど
う
打
つ
も
本

当
に
自
由
。
戦
略
を
自
分
で

考
え
、
組
み
立
て
る
面
白
さ

が
あ
り
ま
す
」

　
囲
碁
の
ル
ー
ル
は
一
言
で

言
う
と
「
陣
地
取
り
」
で
、

そ
の
ほ
か
細
か
い
ル
ー
ル
を

除
け
ば
非
常
に
自
由
な
ゲ
ー

ム
。「
◯
◯
か
×
×
ど
ち
ら

を
選
ぶ
？
」
と
い
う
よ
う
な

選
択
を
繰
り
替
え
し
て
い
く

ゲ
ー
ム
で
は
な
く
、
自
分
で

戦
略
を
作
り
、
対
戦
相
手
の

戦
法
や
力
量
、
表
情
な
ど
を

読
み
取
り
、
状
況
に
応
じ
て

更
に
作
戦
を
組
み
立
て
て
い

く
「
創
造
性
」
が
と
て
も
面

白
い
と
語
り
ま
す
。

　
「
自
ら
何
で
も
取
り
組
め

る
人
間
に
な
っ
て
」

　
子
ど
も
た
ち
に
囲
碁
を
教

え
る
と
き
、
勝
間
さ
ん
は
礼

儀
礼
節
は
も
ち
ろ
ん
、
囲
碁

の
創
造
性
を
身
に
付
け
、「
何

で
も
自
主
的
に
取
り
組
め
る

人
」
を
目
指
し
て
欲
し
い
と

考
え
て
指
導
し
て
い
る
そ
う

で
す
。

　
「
好
き
な
こ
と
、
熱
中
す

る
こ
と
を
突
き
詰
め
て
く
だ

さ
い
！
」

　
プ
ロ
を
目
指
す
子
ど
も
た

ち
に
、
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

相手の思考や気持ちを
考えるきっかけに

目の前のことを処理す
る力だけではなく、創
造性を身に付けて

すごく楽しい。初めて大
人に勝てたときはすごくう
れしくて、もっともっと強く
なりたいと思いました。

囲碁教室
参加の男の子

子どもがすごく集中してい
て感心した。挨拶も自然に
できるようになっているし、
姿勢も良くなった。一生懸
命取り組んでいる姿は本当
に応援したくなります。

教室を見に
来ていたお母さん

負けると悔しい。でも次は絶
対に勝ちたいと思うし、どこ
が良くなかったのか思い出
して、もう同じミスはしないよ
うに気を付けています。

将棋教室
参加の女の子

山本　真也さん
（将棋プロ棋士 六段）

勝間　史朗さん
（囲碁プロ棋士 七段）

のプロ囲碁
インタ ュビ ー

のプロ将棋
インタ ュビ ー

親
子
囲
碁
・
将
棋

初
心
者
１
日
教
室
を
開
催
し
ま
す

　
寝
屋
川
囲
碁
将
棋
連
盟
と
協
力
し
、小・中
学
生
の
初

心
者
を
対
象
と
し
た
囲
碁・将
棋
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
ル
ー
ル
が
分
か
ら
な
い
初
心
者
の
人
も
、気
軽
に
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

教室 案の 内

2月18日（日）
午前１０時～１１時３０分

市立総合センター4階

親子（２人１組）

囲碁将棋各40人２０組
（申込順）

無料

寝屋川囲碁将棋連盟
☎800・6802

初心者教室

日時

場所

対象

定員

参加費

・問
込申
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指導者の皆さんと教室に参加している子ども達

　小・中学校の放課後活動などで
囲碁・将棋が行われています。寝
屋川囲碁将棋連盟の講師が指導を
行う日もあります。

　市内で活動している市民サークル団体や講座があります。
　詳しくは「生涯学習情報誌（団体・サークル編 講座・イベン
ト編）」を見てください。情報誌は市役所市民情報コーナー、
各シティ・ステーションなどにあります。
問　社会教育課（☎813・0076）

た
く
さ
ん
の
場
所
で行

わ
れ
て
い
ま
す

囲
碁
・
将
棋
が

小・中学校での活動

各施設で行われ
ている教室

市民・サークル団体、講座

さぁ、始めよう！

　市民会館、エスポアー
ル、学び館などでも教室が
開かれています。
問　寝屋川囲碁将棋連盟
（☎800・6802）
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特集「盛り上がってます 囲碁・将棋」
トピックス
	 医療費助成制度が変わります

	 寝屋川ハーフマラソン2018

	 サクラ☆プロジェクト　ほか

インフォメーション
	 ・市からのお知らせ…………14

	 ・安全・安心…………………19

	 ・税・保険・年金……………21
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市民情報ひろば/公共機関・団体
地域で子育て（子育てイベントの案内）
フォトニュース
議会だより

特集　こどもの日イベント

今月の表紙

　新成人の皆さんに、将来の夢や挑戦
したいことなどを自由に書いてもらい
ました。「Boys,be ambitious」輝か
しい未来を是非つくってください！

2平成30年
（2018年）
No.1379

※�問い合わせ先の課（室）名に電話番号が記載されていないときは、
市役所代表番号☎824・1181で担当課（室）名を伝えてください。

納期限のお知らせ
～忘れずに納めましょう～
★国民健康保険料（保険事業室）………2月28日
★後期高齢者医療保険料（保険事業室）…2月28日
★保育所保育料（保育課）………………2月28日

★介護保険料（高齢介護室）……………2月28日
★留守家庭児童会保育料（青少年課）………2月28日

＜納付相談など＞
　市税、国民健康保険料については、平常業務のほか
に、毎週木曜日（祝日を除く）午後８時までと毎月第
４日曜日（2月は25日）午前９時～午後５時30分に
納付相談と納付を受け付けています。

＜口座振替が便利です＞
　納期限に自動で口座から引き落として納めることが
できます。納め忘れがなくなりますので利用してくだ
さい。
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１
月
８
日
の
「
成
人
式
」
で
は
、

新
成
人
の
皆
様
が
輝
か
し
い
門
出
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
、
本
市
で

は
２
３
９
８
人
が
新
成
人
と
な
ら
れ

ま
し
た
。
心
か
ら
お
祝
い
と
お
喜
び

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
成
人
式
は
、
新
成
人
の
代
表

者
が
企
画
か
ら
運
営
ま
で
携
わ
っ
た

手
作
り
の
成
人
式
で
、
ふ
る
さ
と
大

使
の
大
関
・
豪
栄
道
関
か
ら
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
や
芸
人
さ
ん
に
よ
る
ラ
イ

ブ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
催
し
が
企
画

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
で
し
た
が
、
会
場
内
で
は
記
念
写

真
を
撮
り
合
っ
た
り
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
友
人
と
楽
し
そ
う
に
話
を
す

る
姿
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆
様
に
は
、
自
ら
の
可

能
性
を
信
じ
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に

勇
気
を
持
っ
て
挑
戦
し
て
い
た
だ

き
、
大
き
く
飛
躍
さ
れ
ま
す
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

本
市
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
寝
屋
川

市
を
担
う
若
い
世
代
の
方
に
、
市
の

取
り
組
み
に
対
す
る
思
い
や
考
え
を

自
由
に
述
べ
て
い
た
だ
く
場
と
し

て
、「
ね
や
が
わ
若
者
会
議
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

若
者
の
視
点
に
よ
る
、
非
常
に
参

考
に
な
る
御
意
見
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
様
の

声
を
お
聴
き
し
、い
ろ
い
ろ
な
施
策
・

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

プ
レ
ジ
デ
ン
ト
ウ
ー
マ
ン
２
月
号

の
「
出
産
・
子
育
て
に
向
く
街
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
、
本
市
が
府
内
第
１
位

と
な
り
ま
し
た
。
子
育
て
支
援
施
策

に
力
を
注
ぐ
中
で
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
今
後
も
、
市
民
の
皆
様

に
、
そ
し
て
若
い
世
代
の
皆
様
に
い

つ
ま
で
も
住
み
た
い
・
住
み
続
け
た

い
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
「
笑
顔
が

広
が
る
ま
ち
寝
屋
川
」
の
実
現
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　

　
　
　

 

　
　
　

　

１
月
16
日
、
第
１
５
８
回
直
木
賞

に
、
門
井
慶
喜
さ
ん
の
「
銀
河
鉄
道

の
父
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

門
井
さ
ん
は
、
市
内
で
執
筆
活
動

を
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
度
の
受
賞
は

本
当
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

今
後
ま
す
ま
す
の
御
活
躍
を
御
祈
念

い
た
し
ま
す
。

北
川
市
長

笑
顔
だ
よ
り

の

　

市
ふ
る
さ
と
大
使
の
豪
栄
道
関

と
一
緒
に
楽
し
く
「
食
」
に
つ
い

て
学
び
、
健
康
的
な
食
生
活
を
考

え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時　

３
月
１
日
（
木
）
午
後

２
時
30
分
～
３
時
45
分
（
開
場
は

午
後
２
時
）

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
５
階
多
目
的
ホ
ー
ル

▽
内
容　

健
康
づ
く
り
や
食
育
に

つ
い
て
の
講
座
や
ク
イ
ズ
で
豪
栄

道
関
と
学
ぼ
う

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
・
在

学
の
人
80
人
（
申
し
込
み
が
多
い

と
き
は
抽
選
）

▽
参
加
費　

無
料

∧
１
週
間
の
食
事
記
録
を
募
集
∨

　

今
年
度
か
ら
、
希
望
者
の
１
週

間
の
食
事
記
録
を
栄
養
士
が
コ
メ

ン
ト
す
る
「
食
事
チ
ェ
ッ
ク
」
を

行
い
ま
す
。希
望
す
る
人
に
後
日
、

記
録
用
紙
を
郵
送
し
ま
す
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
郵
送

（
申
し
込
み
は
１
人
１
回
、
は
が

き
の
記
入
内
容
は
上
の
と
お
り
）

で
２
月
１
日
～
10
日
＝
消
印
有
効

＝
に
健
康
推
進
室
「
食
育
推
進
講

座
」
係
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田

西
町
28
番
22
号
）

※
①
抽
選
結
果
は
２
月
中
旬
に
お

知
ら
せ
し
ま
す
（
電
話
な
ど
に
よ

る
問
い
合
わ
せ
に
は
応
じ
ま
せ

ん
）
②
記
入
に
不
備
が
あ
る
と
き

や
同
一
人
物
が
複
数
回
申
し
込
み

を
し
た
と
き
、
参
加
者
が
４
人
以

上
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
無
効

で
す
。

豪
栄
道
関
と
学
ぼ
う

食
育
推
進
講
座

①食育推進講座参加希望
②住所　〒572－○○○○
　寝屋川市○○町○－○
③�氏名（ふりがな）・年齢・市内
在住・在職・在学の別を記入
④電話番号
⑤同伴者数　○人
　�同伴者氏名（ふりがな）・年
齢・市内在住・在職・在学の
別を記入
⑥車椅子使用の有無
⑦食事チェック希望の有無

はがきの記入内容



8広報ねやがわ
平成 30年２月号

・身体障害手帳１級・２級を持つ人
・療育手帳Ａを持つ人
・�身体障害手帳３級～６級かつ療育手
帳Ｂ１を持つ人

【拡充】
・精神障害保健福祉手帳１級を持つ人
・�難病受給者証と障害年金１級又は特
別児童扶養手当１級の人

重度障害者医療の
対象者

医療費助成制度が変わります

老人医療　障害者医療
ひとり親家庭医療　子ども医療

から４月１日（日）

　府の福祉医療費助成制度の再構築に
伴い、４月１日から医療費助成制度が変
わります。
問　保険事業室（医療助成担当）

障害者医療と老人医療を統合し、「重度障害者医療」になります

一部自己負担額の変更2

1 ①�これまで対象でなかった、重度の精神障害者や難病患者を新たに対象に加え、年
齢要件がなくなります。

②�老人医療対象者のうち、重度障害者医療の要件を満たす人は、重度障害者医療に変更
となります。
③�平成30年３月31日時点で、老人医療対象者で重度障害者医療の対象とならない人
は、経過措置として平成33年３月31日まで老人医療証を使用することができます。

重度障害者医療・老人医療の経過措置対象者

※�月額上限を超えた医療費は、申請により償還します。

　重度障害者医療対象者で、18歳（18歳に年齢到達後の最初の年度末）までの人は、
申請により、自己負担額が変わらない子ども医療に変わることもできます。詳しくは
問い合わせてください。

ここが変わります ! 4つのポイント

子ども医療・ひとり親家庭医療の一
部自己負担額の変更はありません。

現　在
500円／日
（月２日限度）

2,500円／月

自己負担なし

１ 医 療 機 関

院 外 薬 局
一 部自己 負 担 
上 限 額

変 更 後
500円まで／日
（月２日限度は廃止）

3,000円／月

500円まで／日

１ 医 療 機 関

院 外 薬 局
一 部自己 負 担 
上 限 額
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広報ねやがわ
平成 30年２月号

※詳しくは市ホームページ「保険事業室」又は問い合わせてください。

助成対象の拡充・廃止（②を除く各医療共通）

住所地特例（障害者施設に入所している人）

①�訪問看護ステーションが行う訪問看護利用料

②�裁判所からDV保護命令が出されたDV被害者
のひとり親家庭医療

③�精神病床での入院助成

※�平成30年３月31日時点での対象者（老人医療の
一部を除く）は平成33年３月31日まで助成対象
となります。

　現在、障害者施設に入所している人で、施設とは異なる市区町村の国民健康保険
又は後期高齢者医療保険に加入している人は、４月１日（日）からは保険に加入し
ている市区町村での助成となります。

3

４

拡
　
充

廃
　
止

◆制度改正による手続き

　次のものを持って、窓口へ申請してください。
○精神障害保健福祉手帳１級…手帳と健康保険証
○�難病受給者証と障害年金１級又は特別児童扶養手当１級の人…それぞれの証明書と
健康保険証

※�老齢年金などにより障害年金を受給していない人は、代わりに指定医の診断書により助成を
受けることができるときがあります。詳しくは問い合わせてください。

　３月31日（土）までに国民健康保険又は後期高齢者医療保険に加入している市区町村
での申請が必要です。詳しくは問い合わせてください。

　１月下旬に改正の案内を送付します。

住所地特例の対象者

老人医療対象者のうち重度障害者医療の要件を満たす人

重度障害者医療の拡充対象者

　現在、老人医療又は障害者医療の医療証を持ち、４月以降も引き続き資格がある人
は、有効期限まで医療証を使用できます。

※�身体障害手帳１級・２級、療育手帳Ａ、身体障害手帳３級～６級かつ療育手帳Ｂ１を持
つ人で老人医療対象者には現在、平成30年７月31日までの老人医療証を交付しています
が、８月１日～10月31日の老人医療の医療証を７月下旬に送付します。その後、11月１
日（木）から重度障害者医療の医療証に変わります。

現在の医療証は有効期限まで使用できます
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サクラ☆プロジェクト
～桜の装飾帯・ボランティアの募集、
　　　ライトアップ・ワークショップの開催～

装
飾
帯 

●
●
●

今
回
は
飾
り
結
び
を
実
施

　

桜
の
木
を
お
姫
様
に
見
立
て
た
演

出
と
し
て
幹
に
帯
を
装
飾
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
思
い
出
の
詰
ま
っ
た
帯
が

再
び
桜
と
と
も
に
華
や
ぎ
ま
す
。

▽
条
件　

①
長
さ
・
状
態
（
汚
れ

な
ど
）
は
問
い
ま
せ
ん
②
色
は
明

る
め
の
も
の
に
限
り
ま
す
③
２
本

以
上
の
応
募
も
可
能
で
す
（
素
材

な
ど
に
よ
っ
て
は
使
用
で
き
な
い

も
の
も
あ
り
ま
す
）

申
込　

装
飾
帯
と
応
募
用
紙
を
２

月
28
日
（
水
）
＝
必
着
＝
ま
で
に

直
接
窓
口
又
は
郵
送

※
帯
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

●
●
●

イ
ベ
ン
ト
を
一
緒
に

盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う

▽
活
動
内
容　

清
掃
、
案
内
・
来

場
者
の
計
数
な
ど

▽
期
間　

３
月
30
日
～
４
月
８
日

申
込　

応
募
用
紙
を
２
月
28
日

（
水
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
直
接
窓

口
、
郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ 

●
●
●

御
堂
筋
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
を
手
掛
け
る
照
明
デ
ザ

イ
ナ
ー
が
レ
ク
チ
ャ
ー

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
桜
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
盛
り
上
げ
る
た

め
、
今
回
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
を
監

修
す
る
専
門
家
を
講
師
に
招
き
、

家
庭
な
ど
で
で
き
る
ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
17
日
（
土
）
午
後

２
時
～
３
時
30
分

▽
場
所　

市
役
所
本
館
２
階
第
１

会
議
室

▽
講
師　

長
町
志
穂
さ
ん
（
株
式

会
社
Ｌ
Ｅ
Ｍ
空
間
工
房
代
表
取
締

役
・
照
明
デ
ザ
イ
ナ
ー
）

▽
定
員　

30
人
程
度
（
先
着
順
）

▽
参
加
費　

無
料

申
込　

当
日
直
接

　
　

※　
　
　
　
　
　
　

※

※
①
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
企
画
政
策
課
」
を
見
て
く
だ

さ
い
②
応
募
用
紙
は
、
企
画
政
策

課
、
各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
に
あ
り
ま
す
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
企
画
政
策
課
」
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）。

　

３
月
30
日
（
金
）
か
ら
打
上
川
治
水
緑
地
で
ラ

イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
桜
の
装
飾
帯
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番

１
号
、
ＦＡＸ
８
２
５
・
０
７
６
１
）

サクラ☆プロジェクトとは
　市の木・桜をいかした市のＰＲ
事業として、桜のライトアップ
や桜をイメージしたスイーツ開
発などを行っています。
※�詳しくは広報ねやがわ�
３月号でお知らせします。
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トピックストピックス 大切なお知らせ

広報ねやがわ
平成 30年２月号

読めます
はいろいろな方法で

報

　平成29年８月号が、「近畿市町村広報紙コンクール」で昨年に
引き続き、優良賞を受賞しました。
　講評では、「特集はテーマもタイムリーで、ページの構成や内容な
ども工夫されている。その他のコーナーについても、興味を惹かれる
ものが多く、親しみやすいものとなっている」と高く評価されました。
　今後も、市民の皆さんにとって、より分かりやすく読んでもらえ
る広報誌を目指していきます。

問　広報広聴課（広報担当）

　

特
集
で
は
、「
涼
し

く
過
ご
す
ね
や
が
わ
夏

の
一
日
」を
テ
ー
マ
に
、

打
上
川
治
水
緑
地
や
市

立
駅
前
図
書
館
な
ど
、

夏
を
涼
し
く
楽
し
め
る

市
内
の
ス
ポ
ッ
ト
を
紹

介
し
ま
し
た
。

声の広報

点字広報

市公式アプリ

　視覚障害者（１級・２級）への情報提供の一つとして、広報ねやがわの内容を一部抜粋
した音声版「声の広報」と点字版「点字広報」を希望者に無料で毎号郵送しています。
　市公式アプリでも広報誌を読むことができるので、是非利用してください。

問　広報広聴課（広報担当）

声
の
広
報

　

デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
の
国
際

規
格
で
録
音
し
た
デ
イ
ジ
ー
化

Ｃ
Ｄ
で
す
。
簡
単
に
記
事
を
検

索
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

デ
イ
ジ
ー
化
Ｃ
Ｄ
を
聴
く
た

め
に
は
専
用
機
器
が
必
要
で

す
。
機
器
の
購
入
に
は
、
補
助

制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し

く
は
障
害
福
祉
課
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

※
声
の
広
報
の
音
声
フ
ァ
イ
ル

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
広
報

広
聴
課
」
に
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

申
込
・
問　

広
報
広
聴
課
又
は

障
害
福
祉
課

広報ねやがわ
　広報紙コンクールで
       ２年連続優良賞を受賞

広
報
ね
や
が
わ
８
月
号

点
字
広
報

　

広
報
ね
や
が
わ
の
点
字
版

（
Ｂ
５
判
約
50
ペ
ー
ジ
）
で
す
。

申
込
・
問　

広
報
広
聴
課
又
は

障
害
福
祉
課

誌広

市
公
式
ア
プ
リ

　

市
公
式
ア
プ
リ
「
も
っ
と
寝

屋
川
」
で
も
、
広
報
ね
や
が
わ

を
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

ア
プ
リ
を
取
得
し
て
い
な
い

人
は
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
り
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
て
く
だ

さ
い
。

iOS用

※�①利用料は無料です（通信料がかか
ります）②アプリストアで「もっと寝屋
川」と検索してもインストールできます
③セキュリティレベル確保の関係上、
iOS8.0以上、アンドロイド5.0以上の
バージョンでの利用を推奨しています。

Android用
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寝
屋
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン 

２
０
１
８
午
前
９
時
ス
タ
ー
ト

２
月

25
日
日

千葉真子さん

森脇健児さん

谷口キヨ子さん

ハーフマラソンを盛り上げるイベントが満載
●沿道のイベント●ゲストランナー・司会

●うまいもんマルシェ

　チアリーディングや吹奏楽演奏などで、ランナー
を応援します。

　午前８時～午後２時頃（無くなり次第終了）、寝
屋川公園内に計27店舗が出店します。

●�寝屋川公園スタート地点…チアリーディング（パナソニックインパ
ルス・チアリーダー）
●北河内４市リサイクルプラザかざぐるま…吹奏楽（市吹奏楽団）
●打上川治水緑地…吹奏楽（摂南大学吹奏楽部）
●豊野東折り返し…吹奏楽（市立第四中学校）
●成田山不動尊…吹奏楽（市立第六中学校）
●寝屋川公園南…ダンス（ピンクチャイルド）
●�萱島まちづくりセンタートンネル前…和太鼓（萱島くすの木
太鼓）

＜御当地グルメなど＞
　ねやバーガー・おでん・豚汁・炊き込み御飯・たこ焼き・とん平
焼き・焼きめし・おにぎり・ラーメン・焼きそば・カツサンド・サ
ンドウィッチ・かに汁・ぜんざい・ホルモン焼き・豚串焼き・せせ
り焼き・フランクフルト・どて焼き・から揚げ・ホットドック・餅パ
イ・ドーナツ・アップルポテト・アップルパイ・チーズケーキ・ポ
テト・パン・スープ・カレーパン・パンケーキ・飲料水など

　

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
は
２
０
０

３
年
陸
上
世
界
選
手
権
女
子
マ

ラ
ソ
ン
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
の
千
葉

真
子
さ
ん
、
タ
レ
ン
ト
の
森
脇

健
児
さ
ん
、
谷
口
キ
ヨ
子
さ
ん

が
司
会
・
進
行
役
で
大
会
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

　

寝
屋
川
公
園
を
午
前
９
時
に
ス
タ
ー
ト
し
、
最
大

高
低
差
45
メ
ー
ト
ル
、
約
３
分
の
２
が
坂
道
の
難

コ
ー
ス
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
５
０
０
０
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
走
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
と
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

問　

寝
屋
川
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
事
務
局

（
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
内
☎
８
０
３
・
６
１
４
３
）

5000人を超えるラン
ナーが

　市内を疾走！
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トピックストピックス 大切なお知らせ

広報ねやがわ
平成 30年２月号

東寝屋川駅

忍ケ丘駅

末広町
木屋

木屋南

石津元町

池田新町

新宝町

高柳２
昭栄町

陸事南

交番西

巣本

三井団地前

寝屋

国
道
１
７
０
号

香里園駅

寝屋川市駅

萱島駅

寝屋川南 IC

寝屋川北 IC

ス
タ
ー
ト
ゴ
ー
ル

寝
屋
川
公
園

豊野

秦北口

境橋口

市役所

市民
体育館

国道 163号

う
ま
い
も
ん
マ
ル
シ
ェ

❸
❹

❼

❽

❾❾

❺
❻

❷ ❶

�

�
�

�

�

京
阪
本
線

国道
１号

国道
１号淀

川

第二京阪道路

国道１号

第二京阪道路

国道１号

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線

Ｊ
Ｒ
学
研
都
市
線

N
◆交通規制場所◆

車両通行禁止

ハーフ
マラソンコース

う回路線

※国道１号バイパスは
　通行できます
❶寝屋川公園西１号
❷焼却場南
❸治水緑地入口
❹太秦
❺豊野東折り返し
❻観音橋
❼寺山橋
❽三井
❾成田山不動尊前
�寝屋川公園南
�小路北
�讃良川
�猪鼻橋
�萱島折り返し

交通規制時間
通行止め区間 制限時間（予定）

❶ 午前８時～午後０時30分

❶↕❷
午前８時30分～11時

❷↕❸

❸↕❹ 午前８時30分～10時30分

❹↕❺

午前８時50分～10時30分❺↕❻

❻↕❼

❼↕❽ 午前９時～10時30分

❽↕❾ 午前９時～10時５分

�↕� 午前９時20分～正午

�↕� 午前９時20分～11時50分

�↕� 午前９時30分～11時45分

�↕� 午前９時30分～11時30分

交通規制に協力お願いします
　

会
場
周
辺
道
路
は
全
て
駐
車
禁
止

で
す
。
車
で
の
来
場
は
控
え
て
く
だ

さ
い
。

　

コ
ー
ス
周
辺
の
渋
滞
が
予
想
さ
れ

る
の
で
、
現
場
警
察
官
の
指
示
に

従
っ
て
、
ほ
か
の
道
路
へ
う
回
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
交
通
規
制
場
所　

下
の
地
図
の
と

お
り

▽
交
通
規
制
時
間　

左
の
表
の
と
お

り
（
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
）

　成田山不動尊は午前９時20分頃、萱島
駅付近は午前９時55分頃（最終ランナー
は40分～60分後に通過予定）です。

先頭ランナーの通過予想時間

　クォーター・ハーフマラソンのナンバーカードに自
分の氏名やニックネームなどを表示できるようになり
ました。
　ゼッケンに注目して、ランナーを応援しましょう。

ニ
ッ
ク
ネ
ー
ム
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
ゼ
ッ
ケ
ン
）
が

導
入
さ
れ
ま
し
た

3001

広　告

広　告

広　告

広　告

（例）
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

市
か
ら
の

お
知
ら
せ

友
好
都
市
和
歌
山
県
す
さ
み
町 

特
産
物
即
売
会

　

３
月
９
日
（
金
）
午
前
９
時
40
分
＝
雨

天
決
行
、
市
役
所
本
館
北
側
出
入
口
ピ

ロ
テ
ィ
及
び
市
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ

ビ
ー
、さ
ん
ま
寿
司
、芋
餅
、干
物
（
あ
じ
、

さ
ん
ま
、か
ま
す
な
ど
）、梅
干
し
な
ど（
無

く
な
り
次
第
終
了
）
を
販
売
。

問　

市
・
す
さ
み
町
都
市
提
携
連
絡
協
議

会
事
務
局
（
市
市
民
活
動
振
興
室
内
）

交
通
遺
児
激
励
金
を
支
給

　

交
通
事
故
で
親
な
ど
を
亡
く
し
た
遺
児

の
生
活
を
支
援
し
ま
す
。

▽
対
象　

交
通
事
故
発
生
時
及
び
現
在
、

市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る

義
務
教
育
終
了
ま
で
の
遺
児
（
胎
児
も
含

み
ま
す
）
を
養
育
し
て
い
る
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
保
護
者

▽
一
時
金　

遺
児
１
人
…
20
万
円
、
２
人

以
上
…
40
万
円

▽
交
通
遺
児
手
当　

遺
児
１
人
当
た
り
月

額
５
０
０
０
円

▽
申
請
期
間　

交
通
事
故
発
生
日
か
ら
５

年
以
内

※
激
励
金
制
度
は
寄
附
に
よ
り
運
営
さ
れ

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
市
民
生
活
担
当
）

市

　
　政

「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略 

基
本
方
針
」
を
策
定

　

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
市
内

外
の
人
た
ち
か
ら
市
に
対
す
る
関
心
・
共

感
を
得
て
、市
と
関
係
す
る
人
を
増
や
し
、

定
住
人
口
の
減
少
を
抑
え
る
た
め
、「
シ

テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
基
本
方
針
」

を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、
こ
の
基
本
方

針
を
基
に
、
取
り
組
み
・
事
業
を
積
極
的

に
発
信
す
る
な
ど
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
を
戦
略
的
に
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、

各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
堀
溝
サ
ー

ビ
ス
窓
口
、市
立
中
央
・
東
・
駅
前
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
企
画
政
策
課
」
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課

すさみ町特産物

ねやがわねやがわへへ

中核市
vol.5

　市では、現在、平成28年４月に設置した「中核
市制度調査・研究委員会」で、中核市移行によ
る影響などの調査・研究と共に、府との協
議調整を進めています。
　また、市議会でも同年６月に「中核市移
行調査特別委員会」が設置され、移行に
関する課題の調査などを行っています。

　市は平成31年４月の「中核市」移行を
目指しています。 中核市のいろいろな情報
をシリーズでお伝えします。

中核市に移行する
ために、どんな準備
をしているの？

Q

問　中核市推進課

A は
ち
か
づ
き
ち
ゃ
ん

委員会の開催状況
（平成29年12月現
在）については次の
とおりです

ねや丸くん

開催回数 ７回
調査・研究内容
◦中核市移行による移譲事務
◦新たに必要となる組織・人員体制
◦財政への影響　　　　　　　など

開催回数 16回
開催内容

◦中核市移行による移譲事務の調査
◦保健所の視察
◦中間報告の実施　　　　　　　など

中核市制度調査・研究委員会
（副市長・部長級以上の職員による庁内委員会）

市議会中核市移行調査特別委員会
（市議会議員12人による特別委員会）

◀芋餅

さんま寿司▶
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

市
役
所
日
曜
窓
口 

（
第
４
日
曜
日
）
２
月
は
25
日

∧
業
務
実
施
窓
口
∨

　

市
民
課
、
保
険
事
業
室
、
納
税
課
で
す
。

※
取
り
扱
い
が
で
き
な
い
業
務
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
担
当
課
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

問　

各
担
当
課
又
は
企
画
政
策
課

手

　続

　き

個
人
番
号
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
が 

届
い
た
ら

　

交
付
通
知
書
の
裏
に
記
載
し
て
い
る
必

要
書
類
を
持
っ
て
、
市
民
課
ま
で
受
け
取

り
に
来
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
（
受
取
期
限
が
過
ぎ
て

い
る
人
も
受
け
取
り
に
来
て
く
だ
さ
い
）。

問　

市
民
課
（
住
基
・
印
鑑
担
当
）

建
物
を
新
築
又
は 

建
て
替
え
を
し
た
と
き
は
届
け
出
を

　

市
内
で
建
物
を
新
築
、
建
て
替
え
な
ど

し
た
と
き
は
、
転
入
届
又
は
転
居
届
を
提

出
す
る
前
に
必
ず
「
建
物
等
新
築
届
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
届
け
出
に
よ
り
住
所
が
確
定
し
、

手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
と
、
転
入
（
転

居
）
手
続
き
が
円
滑
に
で
き
ま
せ
ん
。

※
建
物
等
新
築
届
は
市
民
課
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問　

市
民
課
（
市
民
生
活
担
当
）

く
ら
し
の
情
報

食
用
油
の
回
収

　

２
月
23
日
（
金
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

※
業
務
用
・
未
使
用
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
。

問　
「
市
消
費
者
協
会
」・
前
田
（
☎
８
２

２
・
１
９
９
７
）

２
月
消
費
生
活
講
座

　

２
月
19
日
（
月
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
テ
ー
マ

「
相
続
に
つ
い
て
」、市
民
40
人（
申
込
順
）、

参
加
無
料
。

※
子
ど
も
連
れ
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。

申
込
・
問　

電
話
で
市
立
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
４
２
８
）

募
集
情
報

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス 

在
宅
支
援
員
養
成
研
修
の 

受
講
者
を
募
集

　

資
格
が
な
く
て
も
、
在
宅
支
援
員
と
し

て
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
（
基
準
緩
和
）
に
従

事
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

３
月
７
日
（
水
）・
９
日
（
金
）
の
午

前
10
時
～
午
後
５
時
、
市
立
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
５
階
研
修
室
５
、
在
宅
支
援
員
と

　

京
阪
バ
ス
で
は
２
月
10
日

（
土
）
に
市
域
を
含
む
路
線
の

ダ
イ
ヤ
改
定
を
下
の
表
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

問　

京
阪
バ
ス
株
式
会
社
経
営

企
画
室
（
☎
０
７
５
・
６
８
２ 

・
２
３
１
０
）
又
は
市
道
路
交

通
課

路線名 対象系統 変更点

寝
屋
川
団
地
線
・
寝
屋
川
北
部
線

21号系統（寝屋川市駅～寝屋
川団地） 15分間隔から20分間

隔に減便（昼間帯）22号系統（寝屋川市駅～田井
～三井団地～京阪香里園）

24Ｂ号系統（寝屋川市駅～ビ
バモール寝屋川～三井団地～
京阪香里園）

廃　止

25Ｂ号系統（ビバモール寝屋川
～三井団地～京阪香里園）

午前8時～午後7時帯
に概ね60分間隔で運
行

朝夕ラッシュ時間帯を中心に、利用状況に合わせて運
行回数の見直し及び一部系統の短縮

星
田
線

45Ｂ号系統（星田駅→ビバモー
ル寝屋川→寝屋川団地）の一
部

40号系統（星田駅～
寝屋神社前～寝屋
川団地）に変更（夕方
ラッシュ時一部便）

津
田
香
里
線

現
行
系
統

9号系統（京阪香里園
～京阪交野市駅～住吉
神社前～津田駅）

京阪香里園～京阪交
野市駅止めに系統短
縮（主に昼間帯以外
で運行）

9C号系統（京阪香里園
～京阪交野市駅～幾野
四丁目～交野警察署前
～河内磐船駅）

廃　止

新
系
統

14号系統（京阪香里園
～京阪交野市駅～幾野
四丁目～津田駅）

現行系統を経路変更し
て全時間帯に新設（昼
間帯は40分間隔で運
行）

15号系統（京阪香里園
～京阪交野市駅～星田
北五丁目～星田駅）

現行系統を経路変更し
て新設（昼間帯に40分
間隔で運行）

朝夕ラッシュ時間帯を中心に、利用状況に合わせて便
数の見直しと行き先の変更など

※�そのほか一部の便も、発車時刻の変更などを行います。詳
しくは「京阪バス」ホームページで確認してください。

＜停留所の廃止・変更＞
◦�「寝屋神社前」＜第二京阪側道上（南行き）の停留所を廃止し
ます＞
◦��「ビバモール寝屋川」（行き先ごとに乗り場を統一します）
　・香里園駅方面…A乗り場　・星田駅方面…B乗り場　
　・寝屋川市駅・寝屋川団地方面…C乗り場	

＜路線の変更＞

京 阪 バ ス の
ダ イ ヤ 改 定

2 月 10 日　  から土
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

し
て
働
く
意
思
の
あ
る
人
又
は
学
び
た
い

人
30
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
高
齢
介

護
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

３
月
１
日
（
木
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
高
齢
介
護
室
（
☎

８
３
８
・
０
３
７
２
、
ＦＡＸ
８
３
８
・
０
１

０
２
）

養
育
支
援
訪
問
育
児
援
助
・ 

家
事
援
助
事
業
受
託
事
業
者
を
募
集

　

出
産
前
後
の
育
児
や
家
事
の
負
担
を
少

し
で
も
軽
減
す
る
た
め
に
、
育
児
や
家
事

を
支
援
す
る
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
を
受
託
す

る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
申
込
資
格　

市
内
の
利
用
者
の
居
宅

に
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
級
又
は
２
級
・

介
護
福
祉
士
資
格
を
持
つ
ヘ
ル
パ
ー
を
派

遣
で
き
、
市
内
に
事
業
所
が
あ
る
事
業
者

▽
委
託
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日

▽
事
業
内
容　

育
児
援
助
（
授
乳
・
お
む

つ
交
換
・
も
く
浴
補
助
ほ
か
）・
家
事
援
助

（
食
事
の
準
備
と
後
片
付
け
、
住
居
の
掃
除

整
理
整
頓
、衣
類
の
洗
濯
及
び
補
修
ほ
か
）。

※
草
む
し
り
や
ペ
ッ
ト
の
世
話
、
特
別
な

手
間
を
か
け
て
行
う
調
理
や
大
掃
除
な

ど
、
援
助
と
し
て
行
わ
な
く
て
も
日
常
生

活
に
支
障
が
な
い
と
考
え
ら
れ
る
行
為

は
、
対
象
外
で
す
。

▽
説
明
会　

２
月
８
日
（
木
）
午
後
２
時

～
３
時
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

会
議
室
３
―
２

※
応
募
書
類
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
募
集
情
報
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
２
月

28
日
（
水
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
子
育
て
支

援
課
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町
28
番

22
号
）

平
成
30
年
度 

市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集

▽
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
で

消
費
者
行
政
に
関
心
が
あ
り
、
毎
月
１
回

の
商
品
価
格
の
調
査
や
研
修
会
・
講
座
の
出

席
が
で
き
る
人
24
人
（
申
し
込
み
が
多
い

と
き
は
小
学
校
区
な
ど
を
考
慮
し
て
選
考
）

▽
任
期　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日▽
謝
礼　

年
額
１
万
２
０
０
０
円

※
平
成
29
年
度
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
の
声

は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

応
募･
問　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

家
族
人
数
、
市
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
経
験

の
有
無
、応
募
の
動
機
（
１
０
０
字
程
度
）

を
書
い
た
も
の
を
直
接
窓
口
又
は
郵
送
で

３
月
９
日
（
金
）
＝
消
印
有
効
＝
ま
で
に

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
〒
572
―
０
０

４
１
桜
木
町
５
番
30
号
☎
８
２
８
・
０
４

２
８
）

任
期
付
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
職
員
を 

募
集

▽
採
用
予
定
職
種　

事
務
・
延
長
保
育
士
・

児
童
指
導
員
な
ど

▽
試
験
日　

２
月
17
日
～
18
日

▽
採
用
日　

平
成
30
年
４
月
１
日
（
日
）

な
ど

※
①
欠
員
状
況
に
よ
り
、
追
加
で
試
験
を
行

う
と
き
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
人
事
室
」
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
②
受
験
資
格
・
勤
務
条
件

な
ど
、
詳
し
く
は
、
試
験
案
内
又
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
人
事
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

郵
送
で
２
月
８
日
（
木
）
＝

必
着
＝
ま
で
に
人
事
室
（
〒
572
―
８
５
５

５
本
町
１
番
１
号
）

市
立
小
・
中
学
校
の
①
看
護
師
②
児

童
指
導
員
を
募
集

▽
対
象　

①
看
護
師
免
許
（
正
・
准
看
護

師
）
を
持
つ
人
②
保
育
士
資
格
、
教
員
免

許
状
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
持
つ
又

は
こ
れ
に
準
ず
る
人
、
い
ず
れ
も
健
康
で

学
校
教
育
に
理
解
が
あ
り
、
愛
情
を
持
っ

て
児
童
生
徒
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

▽
勤
務
日
時　

４
月
２
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日
の
週
５
日
・
午
前
８
時
30
分
～
①

午
後
３
時
15
分
②
午
後
５
時

※
長
期
休
業
中
で
も
児
童
生
徒
が
登
校
す

る
日
に
は
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

▽
日
給　

①
９
７
９
２
円
②
８
５
２
０
円

（
交
通
費
は
別
に
支
給
）

▽
必
要
書
類　

履
歴
書
（
写
真
を
貼
る
）・

①
看
護
師
免
許
の
写
し
②
資
格
免
許
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し

▽
選
考
日　

３
月
14
日
（
水
）
又
は
15
日

（
木
）

※
こ
ち
ら
で
指
定
し
ま
す
。

▽
選
考
方
法　

面
接

申
込
・
問　

２
月
１
日
～
３
月
２
日
（
土
・

日
曜
日
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分
）
に
必
要
書
類
を
持
っ
て
直
接
、
教
育

指
導
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７
１
）

登
校
支
援
の
学
生
相
談
員
を
募
集

　

不
登
校
に
悩
む
児
童
生
徒
の
自
立
を
支

援
し
、
相
談
相
手
に
な
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
学
生
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
対
象　

平
成
30
年
度
に
大
学
・
大
学
院
・

短
期
大
学
・
専
門
学
校
に
在
籍
し
て
い
る
人

※
面
接
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

３
月
９
日
（
金
）
ま
で
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）
に
電
話
で
市
教
育
研
修
セ

ン
タ
ー
（
☎
８
３
８
・
０
１
４
４
）

保
育
所
ア
ル
バ
イ
ト
職
員 

登
録
者
を
募
集

▽
職
種　

①
保
育
士
②
看
護
師
③
給
食
調

理
員
（
資
格
不
要
）

▽
勤
務
日
時　

①
②
月
～
土
曜
日
午
前
８

時
45
分
～
午
後
５
時
15
分
（
週
38
時
間
45

分
）
③
月
～
金
曜
日
午
前
８
時
45
分
～
午

後
５
時
15
分
・
土
曜
日
午
前
９
時
～
正
午

▽
日
給　

①
１
万
円
②
１
万
２
６
５
０
円

③
７
９
５
０
円

申
込　

履
歴
書
・
免
許
証
な
ど
の
写
し
を

直
接
窓
口
又
は
郵
送
で
人
事
室
（
〒
572
―

８
５
５
５
本
町
１
番
１
号
）

※
登
録
後
に
面
接
を
行
い
、
採
用
者
を
決

定
し
ま
す
。

問　

保
育
課

寝
屋
川
市
市
民
活
動
支
援
補
助
金　

交
付
団
体
を
募
集

　

市
民
活
動
活
性
化
の
推
進
を
図
る
た

め
、
継
続
的
・
公
益
性
の
あ
る
活
動
を
行

う
市
民
活
動
団
体
に
対
し
補
助
し
ま
す
。

　

制
度
概
要
な
ど
、
詳
し
く
は
２
月
１
日

（
木
）
か
ら
配
布
す
る
募
集
要
項
（
市
民

活
動
振
興
室
、
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

に
配
架
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
活
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

動
振
興
室
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
見

て
く
だ
さ
い
。

申
込　

２
月
１
日
～
14
日
の
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分
に
申
込
書
類
を
直

接
、
市
民
活
動
振
興
室
又
は
市
立
市
民
活

動
セ
ン
タ
ー

※
市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
は
預
か
り
業

務
の
み
。

問　

市
民
活
動
振
興
室

環
境
・
ま
ち
づ
く
り

平
成
30
年
度
版
ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー

　

ク
リ
ー
ン
カ
レ
ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
を

変
更
し
ま
し
た
。

▽
形
状　

Ｂ
４
サ
イ
ズ
二
つ
折
り
（
閉
じ

る
と
Ｂ
５
サ
イ
ズ
）・
壁
掛
け
タ
イ
プ
（
２

か
月
め
く
り
）

▽
配
布
方
法　

広
報
ね
や
が
わ
３
月
号
と

同
時
配
布

問　

環
境
総
務
課（
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
）

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は 

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

　

ペ
ッ
ト
の
行
動
や
飼
い
主
の
マ
ナ
ー
に

つ
い
て
苦
情
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う
に
十
分

気
を
付
け
、
み
ん
な
が
住
み
や
す
い
地
域

づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

∧
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う
∨

　

猫
は
室
内
で
飼
う
こ
と
で
、
疫
病
の
感

染
や
交
通
事
故
の
防
止
に
な
り
ま
す
。
室

内
で
飼
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
避

妊
・
去
勢
手
術
を
行
う
と
と
も
に
、
鳴
き

声
や
ふ
ん
尿
で
、
周
囲
に
迷
惑
を
掛
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

∧
地
域
猫
活
動
に
協
力
を
∨

　

飼
い
主
の
い
な
い
猫
は
、
地
域
猫
と
し

て
次
の
と
お
り
適
正
な
管
理
に
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〇
時
間
と
場
所
を
決
め
た
餌
や
り

〇
ト
イ
レ
の
設
置
と
清
掃

〇
避
妊
・
去
勢
手
術

※
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

∧
飼
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に
∨

　

犬
の
飼
い
主
は
、
飼
い
始
め
の
飼
犬
登

録
と
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受

け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
違
反
者
に
は
20
万
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

問　

環
境
推
進
課

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
が
移
転

　

２
月
５
日
（
月
）
か
ら
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
内
の
事
務
所
を
新
ご
み
処
理
施
設
に

移
転
し
ま
す
（
下
の
図
の
と
お
り
）。

　

新
ご
み
処
理
施
設
は
３
月
の
完
成
に
向

け
て
、
現
在
、
性
能
を
確
認
す
る
た
め
の

試
運
転
と
性
能
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

※
工
事
の
進
捗
状
況
な
ど
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
ご
み
処
理
施
設
建
設
室
」

又
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

ご
み
処
理
施
設
建
設
室

ご
み
減
量
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座

　

家
庭
や
地
域
で
自
主
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に

つ
い
て
学
び
、
修
了
者
を
ご
み
減
量
マ
イ

ス
タ
ー
（
初
級
）
と
し
て
認
定
し
ま
す
。

▽
日
時　

２
月
26
日
（
月
）
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

▽
場
所　

市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▽
内
容　

①
講
義
「
ご
み
減
量
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
」
②
施
設
見
学
（
市
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
③
ご
み
減
量
や
生
ご
み
水

切
り
体
験

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
高

校
生
以
上
の
人
24
人
（
申
込
順
）

※
①
車
で
の
来
場
は
で
き
ま
せ
ん
②
市
役

所
か
ら
送
迎
も
で
き
ま
す
（
事
前
申
し
込

み
が
必
要
）
③
受
講
者
に
は
詳
し
い
案
内

を
送
付
し
ま
す
。

申
込
・
問　

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

※�最新の情報は、右のＱＲコード
から読み取ってください。

問　環境総務課（☎824・0911）

ごみ減量・プロジェクト

ごみ焼却処理状況
（平成29年４月～11月）

～１万トン減らそう未来のために！！～

前年度 同期間 平成29年度
39,009トン 37,837トン

1,172トン
減少

平成29年度 削減目標（約3,000トン）まで、
あと1,828トン

皆さんの協力よろしくお願いします。

　市では、平成29年度～31年度でごみを１万
トン減らすことを目標にいろいろな取り組み
を行っています。

至
三
井
団
地

●宇谷小学校●宇谷小学校
●自動車教習所●自動車教習所

至
第
二
京
阪

新焼却施設新焼却施設

クリーンセンタークリーンセンター

来庁者入口

破砕施設破砕施設

旧焼却
施　設
旧焼却
施　設
事務所事務所

××

クリーンセンター事務所移転場所

 

廃プラ・ペット可燃 不燃古紙・古布 可燃

廃プラ・ペット可燃 缶・びん古紙・古布 可燃

廃プラ・ペット可燃 不燃古紙・古布 可燃

廃プラ・ペット可燃 缶・びん古紙・古布

古紙・古布

可燃

可燃 不燃 可燃

廃プラ・ペット

廃プラ・ペット

可燃 缶・びん古紙・古布 可燃

廃プラ・ペット可燃 不燃

不燃

古紙・古布 可燃

廃プラ・ペット可燃

可燃

缶・びん古紙・古布

古紙・古布

可燃

廃プラ・ペット

日 月 火 水 木 金 土
1 2

4月

3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30

日 月 火 水 木 金 土
5月

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

平成30年（2018年）

クリーンカレンダー
完成イメージ図
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

番
号
、
当
日
の
来
場
手
段
を
郵
送
、
電
話

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
16
日
（
金
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
環
境
総
務
課
（
〒
572
―
０
８
５

５
寝
屋
南
一
丁
目
２
番
１
号
市
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
内
☎
８
２
４
・
０
９
１
１
、
ＦＡＸ

８
２
１
・
３
３
４
９
）

市
内
四
駅
前
一
斉
清
掃

▽
日
時　

３
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
集

合
＝
雨
天
中
止
（
午
前
７
時
30
分
に
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

▽
実
施
場
所　

①
寝
屋
川
市
駅
東
側
広
場

②
萱
島
駅
東
口
③
香
里
園
駅
西
側
広
場
④

東
寝
屋
川
駅
東
側
広
場

※
軍
手
や
ご
み
を
入
れ
る
ビ
ニ
ー
ル
袋
な

ど
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
推
進
委

員
会
事
務
局
（
市
市
民
活
動
振
興
室
内
）

生
産
緑
地
制
度
の
改
正

　

市
街
化
区
域
で
減
少
す
る
緑
地
を
計
画

的
に
保
全
す
る
た
め
、
緑
地
機
能
を
持
つ

農
地
を
指
定
す
る
制
度
で
す
。

　

生
産
緑
地
に
指
定
さ
れ
る
と
、
営
農
を

継
続
し
て
い
く
こ
と
を
条
件
に
固
定
資
産

税
が
軽
減
さ
れ
る
な
ど
、
税
制
面
で
の
優

遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

∧
主
な
改
正
内
容
∨

○
生
産
緑
地
地
区
の
面
積
要
件
を
５
０
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
か
ら
３
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

○
同
一
又
は
隣
接
す
る
街
区
の
複
数
の
農

地
で
、
合
計
面
積
が
３
０
０
平
方
メ
ー
ト

ル
以
上
と
な
る
も
の
も
指
定
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

○
直
売
所
や
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
施

設
が
地
区
内
に
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
都
市
計

画
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

都
市
計
画
室

相

　
　談

パ
ソ
コ
ン
ト
ラ
ブ
ル
相
談

　

２
月
６
日
（
火
）
午
後
２
時
～
４
時
、
市

立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
定
員
10
人
（
申
込

順
）、
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。　

申
込
・
問　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
何
で
も
相
談

　

２
月
21
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時
、

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
設
立
手
続
き
や
団
体
運
営
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
、
定
員
４
団
体
（
申
込
順
）。

申
込
・
問　

開
催
日
の
３
日
前
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

日
曜
法
律
相
談
（
第
４
日
曜
日
）

　

予
約
は
、
前
の
週
の
月
曜
日
（
月
曜
日

が
祝
日
の
と
き
は
翌
日
）
の
午
前
９
時
か

ら
電
話
（
☎
８
２
４
・
１
１
５
５
）
又
は

ア
プ
リ
で
受
付
し
ま
す
（
申
込
順
）。

※
平
日
の
法
律
相
談
は
、
１
週
間
前
の
同

じ
曜
日
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。
受
付
開
始

　　

各
素
案
に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
あ
ら
ま
し
と
、

意
見
に
つ
い
て
市
の
考
え
方
を
公
表
し
ま

す
。

◎
素
案
の
詳
し
い
内
容
は
、
各
担
当
課
、

市
民
情
報
コ
ー
ナ
ー
、各
シ
テ
ィ
・
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
堀
溝
サ
ー
ビ
ス
窓
口
、
市
立
中

央
・
東
・
駅
前
図
書
館
又
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
手
続
」
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
①
電
話
に
よ
る
意
見
は
受
け
付
け
ま
せ

ん
②
個
々
の
意
見
に
直
接
回
答
は
行
い
ま

せ
ん
。

空
き
家
等
・
老
朽
危
険
建
築
物
等 

対
策
計
画
（
素
案
）

　

空
き
家
や
老
朽
危
険
建
築
物
な
ど
の
適

正
な
管
理
や
対
策
を
進
め
る
た
め
、「
空

き
家
等
・
老
朽
危
険
建
築
物
等
対
策
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
）

で
２
月
１
日
～
28
日
＝
消
印
有
効
＝
に
都

市
計
画
室
（
〒
572
―
８
５
５
５
本
町
１
番

１
号
）

健
康
増
進
計
画
（
素
案
）

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進

す
る
た
め
、「
健
康
増
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
す
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、

郵
送
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
１
日
～
28
日
＝

必
着
＝
に
健
康
推
進
室
（
〒
572
―
８
５
３

３
池
田
西
町
28
番
22
号
、
ＦＡＸ
８
３
８
・
０

４
２
８
）

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
（
素
案
）

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
元
気

で
生
き
生
き
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、「
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
（
２
０
１
８
～
２
０
２
０
）」

を
策
定
し
ま
す
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
）

で
２
月
１
日
～
28
日
＝
消
印
有
効
＝
に
高

齢
介
護
室
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町

28
番
22
号
、
ＦＡＸ
８
３
８
・
０
１
０
２
）

障
害
者
長
期
計
画（
第
３
次
計
画
）、

障
害
福
祉
計
画（
第
５
期
計
画
）及

び
障
害
児
福
祉
計
画（
第
１
期
計
画
）

（
素
案
）

　

ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
し
た
支
援
を
行

う
た
め
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
推

進
す
る
た
め
、「
障
害
者
長
期
計
画
（
第

３
次
計
画
）、
障
害
福
祉
計
画
（
第
５
期

計
画
）
及
び
障
害
児
福
祉
計
画
（
第
１
期

計
画
）」
を
策
定
し
ま
す
。

応
募
・
問　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
メ
ー
ル
（
ア
ド
レ
ス

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
）

で
２
月
１
日
～
28
日
＝
消
印
有
効
＝
に
障

害
福
祉
課
（
〒
572
―
８
５
３
３
池
田
西
町

28
番
22
号
、
ＦＡＸ
８
２
６
・
１
８
６
０
）
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

安
全
・
安
心

日
が
祝
日
、
振
替
休
日
の
と
き
は
そ
の
翌

日
か
ら
受
付
し
ま
す
。

問　

広
報
広
聴
課
（
広
聴
担
当
）

産
業
・
事
業
者

出
張
マ
ザ
ー
ズ
コ
ー
ナ
ー

▽
日
程　

２
月
９
日
・
23
日
、
い
ず
れ
も

金
曜
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
（
１

人
40
分
程
度
）

▽
場
所　

市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
４
階

第
３
セ
ミ
ナ
ー
室

※
完
全
個
室
、
対
面
相
談
（
予
約
が
必
要
）、

相
談
は
無
料
、
子
ど
も
同
伴
可
・
本
や
お
も

ち
ゃ
が
楽
し
め
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
あ
り
。

申
込
・
問　

開
催
日
の
前
々
日
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
２
８
・
０
７
５
１
）

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
＆ 

個
別
相
談
会

　

長
時
間
労
働
是
正
な
ど
、
働
き
方
改
革

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

３
月
８
日
（
木
）
①
セ
ミ
ナ
ー
…
午
後

３
時
～
４
時
30
分
、定
員
35
人
（
申
込
順
）

②
個
別
相
談
会
…
午
後
４
時
40
分
～
５
時

40
分
、
一
般
労
働
相
談
及
び
社
労
士
に
よ

る
専
門
労
働
相
談
、
１
回
30
分
、
社
労
士

相
談
の
み
予
約
が
必
要
、
い
ず
れ
も
市
立

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
３
階
①
第
１
セ
ミ

ナ
ー
室
②
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
室
、参
加
無
料
。

申
込　

①
電
話
で
市
立
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
②
当
日
直
接
又
は
電
話
で
大
阪
府
総

合
労
働
事
務
所
（
☎
06
・
６
９
４
６
・
２

６
０
６
）

問　

市
立
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
（
☎
８
２

８
・
０
７
５
１
）安

全
・
安
心

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
か
ら
の 

お
知
ら
せ

∧
平
成
29
年
火
災
救
急
概
況
∨

▽
火
災
の
総
件
数
・
損
害
額
・
死
傷
者
数
・

出
火
原
因
別
火
災
件
数　

表
１
・
２
の
と

お
り

▽
救
急
車
・
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
出
動
件
数
・

搬
送
人
員　

表
３
の
と
お
り

　

緊
急
な
搬
送
に
備
え
、
軽
度
の
傷
病
者

な
ど
は
で
き
る
だ
け
タ
ク
シ
ー
や
マ
イ
カ
ー

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
急
病
や
交
通
事

故
な
ど
で
傷
病
者
の
傷
病
程
度
が
判
断
で

き
な
い
と
き
は
、
迷
わ
ず
に
１
１
９
番
通
報

を
し
て
救
急
車
を
要
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部
・

総
務
管
理
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
０
３
）

∧
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
∨

　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
は
、
温
度
の
急
激

な
変
化
に
よ
る
血
圧
の
急
上
昇
や
急
降

下
、
脈
拍
の
変
動
な
ど
が
心
臓
や
血
管
に

悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
い
い
ま
す
。

○
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
に
な
り
や
す
い
人
…

65
歳
以
上
（
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
動
脈
硬

化
の
既
往
歴
が
あ
る
人
）、
不
整
脈
の
あ

る
人
、
お
酒
を
飲
ん
で
入
浴
す
る
人
、
熱

い
風
呂
が
好
き
な
人
、
一
番
風
呂
に
入
る

人
な
ど

○
入
浴
す
る
と
き
の
心
得
…
①
入
浴
前
に

水
分
補
給
す
る
②
脱
衣
所
、
浴
室
を
暖
め

て
お
く
③
湯
船
に
い
き
な
り
入
ら
な
い
④

飲
酒
後
や
食
事
、
運
動
後
す
ぐ
に
入
ら
な

い
⑤
高
齢
者
が
入
浴
し
て
い
る
と
き
は
、

家
族
が
目
を
配
る
よ
う
に
す
る

問　

枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
救
急
課
（
☎

８
５
２
・
９
９
１
８
）

∧
非
常
勤
職
員
の
採
用
∨

▽
応
募
資
格
な
ど

○
昭
和
28
年
４
月
２
日
～
平
成
７
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
人

○
総
務
事
務
（
会
計
・
財
政
・
福
利
厚
生

な
ど
）
の
勤
務
経
験
が
通
算
し
て
５
年
以

上
あ
る
人

○
エ
ク
セ
ル
、
ワ
ー
ド
及
び
ア
ク
セ
ス
の

高
度
な
知
識
及
び
技
術
を
持
つ
人

▽
採
用
予
定
人
員　

１
人

※
国
籍
、
性
別
は
問
い
ま
せ
ん
。

▽
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31

日
（
年
度
単
位
で
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
時
間
・
場
所　

午
前
８
時
45
分
～

午
後
５
時
15
分
（
週
４
日
）、
消
防
本
部

総
務
部

▽
報
酬　

月
額
20
万
１
８
０
０
円
・
交
通

費
（
月
額
の
上
限
５
万
５
０
０
０
円
）

▽
試
験
日
時
・
場
所　

２
月
23
日
（
金
）

午
前
９
時
、
消
防
本
部
庁
舎
５
階
多
目
的

ホ
ー
ル
（
枚
方
市
新
町
一
丁
目
）

▽
試
験
内
容　

筆
記
・
面
接

応
募
・
問　

２
月
７
日
～
14
日
の
平
日
午

前
９
時
～
午
後
５
時
に
履
歴
書
を
持
っ
て

直
接
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
消
防
本
部

人
事
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
２
２
）

∧
平
成
30
年
度

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
員
新
規
募
集
∨

　

防
火
・
防
災
の
体
験
を
通
し
て
知
識
や

技
術
を
身
に
付
け
、
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成
し
ま
す
。

表２　主な出火原因別火災件数
出火原因 件　数
たばこ 12件

放火（疑い含む） ８件
電気関係（交通機関を除く） ８件

コンロ ６件
火遊び ３件

表３　出動件数・搬送人員
区　分 平成28年 平成29年

救急車
出動件数 １万3,362件 １万4,140件
搬送人員 １万2,016人 １万2,887人

ドクターカー 出動件数 74件

表１　火災件数・損害額・死傷者数
区　分 平成28年 平成29年

火
災
件
数

建　物 35件 36件
車　両 10件 ４件
林　野 ０件 ０件
そのほか 17件 15件
合　計 62件 55件

損害額 4,109万4,000円 1,933万5,000円
死　者 ０人 １人
負傷者 ５人 ７人
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

▽
募
集
期
間　

２
月
１
日
～
14
日

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
校
新

４
年
生
～
６
年
生
20
人
程
度
（
申
し
込
み

が
多
い
と
き
は
抽
選
、
５
人
未
満
の
と
き

は
中
止
、
保
護
者
の
送
迎
が
必
要
）

▽
活
動
期
間　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３

月
31
日
の
第
４
土
曜
日
午
前
10
時
～
11
時

30
分

▽
場
所　

寝
屋
川
消
防
署

▽
参
加
費　

無
料
（
保
険
代
８
０
０
円
程

度
が
別
に
必
要
）

▽
当
選
者
説
明
会　

３
月
10
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
（
申
し
込
み
は

１
人
１
枚
）に
郵
便
番
号
、住
所
、氏
名（
ふ

り
が
な
）、
性
別
、
小
学
校
名
・
新
学
年
、

保
護
者
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
２
月
14
日
（
水
）
＝
消
印
有

効
＝
ま
で
に
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
予
防

指
導
課
（
〒
573
―
１
１
９
１
枚
方
市
新
町
一

丁
目
７
番
11
号
☎
８
５
２
・
９
９
１
２
）

※
①
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
申
し
込
み
で
き
ま
す
②
結
果
は
２

月
28
日
（
水
）
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す

③
抽
選
方
法
な
ど
は
、
枚
方
寝
屋
川
消
防

組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
。

∧
普
通
救
命
講
習
会
∨

　

①
２
月
24
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
０

時
30
分
…
寝
屋
川
消
防
署
②
３
月
３
日
午

後
１
時
～
４
時
…
枚
方
東
消
防
署
、
い
ず

れ
も
土
曜
日
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
心

肺
蘇
生
法
な
ど
の
知
識
と
技
術
を
習
得
、

寝
屋
川
市
・
枚
方
市
に
在
住
・
在
職
・
在

学
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講
無
料
。

申
込
・
問　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
電

話
で
①
２
月
６
日
～
９
日
…
寝
屋
川
消
防

市
民
税
・
府
民
税
の
申
告

　

日
時
な
ど
は
左
の
表
の
と
お
り
。

∧
申
告
が
必
要
な
人
∨

　

平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に

在
住
し
、29
年
中
に
所
得
の
あ
っ
た
人
。

※
所
得
が
な
く
て
も
、
次
の
人
は
申
告

し
て
く
だ
さ
い
①
国
民
健
康
保
険
、
介

護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
②
福
祉
、
公
営
住
宅
、

教
育
関
係
の
制
度
の
申
請
な
ど
で
所
得

の
申
告
が
必
要
な
人
③
課
税
（
所
得
）

証
明
書
が
必
要
な
人
。

∧
申
告
が
不
要
な
人
∨

○
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
人

○
収
入
が
給
与
所
得
の
み
で
勤
務
先
か

ら
市
へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ

て
い
る
人

∧
申
告
に
必
要
な
も
の
∨　

○
①
又
は
②
の
書
類
①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
②
通
知
カ
ー
ド
又
は
個
人
番
号

が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
の
写
し
と
運
転

免
許
証
な
ど
の
本
人
確
認
が
で
き
る
も

の
（
顔
写
真
が
な
い
と
き
は
２
点
必
要

で
す
）

○
29
年
中
の
収
入
・
所
得
が
分
か
る
も

の
（
源
泉
徴
収
票
、
事
業
所
得
な
ど
で

収
支
計
算
に
必
要
な
帳
簿
、
領
収
書
な

ど
）

○
所
得
控
除
に
必
要
な
領
収
書
又
は
証

明
書
（
29
年
中
に
支
払
っ
た
国
民
健
康

保
険
料
・
国
民
年
金
保
険
料
・
社
会
保

険
料
、
生
命
保
険
料
・
地
震
保
険
料
な

ど
）

○
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
療

費
控
除
の
明
細
書
、
お
む
つ
代
医
療
費

控
除
の
証
明
書
な
ど

※
明
細
書
を
作
成
し
な
い
と
き
は
領
収

書
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。
医
療
費

な
ど
の
金
額
は
必
ず
合
計
し
て
お
い
て

く
だ
さ
い
。

○
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制

（
医
療
費
控
除
の
特
例
）
を
受
け
る
人

は
、医
療
費
控
除
の
書
類
と
合
わ
せ
て
、

健
康
診
査
の
結
果
通
知
書
な
ど
の
健
康

の
維
持
増
進
及
び
疾
病
の
予
防
な
ど
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

す
る
書
類

○
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
な
ど

○
寄
附
金
税
額
控
除
を
受
け
る
人
は
、

団
体
が
発
行
し
た
領
収
書

○
印
鑑

∧
申
告
書
の
発
送
∨

　

前
年
度
に
市
民
税
・
府
民
税
の
申
告

を
し
た
人
に
は
、
１
月
下
旬
に
申
告
書

を
発
送
し
て
い
ま
す
。

∧
郵
送
に
よ
る
受
付
∨

　

郵
送
で
提
出
す
る
人
は
、
申
告
書
に

記
入
し
、必
要
な
書
類
（
領
収
書
な
ど
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
書
の
控

え
や
同
封
し
た
書
類
の
返
送
を
希
望
す

る
人
は
、返
信
用
封
筒
（
切
手
を
貼
る
）

を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民
税
課
」

か
ら
申
告
書
の
作
成
が
で
き
ま
す
②
所

得
税
の
確
定
申
告
の
受
付
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
税
務
署
な
ど
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
市
民

税
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

市
民
税
課

所
得
税
の
確
定
申
告

∧
枚
方
税
務
署
の
確
定
申
告
書

作
成
会
場
∨

▽
日
時　

２
月
16
日
～
３
月
15
日
（
２

月
18
日
・
25
日
以
外
の
土
・
日
曜
日
を

除
く
）
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
相
談

受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
受
付
を
終

了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

平成30年度（平成29年分）

市民税・府民税の申告
所得税の確定申告

平成29年１月１日～12月31日に生じた所得が対象
◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆
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健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

税
・
保
険
・
年
金

安
全
・
安
心

署
警
備
課
（
☎
８
５
２
・
９
９
６
６
）
②

２
月
13
日
～
16
日
…
枚
方
東
消
防
署
警
備

課
（
☎
８
５
２
・
９
９
９
９
）

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
①
詳
し
く
は
、
枚
方
寝
屋
川
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
く
だ
さ
い
②
車
で

の
来
場
は
控
え
て
く
だ
さ
い
。

交
通
安
全

自
転
車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

自
転
車
利
用
者
は
、
損
害
を
補
償
す
る

保
険
に
加
入
す
る
義
務
が
あ
る
と
、
市
自

転
車
安
全
利
用
条
例
で
定
め
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
と
歩
行
者
の
交
通
事
故
で
は
、

自
転
車
側
に
過
失
が
あ
る
と
し
て
、
高
額

な
賠
償
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
も
日

頃
か
ら
安
全
運
転
に
努
め
、
万
一
事
故
を

起
こ
し
て
し
ま
っ
た
と
き
に
備
え
、
自
転

車
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

※
自
転
車
保
険
の
加
入
方
法
は
、
各
保
険

会
社
・
代
理
店
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

道
路
交
通
課

税
・
保
険
・

年
金

税
の
お
知
ら
せ

差
し
押
さ
え
財
産
を 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

　

市
税
の
滞
納
一
掃
を
図
る
た
め
、
滞
納

∧
市
で
の
還
付
申
告
書
作
成
会
場

（
年
金
・
給
与
所
得
者
対
象
）
∨

▽
日
時　

２
月
６
日
～
15
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
午
前
９
時
30
分

～
正
午
・
午
後
１
時
～
４
時
（
相
談
受

付
は
午
後
３
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　

市
立
市
民
体
育
館
１
階
小
体

育
室

※
①
昨
年
と
会
場
を
変
更
し
て
い
ま
す

②
申
告
相
談
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す

（
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
か
ら
体
育

館
入
口
で
当
日
分
の
整
理
券
を
配
付
、

整
理
券
が
な
く
な
り
次
第
、
相
談
受
付

を
終
了
し
ま
す
。
翌
日
分
以
降
の
整
理

券
は
配
布
し
ま
せ
ん
）
③
自
身
で
作
成

し
た
確
定
申
告
書
の
提
出
は
、
小
体
育

室
入
口
の
収
受
コ
ー
ナ
ー
で
受
け
付
け

ま
す
④
申
告
会
場
に
つ
い
て
は
、
枚
方

税
務
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

（
市
立
市
民
体
育
館
に
は
問
い
合
わ
せ

し
な
い
で
く
だ
さ
い
）。

∧
事
業
・
不
動
産
所
得
者
対
象
の

確
定
申
告
書
作
成
会
場
∨

▽
日
時　

２
月
26
日
～
３
月
７
日（
土
・

日
曜
日
を
除
く
）
午
前
９
時
30
分
～
正

午
・
午
後
１
時
～
４
時
（
相
談
受
付
は

午
後
３
時
30
分
ま
で
）

▽
場
所　

府
北
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー
１

階
大
会
議
室
（
枚
方
市
大
垣
内
町
）

※
①
混
雑
状
況
に
よ
り
早
め
に
受
付
を

終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
②
枚
方
税

務
署
以
外
の
会
場
で
は
、
不
動
産
や
株

式
な
ど
の
譲
渡
所
得
・
贈
与
税
・
相
続

税
に
つ
い
て
の
申
告
相
談
は
行
っ
て
い

ま
せ
ん
③
専
用
の
駐
車
場
が
な
い
た
め
、

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
医
療
費
控
除
が
変
わ
り
ま
す
∨

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
領
収

書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
、「
医
療
費

控
除
の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

∧
公
的
年
金
収
入
４
０
０
万
円

以
下
の
人
へ
∨

　

公
的
年
金
な
ど
の
収
入
が
４
０
０
万

円
以
下
で
、
そ
の
他
の
所
得
金
額
が
20

万
円
以
下
の
と
き
は
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
不
要
で
す
。
た
だ
し
、
医
療
費

控
除
な
ど
で
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る

と
き
は
、
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
が
不
要
で
も
、

市
民
税
・
府
民
税
で
①
医
療
費
控
除
な

ど
の
適
用
を
受
け
た
い
②
公
的
年
金
な

ど
の
源
泉
徴
収
票
に
記
載
の
配
偶
者
控

除
な
ど
の
内
容
に
変
更
が
あ
る
と
き

は
、
市
民
税
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要

で
す
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

確
定
申
告
書
・
医
療
費
控
除
の
明
細

書
の
作
成
に
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

枚
方
税
務
署
（
☎
８
４
４
・
９
５

２
１
）

市民税・府民税申告の受付

日　程 場　所 時　間

２月13日
～３月15日

（土・日曜日を除く）
寝屋川市役所別館１階 午前９時

～午後５時 30分

２月１日（木）萱島まちづくりセンター

午前９時 30分～正午・
午後１時～４時

２日（金）
東シティ・ステーション

西コミュニティセンター

５日（月）西南コミュニティセンター

６日（火）西北コミュニティセンター

７日（水）
香里自治会館 午前９時30分～正午

東障害福祉センター (旧いき
いき文化センター ) 午後１時～４時

８日（木）東北コミュニティセンター 午前９時30分～正午・
午後１時～４時

９日（金）

保健福祉センター４階健康
指導室 午前９時30分～正午

堀溝いきいき教室 午後１時～４時
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

者
の
動
産
を
差
し
押
さ
え
、
一
部
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
売
し
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
シ
ス
テ
ム
「
ヤ

フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
」
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
参
加
申
し
込
み
を
し
て
入
札
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
出
品
す
る
も
の
（
予
定
）　

バ
イ
ク
な
ど

▽
受
付
期
間　

２
月
15
日
午
後
１
時
～
27

日
午
後
11
時

▽
入
札
期
間　

３
月
６
日
午
後
１
時
～
８

日
午
後
11
時

▽
公
売
専
用
直
通
電
話　

☎
８
２
５
・
２

０
３
７

※
滞
納
市
税
が
納
付
さ
れ
た
と
き
な
ど

は
、
直
前
に
公
売
を
中
止
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
納

税
課
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

納
税
課

市
税
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　

納
期
限
が
過
ぎ
た
市
税
に
は
督
促
手
数

料
や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
付
の

相
談
も
な
く
滞
納
を
続
け
る
と
、
財
産
の

差
し
押
さ
え
な
ど
の
処
分
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

問　

納
税
課　

年
金
制
度

国
民
年
金
保
険
料 

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で

　

口
座
振
替
で
納
付
す
る
と
、
保
険
料
の

前
納
割
引
や
早
期
割
引
（
早
割
）
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
前
納
や
早
割
は
、
事
前
の

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

※
保
険
料
の
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
を

し
て
い
る
人
は
、
割
引
の
な
い
翌
月
末
振

替
の
み
の
利
用
と
な
り
ま
す
。

∧
割
引
の
種
類
∨

　

①
２
年
前
納
割
引
…
２
年
分
（
４
月
～

翌
々
年
３
月
）
を
４
月
末
に
一
括
し
て
前

払
い
②
１
年
前
納
割
引
…
１
年
分
（
４
月

～
翌
年
３
月
）
を
４
月
末
に
一
括
し
て
前

払
い
③
６
か
月
前
納
割
引
…
上
半
期
分

（
４
月
～
９
月
）
を
４
月
末
に
、
下
半
期

分
（
10
月
～
翌
年
３
月
）
を
10
月
末
に
そ

れ
ぞ
れ
一
括
で
前
払
い
④
早
期
割
引
…
当

月
分
を
当
月
末
に
振
替

◎
平
成
29
年
度
の
割
引
額
は
、①
１
万
５

６
４
０
円
②
４
１
５
０
円
③
１
１
２
０
円

④
50
円
で
す
。

申
込　

①
②
と
③
の「
上
半
期
分
」は
２

月
28
日（
水
）ま
で
、③
の「
下
半
期
分
」は

８
月
31
日（
金
）ま
で
、④
は
随
時
受
付

問　

枚
方
年
金
事
務
所
（
☎
８
４
６
・
５

０
１
１
）
又
は
市
市
民
課
（
年
金
担
当
）

　

い
ず
れ
も
申
し
込
み
は
当
日
直

接
。環

境
保
全
審
議
会

▽
日
時　

２
月
５
日（
月
）午
前
10
時

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

環
境
推
進
課

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

代
表
者
会
議

▽
日
時　

２
月
７
日
（
水
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
会
議
室
１
・
２

問　

こ
ど
も
を
守
る
課

い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会

▽
日
時　

２
月
７
日
（
水
）
午
後
３

時
15
分
～
４
時
15
分

▽
場
所　

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５
階
会
議
室
１
・
２

問　

こ
ど
も
を
守
る
課

ご
み
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル 

推
進
会
議

▽
日
時　

２
月
16
日
（
金
）
午
後
２

時
（
受
付
は
午
後
１
時
40
分
か
ら
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
会
議

室
１
・
２

問　

環
境
総
務
課
（
☎
８
２
４
・
０

９
１
１
）

放
課
後
子
ど
も
総
合
プ
ラ
ン 

運
営
委
員
会

▽
日
時　

２
月
16
日
（
金
）
午
後
２

時▽
場
所　

市
役
所
本
庁
２
階
第
１
会

議
室

問　

青
少
年
課

都
市
計
画
審
議
会

▽
日
時　

２
月
19
日
（
月
）
午
後
２

時
（
午
後
１
時
30
分
か
ら
整
理
券
を

発
行
）

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

▽
定
員　

10
人
（
先
着
順
）

問　

都
市
計
画
室

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設 

組
合
議
会
定
例
会

▽
日
時　

２
月
21
日
（
水
）
午
後
２

時
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
か
ら
）

▽
場
所　

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
３
階
研
修
室

▽
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

※
①
日
時
な
ど
は
、
議
事
の
都
合
で

変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
北

河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
組
合
」

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

②
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

北
河
内
４
市
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

組
合
事
局
（
☎
８
２
３
・
２
０
３
８
）

交
通
安
全
都
市
推
進
委
員
会

▽
日
時　

２
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時

▽
場
所　

市
役
所
議
会
棟
４
階
第
１

委
員
会
室

問　

道
路
交
通
課

男
女
共
同
参
画
審
議
会

▽
日
時　

２
月
23
日
（
金
）
午
前
10

時▽
場
所　

市
役
所
２
階
第
１
会
議
室

問　

人
権
文
化
課

委員会など
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

健
康
・
福
祉

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

税
・
保
険
・
年
金

健
康
・
福
祉

生
活
つ
な
ぎ
資
金
貸
付
制
度

　

傷
病
な
ど
特
別
な
事
情
で
、
一
時
的
に

生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
に
、
生
活
の
安

定
や
自
立
を
図
る
た
め
、
必
要
な
生
活
資

金
の
貸
し
付
け
を
行
う
制
度
で
す
。
貸
付

限
度
額
な
ど
は
下
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
対
象
（
借
受
人
）
や
連
帯
保
証
人
に
つ

い
て
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
保
護

課
」
又
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問　

保
護
課
（
生
活
つ
な
ぎ
資
金
担
当
）

生
活
保
護
制
度
と
は

　

暮
ら
し
に
困
っ
て
い
る
人
に
国
が
健
康

で
文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
を
保
障
す

る
た
め
の
必
要
な
給
付
を
行
い
、
自
分
で

生
活
で
き
る
よ
う
に
援
助
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
制
度
で
す
。

　

働
く
能
力
、
預
貯
金
な
ど
の
資
産
、
ほ

か
の
福
祉
施
策
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
も
の
を

活
用
し
て
も
、
な
お
生
活
に
困
窮
す
る
と

き
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
生
活
保
護
費
は
、

世
帯
の
全
収
入
が
国
の
定
め
る
各
世
帯
の

生
活
に
必
要
な
金
額
よ
り
少
な
い
と
き

に
、
不
足
分
に
相
当
す
る
額
を
現
金
又
は

現
物
で
支
給
し
ま
す
。

∧
不
正
受
給
へ
の
厳
格
な
対
応
∨

　

不
正
受
給
は
、
生
活
保
護
制
度
に
対
す

る
市
民
の
信
頼
を
揺
る
が
す
、
許
し
難
い

行
為
で
す
。
不
正
受
給
を
確
認
し
た
と
き

は
、
保
護
費
の
返
還
や
保
護
の
停
止
・
廃

止
な
ど
の
処
分
を
行
う
と
と
も
に
、
給
料

明
細
書
の
偽
造
や
収
入
の
過
少
申
告
な
ど

悪
質
な
と
き
は
、
警
察
と
連
携
し
、
刑
事

告
訴
を
行
っ
て
い
ま
す
。

∧
生
活
保
護
適
正
化
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
∨

　

自
立
し
た
生
活
が
送
れ
ず
援
助
が
必
要

な
状
態
の
世
帯
や
生
活
保
護
費
の
不
正
受

給
な
ど
の
情
報
を
電
話
、
メ
ー
ル
又
は
窓

口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問　

保
護
課

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度

∧
自
立
相
談
支
援
事
業
∨

　

生
活
保
護
受
給
に
至
る
前
の
生
活
困
窮

者
の
仕
事
や
暮
ら
し
な
ど
の
困
り
事
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
員
が
自
宅
を
訪
問
し
て
話
を
聴
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
相
談
内
容
に
よ
り
、

関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し
、
相
談
者
の
自

立
に
向
け
た
支
援
を
継
続
的
に
行
い
ま
す
。

∧
住
居
確
保
給
付
金
∨

　

離
職
者
で
就
労
能
力
や
就
労
意
欲
の
あ
る

人
の
う
ち
、
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
人
又
は

喪
失
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
が
対
象
で
す
。

　

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
就
労
支
援

を
受
け
な
が
ら
、
賃
貸
住
宅
の
家
賃
の
支

給
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

▽
対
象　

申
請
時
、
離
職
後
２
年
以
内
の

65
歳
未
満
の
人
で
、
毎
月
２
回
以
上
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職
申
し
込
み
を
行
い
、

収
入
や
預
貯
金
額
が
一
定
額
以
下
で
、
暴

力
団
員
で
な
い
な
ど

▽
支
給
額　

単
身
世
帯
…
３
万
９
０
０
０

円
、
２
人
世
帯
…
４
万
７
０
０
０
円

※
３
人
以
上
の
世
帯
に
つ
い
て
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
期
間　

原
則
３
か
月
（
就
職
活
動

を
誠
実
に
行
っ
て
い
る
と
き
な
ど
は
３
か

月
延
長
可
）

申
込
・
問　

制
度
…
保
護
課
、
相
談
…
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
１
２
・
２
０
４
０
）

母
子
保
健

母
子
保
健
事
業

　

日
時
な
ど
は
右
の
表
の
と
お
り
で
す
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

原　則 市長が特に必要と
認めるとき

限度額 20 万円 30万円

償還期間 ２年以内 ２年 10か月以内

利息 無利息

返済方法 一時償還又は月賦均等償還

貸付限度額・貸付条件

※償還期間には、貸し付けの翌月からの償
還を４か月後からに遅らせることができ
る期間を含みます。

内　容 日　時 対　象 申込

プ
レ
マ
マ
教
室

（
３
回
で
１
コ
ー
ス
）

妊娠中の健康管理・妊婦
体操実技・リラックス法
（助産師・保健師）

３月２日（金）
午後１時30分～４時

妊娠５か月以
上の妊婦と家
族30組

３月１日（木）
までに電話

母と子の歯と口の健康・
妊娠中の栄養（保健師・
歯科衛生士・栄養士）

　　９日（金）
午後１時30分～４時

お産について・妊娠中
の生活・母乳育児（助
産師・保健師）

　　16日（金）
午後１時30分～４時

離
乳
食

講
習
会

離乳食の進め方につい
ての実演と指導

　　２日・16日いずれ
も金曜日
午後１時30分～３時

５か月～１歳６
か月の子どもと
保護者20組

開催日の前
日までに電
話

母
乳
相
談

母乳栄養で困っている
ことや不安なことについ
ての個別相談・実技指導
（助産師・保健師）

　　８日（木）
午後１時～３時40分

母乳栄養を行っ
ている乳幼児と
保護者７組

離
乳
食

相
談

離乳食についての相談
（始め方が分からない、ス
ムーズに進まないなど）

　　８日（木）
午後２時30分

～３時30分

離乳食が進みに
くい乳児の保護
者５人

パ
パ
マ
マ

体
験
教
室

育児の準備・もく浴の実
技（助産師・保健師）

　　25日（日）
午後１時30分～４時

妊娠５か月以上
の妊婦とその家
族24組

３月2 3日
（金）まで
に電話

育
児
相
談

子育てについて、保健師
などが相談に応じます。
電話での相談も受け付け
ています

月～金曜日
（祝日を除く）

午前９時
～午後５時30分

市内在住の人 直接窓口
又は電話

母子保健事業

※いずれも市立保健福祉センター、申込順、参加無料です。
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
） 

混
合
２
期
の
予
防
接
種

　

平
成
23
年
４
月
２
日
～
24
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
人
は
、
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

に
１
回
無
料
で
接
種
で
き
ま
す
∧
４
月
１

日
（
日
）
以
降
は
有
料
で
す
∨
。

　

対
象
者
に
は
、
２
月
中
に
個
別
通
知
を

送
付
し
ま
す
。

※
平
成
29
年
４
月
以
降
に
１
回
接
種
し
た

人
は
接
種
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問　

子
育
て
支
援
課

乳
幼
児
健
康
診
査

　

２
月
分
の
個
別
通
知
が
ま
だ
届
い
て
な

い
人
は
、
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

∧
４
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
29
年
９
月
16
日
～
10
月
５
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
28
年
５
月
16
日
～
６
月
15
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
３
歳
６
か
月
児
健
康
診
査
∨

　

平
成
26
年
７
月
１
日
～
８
月
６
日
生
ま

れ
の
人
。

∧
歯
の
親
子
教
室
∨

　

平
成
27
年
７
月
8
日
～
29
日
生
ま
れ
の

人
。

問　

子
育
て
支
援
課
（
母
子
保
健
担
当
）

健
康
づ
く
り

予
防
接
種
費
用
助
成
の 

還
付
申
請
は
３
月
31
日
（
土
）
ま
で

　

平
成
29
年
度
に
①
成
人
用
肺
炎
球
菌
②

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
③
高
齢
者
肺
炎

球
菌
④
成
人
用
麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）

混
合
を
取
扱
医
療
機
関
以
外
で
接
種
し
た

人
は
、
還
付
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
①
②
は
接
種
を
受
け
る
前
に
依
頼
書
の

発
行
を
受
け
た
人
、②
は
１
月
31
日
（
水
）

ま
で
に
接
種
し
た
人
が
対
象
で
す
。

∧
還
付
申
請
に
必
要
な
も
の
∨

○
医
療
機
関
が
発
行
す
る
領
収
書

○
印
鑑

○
還
付
金
の
振
込
先
口
座
が
分
か
る
通
帳

○
申
請
者
の
本
人
確
認
書
類

申
込
・
問　

窓
口
…
３
月
30
日
（
金
）、

郵
送
…
３
月
31
日
（
土
）
＝
消
印
有
効
＝

ま
で
に
健
康
推
進
室
（
〒
572
―
８
５
３
３

池
田
西
町
28
番
22
号
）

笑
い
と
健
康
の
イ
ベ
ン
ト

　

３
月
10
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
。

※受診には、健康保険証・医療証などが必要です。

障 害 者 歯 科 診 療
毎週木曜日午後１時～５時・
第１・３火曜日午後１時～４時
※祝日・年末年始を除く、予約が必要。

毎週木曜日午前９時～正午
（祝日・年末年始を除く）
☎838・1638　℻838・0428
市内在住の障害のある人で、地域の
歯科診療所で治療が困難な人

保健福祉センター１階診療所

診療日時

予約受付

対　　象

場　　所

　うつ病は、心や体が不調になる病
気の一つで、脳の働きに何らかの問
題が起きた状態です。そのため、仕
事が継続できなくなるなど、日常生
活や社会生活が難しくなることもあ
ります。
　早期発見・治療、休養により回復
できる可能性が高い病気なので、医
療機関での適正な治療を受けましょ
う。職場復帰も焦らず、体調や生活
リズムを整えながら、ゆっくり考え
ていくことが必要です。復職を目標
とする支援もあります。
＜就労継続支援B型事業所＞
　病状などに配慮された環境で、加
工作業や食品の製造など、いろいろ
な活動に参加できます。日々の生活
リズムを整え、人との関わりを取り

戻していくことを目指します。一定
の責任と役割を担い、成果を生み出
すことで、仕事に対するやりがいを
見いだすことにもつながります。
＜就労移行支援事業所＞
　就職を目指す人に向けた準備プロ
グラムの提供や就労支援員による相
談を行います。企業実習や参加者同
士のグループワークを通して、仕事
に就くための生活習慣を身に付け、
ビジネスマナーや対人技能、ストレ
ス対応などを実践的に学ぶことがで
きます。準備が整えば、ハローワー
クなどと連携を取りながら求職活動
の支援などを行い、就職後のアフ
ターフォローも行っています。

∧
楽
々
健
康
サ
ー
ク
ル
∨

○
紹
介
展
示
コ
ー
ナ
ー
…
午
前
10
時
～
午

後
３
時
、
健
康
を
テ
ー
マ
に
活
動
す
る
15

サ
ー
ク
ル
の
紹
介
と
作
品
展
示

○
体
験
コ
ー
ナ
ー
…
午
前
10
時
～
正
午
、

文
化
系
・
ス
ポ
ー
ツ
系
な
ど
の
サ
ー
ク
ル

の
無
料
体
験
、
材
料
費
が
必
要
、
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

体
験
コ
ー
ナ
ー
は
２
月
28
日（
水
）

ま
で
に
電
話
（
当
日
申
し
込
み
も
で
き
ま

す
が
、
定
員
に
な
り
次
第
終
了
）

∧
笑
い
と
健
康
コ
ン
サ
ー
ト
∨

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、出
演
＝
松
浦
ゆ
み
さ
ん（
歌
手
）、

40
歳
以
上
の
市
民
、
参
加
無
料
。

申
込　

直
接
窓
口
又
は
往
復
は
が
き
に
イ

ベ
ン
ト
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
２

ともに生きる
まちをめざして
ともに生きる
まちをめざして
～うつ病と復職支援～
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平成 30年２月号

月
23
日
（
金
）
＝
必
着
＝
ま
で

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

市
立
中
央
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
〒
572
―
０
０
０
４
成
田
町
３
番
６
号
☎

８
３
２
・
０
０
５
０
）

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
教
室 

～
骨
か
ら
キ
レ
イ
に
な
る
講
座
～

　

３
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
30

分
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）、
市

立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康
指
導

室
、
40
歳
以
上
の
女
性
30
人
（
申
込
順
）、

参
加
無
料
、
動
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
来

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
健
康
推
進
室

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室

　

３
月
26
日
（
月
）
午
後
1
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階

健
康
指
導
室
、
頭
痛
・
め
ま
い
・
物
忘
れ

に
つ
い
て
、
市
民
40
人
（
申
込
順
）、
参

加
無
料
。

申
込
・
問　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
健
康
推
進
室

高
齢
者
福
祉

今
日
か
ら
始
め
よ
う
認
知
症
予
防
講
座

　

２
月
28
日
（
水
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
運
動

指
導
室
、
作
業
療
法
士
に
よ
る
認
知
症
や

認
知
症
予
防
に
関
す
る
講
話
及
び
簡
単
な

予
防
法
の
体
験
、
65
歳
以
上
の
市
民
30
人

（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
参
加

無
料
。

申
込
・
問　

２
月
16
日
（
金
）
ま
で
に
直

接
窓
口
又
は
電
話
で
高
齢
介
護
室
（
☎
８

３
８
・
０
３
７
２
）

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー 

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座

　

３
月
８
日
（
木
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
４
階
健
康
指

導
室
、「
認
知
症
の
理
解
を
深
め
る
」
を

テ
ー
マ
に
認
知
症
の
種
類
や
症
状
の
原

因
と
対
応
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
す
、
市

内
在
住
・
在
職
で
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
」
を
受
講
し
た
こ
と
が
あ
る

人
、
参
加
無
料
。

※
平
成
29
年
７
月
・
11
月
の
「
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」
を
受

講
し
た
人
は
、
配
布
し
た
冊
子
を
持
っ
て

来
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７
２
）

認
知
症
介
護
家
族
交
流
会

　

２
月
16
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階

会
議
室
１
・
２
、
認
知
症
の
人
を
介
護
す

る
家
族
の
情
報
交
換
な
ど
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
８
３
８
・

０
４
０
０
）

家
族
介
護
者
交
流
事
業

∧
温
泉
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
∨

　

２
月
28
日
（
水
）
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
、
松
葉
温
泉
「
滝
の
湯
」（
貝
塚

市
木
積
町
）、
市
内
在
住
の
寝
た
き
り
や

認
知
症
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者
又
は
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
40
歳
以
上
の
人
を

介
護
し
て
い
る
家
族
30
人
（
申
込
順
、
介

護
家
族
の
複
数
参
加
可
）、
参
加
費
２
０

０
０
円
。

※
今
年
度
の
参
加
者
も
条
件
付
き
で
申
し

込
み
で
き
ま
す
。

申
込
・
問　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
８
３
８
・
０
４
０
０
＝
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

男
性
介
護
者
の
交
流
会

　

２
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
～
３
時
、

市
立
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
５
階
、
介
護
経

験
の
あ
る
男
性
が
、
相
談
し
た
い
こ
と
や

すこやかライフすこやかライフ
健   康

　本来は体を守るためにある免疫機構
が、何らかの原因でバランスを崩すこ
とで、体に害のない物を異物（アレル
ゲン）と間違えて認識し、抗体（アレ
ルギー抗体）を作ってしまうことが原
因で起こります。
　アレルギーは、私たちの生活環境の
変化からもたらされるものも多くなっ
てきています。例えば、食の欧米化に伴
い、アレルゲンとなりやすい食品（卵、
牛乳、大豆など）の摂取が増加したこと
や、住居の気密性が高まり、ダニが繁殖
しやすくなったことなどです。
　アレルギーは、発症の予防方法や根
治的な治療法が確立していません。ア
レルギーのことを正しく理解し、生活の
中で気を付けていくことが大切です。
＜アレルゲンを除く＞
○�花粉の多い季節の外出時はマスクや
眼鏡を使用し、帰宅時は服の表面を
払ってから部屋に入り、洗濯物や布
団を外に干さない。
○�食物などの除去は、正しい診断に基
づく必要最小限の除去にとどめる。
○�薬の使用は自己判断で複数服用した
り、中断しないようにする。
＜ダニ・カビ対策＞
○高温・多湿を避け、換気を心掛ける。
○結露をこまめに拭く。
○�加湿器・空気清浄機・エアコンなどの
フィルターは、まめに手入れする。
○�掃除機を１平方メートル当たり20
秒くらいかけ、拭き掃除をする。
○�布団・カバーは頻回に洗濯し、布
団・毛布はまめに干す。
○�じゅうたん・布製のソファー・縫い
ぐるみなどは、なるべく置かない。
＜体づくり＞
○�生活リズムの改善を心掛け、適度な
運動や趣味など、自分に合ったスト
レス解消法を見付ける。
　　※　　　　　　　　　　　※
　気になる症状が出たときは、医師の
診察を受け、適切な診断と治療を受け
るようにしましょう。

アレルギーとは
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

介
護
の
ヒ
ン
ト
な
ど
を
気
軽
に
話
し
合
い

ま
す
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

高
齢
介
護
室
（
☎
８
３
８
・
０
３
７
２
）

人

　権

ふ
ら
っ
と
市
民
セ
ミ
ナ
ー

∧
①
女
性
の
た
め
の
骨
盤
呼
吸
体
操

～
椅
子
に
座
っ
て
行
う
健
康
体
操
～
∨

　

３
月
２
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午
、

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、
骨
盤
の
位
置
を

調
整
す
る
体
操
を
通
し
て
、
女
性
が
自
分

自
身
の
体
と
向
き
合
う
た
め
の
講
座
で

す
、
女
性
18
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
、

タ
オ
ル
・
飲
み
物
・
着
替
え
な
ど
、
動
き

や
す
い
服
と
靴
で
来
て
く
だ
さ
い
。

∧
②
ア
ラ
サ
ー
・
ア
ラ
フ
ォ
ー
私
の
妊
活

～
「
知
ら
な
か
っ
た
」
で
後
悔
し
な
い
た

め
に
～
∨

　

３
月
３
日
（
土
）
⑴
午
後
３
時
～
４
時

30
分
…
講
演
⑵
午
後
４
時
35
分
～
５
時
…

交
流
会
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
研
修
室
、

妊
娠
に
向
け
た
活
動
（
妊
活
）
に
つ
い
て

の
専
門
医
の
話
の
後
、
体
験
者
と
参
加
者

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
す
、
妊
活
中
又
は

妊
活
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
男
女
30
人

（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

◎
保
育
あ
り
ま
す
∧
６
か
月
～
就
学
前
の

子
ど
も
で
年
齢
に
よ
り
２
人
～
６
人
（
申

込
順
）、
無
料
、
①
２
月
26
日
（
月
）
②

27
日
（
火
）
ま
で
に
予
約
∨
。

申
込
・
問　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ふ
ら
っ

と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・
５
７
８
９
、

ＦＡＸ
８
０
０
・
５
４
８
９
）

２
月
女
子
会
ト
ー
ク

　

話
し
た
い
こ
と
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と
、

女
同
士
で
気
楽
に
お
し
ゃ
べ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　

①
２
月
７
日
（
水
）
午
後
７
時
～
８
時

30
分
②
26
日
（
月
）
午
後
２
時
～
３
時

30
分
、
い
ず
れ
も
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、

女
性
10
人
程
度
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・

５
７
８
９
）

ふ
ら
っ
と
シ
ネ
マ
＆
ト
ー
ク 

「
お
ひ
と
り
さ
ま
を
生
き
る
パ
ー
ト
２
」 

最
期
の
選
択

　

２
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
～
正

午
、
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
、
最
期
ま
で

自
分
ら
し
く
生
き
よ
う
と
す
る
３
人
の
女

性
を
追
っ
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を

鑑
賞
後
、最
期
ま
で
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
、

参
加
者
同
士
で
話
し
合
い
ま
す
、
女
性
20

人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ふ
ら
っ
と 

ね
や
が
わ
（
☎
８
０
０
・
５
７
８
９
、
ＦＡＸ
８

０
０
・
５
４
８
９
）子

育
て
・
教
育

英
会
話
教
室

　

講
座
名
な
ど
は
下
の
表
の
と
お
り
、
市

立
学
び
館
、
受
講
料
年
間
２
万
円
（
半
期

ず
つ
の
納
付
可
、
テ
キ
ス
ト
代
・
教
材
費

が
別
に
必
要
）
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
（
幼
稚
園
又
は
保
育
所
名
）・
新

学
年
（
年
齢
）、
生
年
月
日
を
書
い
て
２

月
15
日
（
木
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立
学

び
館
（
〒
572
―
０
８
６
３
明
和
一
丁
目
13

番
23
号
☎
８
２
２
・
３
３
１
１
）

※
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

留
守
家
庭
児
童
会
随
時
募
集

▽
対
象　

平
成
30
年
４
月
１
日
に
市
内
在

【広告】

講座名 日　時（回数） 対　象

年長クラス ４月10日からの
火曜日（計28回）

午後４時 15分
～５時

平成 24年４月２日
～25年４月１日生まれの人１人

小学生クラス  
午後５時 15分

～６時 小学校１年生４人

４月11日からの
水曜日（計28回）

午後３時 30分
～４時 20分 小学校２年生～５年生７人

親子クラス ４月10日からの
火曜日（計22回）

午前 10時 30分
～ 11時 10分

平成27年４月２日～28年４月１
日生まれの子どもと保護者６組

年少クラス ４月17日からの
火曜日（計28回）

午後３時 30分
～４時 15分

平成 26年４月２日
～27年４月１日生まれの人６人

年中クラス 午後４時 30分
～５時 15分

平成25年４月２日
～26年４月１日生まれの人12人

英会話教室

※�申し込みが多いときは抽選。
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ろ
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平成 30年２月号

健
康
・
福
祉

子
育
て
・
教
育

人
　
権

住
・
在
学
の
小
学
生
で
、
保
護
者
が
労
働
な

ど
で
１
か
月
に
15
日
以
上
、
年
間
を
通
し
て

児
童
の
健
全
な
育
成
を
必
要
と
し
、
保
護
者

又
は
保
護
者
に
代
わ
る
大
人
が
必
ず
児
童

を
迎
え
に
来
る
こ
と
が
で
き
る
家
庭

申
込　

２
月
20
日
（
火
）
か
ら
の
午
後
０

時
30
分
～
６
時
30
分
（
土
・
日
曜
日
、
祝

日
を
除
く
）
に
直
接
、
入
会
希
望
の
留
守

家
庭
児
童
会

問　

各
留
守
家
庭
児
童
会
又
は
青
少
年
課

伝
承
あ
そ
び
（
工
作
）

　

２
月
10
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護
者
・

小
学
生
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

読
書
の
じ
か
ん

　

２
月
24
日
（
土
）
午
後
２
時
～
３
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
・
展
示
な
ど
、
幼
児
と
保
護
者
・
小
学

生
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

元
気
っ
子
ラ
ン
ド

∧
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
遊
び
∨

　

２
月
24
日
（
土
）
午
後
３
時
～
４
時
、

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
と
保
護
者
・

小
学
生
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）入

園
・
入
学

就
学
通
知
書
は
届
い
て
い
ま
す
か

　

４
月
に
市
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
就
学

通
知
書
を
送
り
ま
し
た
。
届
い
て
い
な
い

人
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

私
立
の
小
・
中
学
校
な
ど
に
入
学
す
る

人
は
、
届
け
出
が
必
要
で
す
。
入
学
承
諾

書
な
ど
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

問　

学
務
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７
２
）

子
ど
も
・
親
子

絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　

２
月
19
日
（
月
）・
21
日
（
水
）
午
前

11
時
10
分
～
11
時
30
分
、
市
立
エ
ス
ポ

ア
ー
ル
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

体
操
ひ
ろ
ば

　

２
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
～
11
時
10

分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
幼
児
向
け
の

曲
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
、
乳
幼
児
と

保
護
者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

誕
生
会

　

毎
日
（
第
３
日
曜
日
休
館
・
２
月
17
日

「地域子育て支援拠点」のイベントは
40～ 41ページを見てください。
「地域子育て支援拠点」のイベントは
40～ 41ページを見てください。

て子育地域で地域で

○日時など　２月10日（土）、市立中央公民館（下の
表のとおり）
◎�保育あります＜８か月～就学前の子ども、予約が必
要、２月１日～７日の午前９時～午後５時30分（土・日
曜日を除く）に住所、氏名、電話番号、子どもの名前
（ふりがな）、生年月日を電話又はＦＡＸ＞。
問　青少年課（ＦＡＸ813・0087）

ねやがわ子どもフォーラム2018
学校・家庭・地域で育てる

～子どもの明るい未来のために～

時　間 場　所 内　容

午前９時20分

講　堂

開会式

午前９時30分
全体講演会…「子どもを叱れな
い大人たちへ～少年院面接委員
が語る現代青少年の心～」・講
師＝桂才賀さん（落語家）

午前10時40分

分科会１…「子どもの心に届く
コミュニケーション」・講師＝津
村薫さん（女性ライフサイクル
研究所フェリアン副所長）

第一研修室

分科会２…「発達に課題がある子
も元気に育つ子育てとは～ペアレ
ントトレーニングの取り組みから
～」・講師＝米田和子さん（ＮＰＯ
法人ラヴィータ研究所理事長）

第二研修室
分科会３…「いのちの重さ伝えて
～いのちってあったかい～」・講
師＝山本文子さん（いのち咲か
せたい代表・助産師）

視聴覚室
分科会４…「青少年を取りまく
ＪＫビジネスなどの有害環境」・
講師＝森島正木さん（府職員）

午前11時40分 それぞれの
場所で 閉会

ねやがわ子どもフォーラム
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

を
除
く
）
午
前
11
時
30
分
～
正
午
、
市
立

エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、カ
ー
ド・
手
形
・
身
体
計
測
、

２
月
生
ま
れ
の
乳
幼
児
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

に
こ
に
こ
ラ
ン
ド

∧
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
∨

　

２
月
21
日
（
水
）
午
前
10
時
30
分
～
11

時
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
乳
幼
児
と
保

護
者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）

ひ
な
ま
つ
り

　

２
月
26
日
（
月
）
午
前
11
時
～
11
時
30

分
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
工
作
・
ダ
ン

ス
な
ど
、
乳
幼
児
と
保
護
者
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）青

　少

　年

春
休
み
わ
く
わ
く
学
び
ク
ラ
ブ

　

３
月
26
日
～
４
月
６
日
の
平
日
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分
（
計
10
回
）、
市
立

学
び
館
、
運
動
や
体
験
学
習
な
ど
、
小
学

校
新
１
年
生
～
３
年
生
７
人
（
申
し
込
み

が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
材
料
費
５
０
０

０
円
∧
保
険
代
１
６
０
０
円
（
平
成
29
年

度
に
わ
く
わ
く
学
び
ク
ラ
ブ
を
申
し
込
ん

だ
人
は
８
０
０
円
）
が
別
に
必
要
∨
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
学
年
、
生
年
月
日
を
書
い
て
２

月
20
日
（
火
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立
学

び
館
（
〒
572
―
０
８
６
３
明
和
一
丁
目
13

番
23
号
☎
８
２
２
・
３
３
１
１
）

※
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
わ
く
わ
く
学
び
ク
ラ
ブ

　

４
月
７
日
～
平
成
31
年
３
月
23
日
の
土

曜
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
（
計
44

回
）、
市
立
学
び
館
、
学
習
・
運
動
・
交
流
・

集
団
活
動
を
通
し
て
健
全
育
成
を
図
り
ま

す
、
小
学
校
１
年
生
～
３
年
生
10
人
（
申

し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
受
講
料

…
前
期
・
後
期
各
１
万
１
０
０
０
円
（
保

険
代
８
０
０
円
が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
新
学
年
、
生
年
月
日
を
書
い
て

２
月
22
日
（
木
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立

学
び
館
（
〒
572
―
０
８
６
３
明
和
一
丁
目

13
番
23
号
☎
８
２
２
・
３
３
１
１
）

※
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。１

年
生
の
書
道
教
室

　

４
月
３
日
～
平
成
31
年
３
月
12
日
の
火

曜
日
午
後
４
時
15
分
～
５
時
（
前
期
18

回
・
後
期
20
回
の
計
38
回
）、
市
立
学
び

館
、
毛
筆
・
硬
筆
の
練
習
（
昇
級
あ
り
）、

定
員
８
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は
抽

選
）、受
講
料
年
間
１
万
８
４
５
０
円
（
半

期
ず
つ
の
納
付
可
、
入
会
金
・
年
会
費
・

教
材
費
を
含
む
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
生
年
月
日
を
書
い
て
２
月
10

日
（
土
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立
学
び
館

（
〒
572
―
０
８
６
３
明
和
一
丁
目
13
番
23

号
☎
８
２
２
・
３
３
１
１
）

※
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。書

道
教
室

　

３
月
31
日
～
平
成
31
年
３
月
16
日
の
土

曜
日
①
午
前
11
時
10
分
～
正
午
②
午
後
０

時
10
分
～
１
時
（
前
期
18
回
・
後
期
20
回

の
計
38
回
）、
市
立
学
び
館
、
毛
筆
・
硬
筆

の
練
習
（
昇
級
・
昇
段
あ
り
）、
小
学
校
２

年
生
～
中
学
生
①
４
人
②
３
人
（
申
し
込

み
が
多
い
と
き
は
抽
選
）、
受
講
料
年
間

１
万
８
４
５
０
円
（
半
期
ず
つ
の
納
付
可
、

入
会
金
・
年
会
費
・
教
材
費
を
含
む
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
新
学
年
、
生
年
月
日
を
書
い
て

２
月
10
日
（
土
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立

学
び
館
（
〒
572
―
０
８
６
３
明
和
一
丁
目

13
番
23
号
☎
８
２
２
・
３
３
１
１
）

※
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。算

数
教
室

　

４
月
９
日
か
ら
の
月
曜
日
①
午
後
３
時
50

分
～
４
時
30
分
、
小
学
校
１
年
生
10
人
②

午
後
４
時
40
分
～
５
時
30
分
、
小
学
校
２

年
生
８
人
③
午
後
４
時
30
分
～
５
時
30
分
、

小
学
校
３
年
生
～
４
年
生
３
人
、
い
ず
れ
も

計
28
回
、
市
立
学
び
館
、
四
則
計
算
、
申
し

込
み
が
多
い
と
き
は
抽
選
、
受
講
料
…
前
期

３
５
０
０
円
・
後
期
４
１
０
０
円
（
教
材

【広告】
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

費
を
含
む
）。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
、

学
校
名
、
新
学
年
、
生
年
月
日
を
書
い
て

２
月
22
日
（
木
）
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
立

学
び
館
（
〒
572
―
０
８
６
３
明
和
一
丁
目

13
番
23
号
☎
８
２
２
・
３
３
１
１
）

※
結
果
は
返
信
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。子

ど
も
体
験
教
室
（
人
形
劇
） 

見
る
・
ふ
れ
る
・
や
っ
て
み
る

　

２
月
24
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
人
形
を
自
分

で
動
か
し
て
み
ん
な
と
一
緒
に
遊
び
ま
せ

ん
か
、
５
歳
～
小
学
生
15
人
（
申
込
順
、

５
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）、
参
加
費
１

０
０
円
。

申
込
・
問　

２
月
１
日
～
19
日
に
直
接
窓

口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎

８
２
８
・
４
１
４
１
）　

囲
碁
・
将
棋
ひ
ろ
ば

　

２
月
３
日
・
３
月
３
日
い
ず
れ
も
土
曜

日
午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分
、
市
立
エ

ス
ポ
ア
ー
ル
、
小
・
中
学
生
、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・

４
１
４
１
）　

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

オ
ー
パ
ス
シ
ス
テ
ム
登
録
の
変
更

　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
、
オ
ー
パ
ス
シ

ス
テ
ム
の
新
規
登
録
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。

▽
登
録
時
間
・
場
所　

平
日
午
前
９
時
～

午
後
４
時
30
分
、
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

※
登
録
料
５
０
０
円
は
そ
の
場
で
支
払
い

と
な
り
ま
す
。

∧
オ
ー
パ
ス
シ
ス
テ
ム
と
は
∨

　

公
共
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用
す
る
た
め

の
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
で
、
登
録
後
、
窓

口
に
出
向
か
ず
に
、
い
つ
で
も
ど
こ
か
ら

で
も
利
用
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
ス

ポ
ー
ツ
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

ス
ポ
ー
ツ
団
体
登
録
受
付
の
案
内

∧
①
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
∨

　

一
般
の
部
・
壮
年
の
部
（
35
歳
以
上
）、

い
ず
れ
も
登
録
料
（
新
規
加
盟
チ
ー
ム
）

１
万
円
、
年
会
費
１
万
５
０
０
０
円
。

申
込
・
問　

電
話
で「
市
サ
ッ
カ
ー
協
会
」・

沼
（
☎
０
９
０
・
５
６
６
６
・
８
６
１
１

＝
午
後
７
時
～
10
時
）

∧
②
市
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
協
会
∨

　

チ
ー
ム
の
３
分
の
２
以
上
が
市
内
在

住
・
在
職
・
在
学
（
中
学
生
以
下
を
除
く
）

の
人
４
人
以
上
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
、
登

録
料
１
人
年
間
１
２
０
０
円
。

申
込　

２
月
18
日
（
日
）
正
午
～
午
後
１

時
に
直
接
、
市
立
市
民
体
育
館
２
階
大
体

育
室
（
以
降
も
随
時
登
録
）

問　

貞
兼
（
☎
０
９
０
・
８
１
２
５
・
０

７
５
９
）

∧
③
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
∨

　

市
内
在
住
の
家
庭
人
（
女
性
）
９
人
以

上
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
、
登
録
料
１
人
１

５
０
０
円
。

申
込　

所
定
の
用
紙
と
登
録
料
を
３
月
３

日
（
土
）
午
前
10
時
～
10
時
30
分
に
直
接
、

市
立
市
民
体
育
館
（
以
降
も
随
時
登
録
）

問　

林
田
（
☎
０
９
０
・
２
１
１
１
・
３

１
２
８
）

∧
④
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
∨

　

府
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
で
構
成
す

る
チ
ー
ム
（
高
校
生
以
上
、
１
チ
ー
ム
９
人

～
25
人
、他
市
に
登
録
し
て
い
る
人
は
不
可
）、

登
録
料
年
間
１
チ
ー
ム
１
万
円
・
保
険
料
１

チ
ー
ム
２
万
円
（
協
会
登
録
時
に
受
付
）。

※
協
会
主
催
な
ど
の
大
会
に
参
加
す
る
と

き
は
協
会
登
録
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問　

電
話
で
「
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

協
会
」・
榎
本
（
☎
０
９
０
・
３
２
６
５
・

７
０
６
０
）

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

※
登
録
有
効
期
間
は
①
②
③
４
月
１
日

（
②
③
は
又
は
登
録
後
）
～
平
成
31
年
３

月
31
日
④
３
月
１
日
～
平
成
31
年
２
月
28

日
で
す
。

市
民
体
育
館

市
民
体
育
館
の
指
定
管
理
者
が 

決
ま
り
ま
し
た

　

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
、
市
立
市
民
体

育
館
の
指
定
管
理
者
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
「
寝
屋
川
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
連
盟
」）

が
引
き
続
き
管
理
運
営
を
行
い
ま
す
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

市
民
体
育
館
駐
車
場
の
有
料
化

　

４
月
１
日
（
日
）
か
ら
、
市
立
市
民
体

育
館
の
駐
車
場
が
有
料
に
な
り
ま
す
。

　

入
庫
後
30
分
は
無
料
、
以
降
１
時
間
に

つ
き
１
０
０
円
（
平
日
の
み
最
大
料
金
８

０
０
円
）
で
す
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利
用
講
習
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
新
規
に
利
用
す
る

人
は
、
講
習
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
時
間

に
遅
れ
る
と
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

　

①
３
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
～

11
時
②
17
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
③
23
日
（
金
）
午
後
６
時
30
分
～
８
時
、

16
歳
以
上
の
人
30
人
（
申
込
順
）、
受
講

料
３
５
０
円
（
利
用
許
可
証
・
テ
キ
ス
ト

代
、
当
日
納
付
）、
写
真
・
上
靴
・
住
所

を
確
認
で
き
る
免
許
証
な
ど
が
必
要
。

申
込
・
問　

開
始
日
の
前
日
ま
で
に
直
接

【広告】
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
市
民
体
育
館
（
☎

８
２
４
・
５
８
５
８
）

短
期
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　

３
月
３
日
～
31
日
の
毎
週
土
曜
日
（
３

月
24
日
を
除
く
、
計
４
回
）、
内
容
は
左

の
表
の
と
お
り
。

申
込
・
問　

往
復
は
が
き
に
教
室
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
（
返
信
用
は
が
き
に
も
住
所
、

氏
名
）、
保
育
を
希
望
す
る
人
は
子
ど
も

の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
呼
び
名
・
２
月

24
日
現
在
の
年
齢
・
性
別
・
ア
レ
ル
ギ
ー

の
有
無
を
書
い
て
２
月
15
日
（
木
）
＝

必
着
＝
ま
で
に
市
立
市
民
体
育
館
（
〒
572

―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号
☎
８
２

４
・
５
８
５
８
）

市
民
体
育
館
杯
兼
卓
球
選
手
権
大
会

　

３
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
15
分
、
①

ダ
ブ
ル
ス
戦
②
シ
ン
グ
ル
ス
戦
、
い
ず
れ

も
一
般
男
子
の
部
・
女
子
の
部
、
55
歳
以

上
男
子
の
部
・
女
子
の
部
、
参
加
費
①
一

般
２
０
０
０
円
・
中
学
生
１
２
０
０
円
②

一
般
１
０
０
０
円
・
中
学
生
６
０
０
円
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
28
日
（
水
）
午
後
５

時
＝
必
着
＝
ま
で
に
市
卓
球
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

北
野
（
☎
８
１
２
・
５
５
５
５
）

市
民
体
育
大
会
空
手
道
の
部

　

４
月
８
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
、
①

組
手
競
技
の
部（
幼
児
・
小
学
生
・
中
学
生
・

高
校
生
・
一
般
）
②
形
競
技
の
部
（
幼
児
・

小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生
以
上
・
団
体

３
人
）、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
、

参
加
費
…
個
人
２
０
０
０
円
・
団
体
３
０

０
０
円
。

◎
公
開
抽
選
…
３
月
10
日
（
土
）
午
後
６

時
、
市
立
市
民
体
育
館
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
17
日
（
土
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
空
手
道
連
盟
事
務
局
（
〒
572

―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市

民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

高
橋
（
☎
０
９
０
・
３
８
４
３･

９

３
６
６
）

市
民
体
育
大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
部

∧
一
般
の
部
（
９
人
制
）
∨

　

４
月
29
日
（
日
）
午
前
９
時
15
分
、
男

子
の
部
・
女
子
の
部
、
市
内
在
住
・
在
職
・

在
学
（
中
学
生
以
下
は
除
く
）
の
９
人
以

上
で
構
成
す
る
チ
ー
ム
、
参
加
費
１
チ
ー

ム
４
０
０
０
円
（
当
日
納
付
、
不
参
加
も

納
付
）。

※
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
な
ど
に
加
入
し
て

く
だ
さ
い
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
３
月
24
日
（
土
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

林
田
（
☎
０
９
０
・
２
１
１
１
・
３

１
２
８
）

池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

池
の
里
ク
ラ
ブ

∧
ラ
ク
ロ
ス
無
料
体
験
教
室
∨

　

２
月
10
日
・
17
日
・
24
日
い
ず
れ
も
土

曜
日
午
後
０
時
45
分
～
２
時
45
分
、
ソ
フ

ト
ラ
ク
ロ
ス
の
基
礎
を
体
験
、
小
学
校
２

年
生
～
６
年
生
各
10
人
（
申
込
順
、
参
加

は
１
人
１
回
ま
で
）、
上
履
き
・
飲
み
物
・

タ
オ
ル
・
動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ

さ
い
。

∧
美
ボ
デ
ィ
体
験
教
室
∨

　

２
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時
～
11
時
15

分
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
を
中
心
と
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、姿
勢
の
改
善
と
代
謝
を
ア
ッ
プ
、

女
性
15
人
（
申
込
順
）、
参
加
費
５
０
０

円
（
当
日
納
付
）。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

【広告】

短期スポーツ教室
教室名 時　間 対　象 内　容 参加費

⑴親子
　ピラティス

午前９時15分
～10時30分

親子（小学
校４年生以
上）10組
※�男性も参加
できます。

ピラティス 3,200円

⑵�ピラティス
　教室

午前10時45分
～正午 女性 20人

ピ ラ ティ
ス・ 筋 膜
ストレッチ�
など

2,400円

※�①⑵は保育あります（１歳～就学前の子ども１人1,200円４回分）
②参加費に保険料を含みます③申し込みが多いときは抽選します。
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

文
化
・
交
流

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

申
込
・
問　

２
月
１
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
池
の
里
ク
ラ
ブ
事
務
局
（
☎

８
３
９
・
７
０
０
４
）

子
ど
も
自
然
シ
リ
ー
ズ
講
座

∧
じ
ゃ
が
芋
の
袋
栽
培
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
～

じ
ゃ
が
芋
の
植
付
け
・
４
月
芽
か
き
・
６

月
収
穫
～
∨

　

２
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
、

じ
ゃ
が
芋
の
植
え
付
け
・
じ
ゃ
が
バ
タ
ー

作
り
、小
学
生
以
上
の
人
20
人（
先
着
順
）、

参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
自
然
資
料
施
設
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

会
（
市
立
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内

☎
８
３
９
・
６
８
８
２
）
又
は
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
室
（
☎
８
３
８
・
０
１
８
８
）

大
人
自
然
工
作
シ
リ
ー
ズ
講
座

∧
木
・
竹
工
作

～
お
楽
し
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
～
∨

　

２
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
～
正
午
、

定
員
20
人
（
先
着
順
）、
参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
自
然
資
料
施
設
運
営
ス
タ
ッ
フ
の

会
（
市
立
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
内

☎
８
３
９
・
６
８
８
２
）
又
は
市
文
化
ス

ポ
ー
ツ
室
（
☎
８
３
８
・
０
１
８
８
）

打
上
川
治
水
緑
地

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
９
時
＝
雨
天
の

と
き
は
18
日
（
日
）、
３
ゲ
ー
ム
ト
ー
タ

ル
、
個
人
戦
、
協
会
登
録
者
又
は
初
め
て

参
加
す
る
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
人

（
２
回
目
か
ら
は
協
会
登
録
が
必
要
）、
参

加
費
３
０
０
円
。

申
込
・
問　

所
定
の
用
紙
と
参
加
費
を
２

月
20
日
（
火
）
午
後
５
時
ま
で
に
直
接
、

「
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
事
務
局
」・

仲
内
（
大
利
町
22
番
27
号
☎
８
２
６
・
１

６
８
４
）南

寝
屋
川
公
園

テ
ニ
ス
教
室

　

４
月
１
日
～
９
月
16
日
の
日
曜
日
・
祝

日
①
午
前
９
時
～
10
時
40
分
②
午
前
11
時

～
午
後
０
時
40
分
（
計
15
回
、
天
候
に
よ

り
回
数
は
少
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
）、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
小
学

校
４
年
生
以
上
の
初
心
者
又
は
初
級
程
度

の
人
各
40
人
（
申
し
込
み
が
多
い
と
き
は

抽
選
）、
受
講
料
９
５
０
０
円
（
保
険
料

を
含
む
）。

申
込　

往
復
は
が
き
（
１
人
１
枚
）
に
教

室
名
、
時
間
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
（
返
信
用
は
が
き
に
も
住

所
、
氏
名
）
を
書
い
て
２
月
15
日
（
木
）

＝
必
着
＝
ま
で
に
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
）

問　

中
本
（
☎
８
８
４
・
３
３
２
３
＝
午

後
９
時
～
10
時
）

野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

乳
幼
児
と
親
の
自
然
体
験
活
動 

「
す
く
す
く
の
あ
」

　

３
月
１
日
～
31
日
の
平
日
午
前
10
時

30
分
～
11
時
30
分
（
休
所
日
を
除
く
）、

森
の
お
散
歩
、
自
然
体
験
活
動
に
興
味
の

あ
る
２
歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
10

組
（
申
込
順
）、
参
加
費
月
３
０
０
０
円

（
初
回
の
み
体
験
参
加
２
０
０
円
が
別
に

必
要
）。

申
込
・
問　

２
月
15
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

ノ
ア
た
き
火
カ
フ
ェ

　

２
月
１
日
～
３
月
31
日
の
午
前
10
時
～

午
後
１
時
に
開
始
（
利
用
は
午
後
４
時
ま

で
）、
た
き
火
を
囲
ん
で
楽
し
み
ま
し
ょ

う
、
各
日
２
組
（
申
込
順
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー

セ
ッ
ト
（
５
人
）
２
５
０
０
円
・
ペ
ア
セ
ッ

ト
（
２
人
）
２
２
０
０
円
（
施
設
使
用
料

が
別
に
必
要
）。

申
込
・
問　

利
用
日
の
３
日
前
ま
で
に
電

話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
７
４

３
・
78
・
１
９
１
０
）

シ
ニ
ア
の
自
然
体
験
活
動 

「
ノ
ア
★
Ｇ
Ｇ
ク
ラ
ブ
」

　

２
月
１
日
～
3
月
31
日
の
平
日
午
前
10

時
～
午
後
３
時
30
分
で
希
望
す
る
日
（
休

所
日
を
除
く
）、
①
野
外
料
理
と
工
作
体

験
②
カ
レ
ー
作
り
と
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
体

験
③
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
野
外
プ
ロ
グ
ラ
ム

体
験
、
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
人
を
基
本

と
し
た
20
人
以
上
の
団
体
（
10
人
～
20
人

は
参
加
費
が
異
な
り
ま
す
）、
参
加
費
①

２
０
０
０
円
②
１
８
０
０
円
③
２
５
０
０

円
。

※
そ
の
ほ
か
の
希
望
が
あ
る
と
き
は
、
別

途
相
談
・
見
積
も
り
を
し
ま
す
。

【広告】

子ども自然シリーズ講座
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

申
込
・
問　

電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

し
い
た
け
作
り
体
験
会 

「
し
い
た
け
の
原
木
作
り
体
験
」

　

３
月
３
日
（
土
）
①
午
前
10
時
30
分
②

午
後
２
時
・
４
日
（
日
）
③
午
前
10
時
30

分
④
午
後
２
時
、
い
ず
れ
も
１
時
間
程

度
、
木
に
穴
を
空
け
て
し
い
た
け
の
菌

打
ち
を
体
験
、
定
員
各
15
人
（
申
込
順
）、

参
加
費
…
１
人
７
０
０
円
（
原
木
１
本
を

含
む
）。

申
込
・
問　

２
月
13
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

親
子
防
災
キ
ャ
ン
プ

　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
３
時
30
分
（
集
合
・
解
散
）、
火
起
こ

し
や
野
外
で
の
活
動
を
通
し
て
防
災
に

つ
い
て
考
え
ま
す
、
定
員
30
人
（
申
込

順
）、
参
加
費
…
市
内
在
住
の
３
歳
～
小

学
生
２
０
０
０
円
・
中
学
生
以
上
の
人
２

５
０
０
円
、
市
外
在
住
者
は
２
０
０
円
増

し
。

申
込
・
問　

２
月
６
日
（
火
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

春
休
み
小
学
生
キ
ャ
ン
プ

　

①
１
泊
コ
ー
ス
…
３
月
17
日
午
前
11
時

～
18
日
午
後
３
時
30
分
②
２
泊
コ
ー
ス
…

25
日
午
前
11
時
～
27
日
午
後
３
時
30
分
、

い
ず
れ
も
ア
ウ
ト
ド
ア
ク
ッ
キ
ン
グ
・

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
、
小
学
校
新

１
年
生
～
中
学
校
新
１
年
生
①
50
人
②
30

人
（
申
込
順
）、
参
加
費
…
①
１
万
１
０

０
０
円
②
２
万
円
（
食
費
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

費
、
保
険
料
な
ど
を
含
む
）。

※
①
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
又
は
寝
屋
川

市
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
集
合
・
解
散
の
ど
ち

ら
か
を
選
ん
で
く
だ
さ
い
（
寝
屋
川
市
駅

前
ロ
ー
タ
リ
ー
の
と
き
は
送
迎
バ
ス
を

利
用
、
往
復
の
バ
ス
代
と
し
て
２
０
０
０

円
が
別
に
必
要
）
②
キ
ャ
ン
プ
の
活
動
内

容
は
変
更
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
③

申
し
込
み
後
、
詳
し
い
案
内
を
送
り
ま

す
。

申
込
・
問　

２
月
５
日
（
月
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

ほ
か
の
場
所
で
の
催
し

オ
ー
プ
ン
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

３
月
９
日
（
金
）
午
前
９
時
＝
雨
天
の

と
き
は
10
日
（
土
）、
友
呂
岐
緑
地
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
、
協
会
登
録
者
又
は
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
人
で
主
将
１
人
、

選
手
４
人
～
５
人
で
構
成
す
る
チ
ー

ム
、
参
加
費
１
人
…
協
会
登
録
者
３
０

０
円
・
一
般
１
０
０
０
円
（
抽
選
会
で

納
付
）。

◎
公
開
抽
選
…
３
月
３
日
（
土
）
午
後
１

時
30
分
、
市
立
市
民
体
育
館
。

申
込　

所
定
の
用
紙
を
直
接
窓
口
、
郵
送

又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
24
日
（
土
）
＝
必
着

＝
ま
で
に
市
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
事
務
局

（
〒
572
―
０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号

市
立
市
民
体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８

０
０
）

問　

駒
走
（
☎
８
２
３
・
８
７
４
０
）

市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会 

市
長
杯
大
会

　

３
月
11
日
か
ら
の
毎
週
日
曜
日
、
府
立

大
学
工
業
高
等
専
門
学
校
ほ
か
、
平
成
30

年
度
協
会
登
録
チ
ー
ム
、
参
加
費
１
チ
ー

ム
７
０
０
０
円
。

※
抽
選
会
…
２
月
23
日
（
金
）
午
後
７
時

30
分
、
市
立
市
民
体
育
館
。

申
込　

２
月
18
日
（
日
）
午
前
９
時
～
正

午
に
申
込
用
紙
、保
険
料
、参
加
費
を
持
っ

て
直
接
、
市
立
市
民
体
育
館

問　
「
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
」・
榎
本（
☎

０
９
０
・
３
２
６
５
・
７
０
６
０
）

走
ろ
う
会

　

３
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
（
午
前

９
時
30
分
に
淀
川
新
橋
下
集
合
）、
淀
川

河
川
公
園
太
間
地
区
、
①
一
般
男
子
５

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
②

一
般
女
子
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
・
10
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
③
中
学
校
１
年
生
男
子
３
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
④
中
学
校
２
年
生
・
３
年

生
男
子
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
⑤
中
学
校
１

年
生
女
子
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
⑥
中
学
校

２
年
生
・
３
年
生
女
子
２
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
⑦
小
学
生
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
⑧
健
康

マ
ラ
ソ
ン
の
部
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
親

子
参
加
は
幼
児
か
ら
可
）、
い
ず
れ
も
参

加
費
３
０
０
円
（
当
日
納
付
、
中
学
生

以
下
は
無
料
）。

申
込　

種
目
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
た
も
の
を
直
接
窓
口
、
郵
送
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
２
月
22
日
（
木
）
＝
必
着
＝
ま

で
に
市
陸
上
競
技
協
会
事
務
局
（
〒
572
―

０
８
２
３
下
木
田
町
16
番
16
号
市
立
市
民

体
育
館
内
、
ＦＡＸ
８
２
２
・
６
８
０
０
）

問　

坂
根
（
☎
８
５
２
・
６
２
１
６
）

天
体
観
測
イ
ベ
ン
ト 

「
星
の
学
校
」

　

３
月
10
日
・
24
日
い
ず
れ
も
土
曜
日
午

後
７
時
～
８
時
30
分
＝
雨
天
決
行
、
四
條

畷
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
集
合
・
解

散
）、
天
体
観
測
の
話
や
望
遠
鏡
で
の
観

望
、
定
員
各
10
組
（
申
込
順
）、
参
加
費

５
０
０
円
。

申
込
・
問　

２
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時

か
ら
電
話
で
市
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
７
４
３
・
78
・
１
９
１
０
）

文
化
・
交
流

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル 

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

２
月
13
日
（
火
）
は
消
防
訓
練
・
点
検

の
た
め
休
館
し
ま
す
。

問　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
☎
８
２
１
・
１

２
４
０
）

手
作
り
市
＆
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

２
０
１
８
ス
プ
リ
ン
グ

　

２
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
市
立
市
民
会
館
ピ
ロ
テ
ィ
・
小
ホ
ー

ル
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
雑
貨
な
ど
の
手
作

り
作
品
ブ
ー
ス
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、

飲
食
店
ブ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

市
民
会
館
（
☎
８
２
３
・
１
２
２
１
）
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

健
康
・
福
祉

文
化
・
交
流

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

ね
や
が
わ
バ
ラ
エ
テ
ィ
倶
楽
部 

映
画
「
燦
燦
（
さ
ん
さ
ん
）
」

　

２
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分
・
午

後
１
時
30
分
、
市
立
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
、

前
売
り
…
一
般
９
０
０
円
・
65
歳
以
上
８
０

０
円
（
い
ず
れ
も
当
日
は
２
０
０
円
増
し
）。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

市
民
会
館
（
☎
８
２
３
・
１
２
２
１
）

ね
っ
と
・
な
か
ま
講
座

∧
子
ど
も
食
堂
、
学
習
支
援
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
目
指
し
て
∨

　

２
月
４
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時
30

分
、
市
立
市
民
会
館
２
階
第
２
会
議
室
、

定
員
30
人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
。

申
込
・
問　

電
話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
立

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
☎
・
ＦＡＸ
８
１
２
・

１
１
１
６
）

登
録
団
体
交
流
会

∧
た
こ
焼
き
モ
リ
モ
リ
八
方
広
が
り
∨

　

２
月
10
日
（
土
）
午
前
11
時
～
午
後
２

時
、
市
立
市
民
会
館
４
階
料
理
室
、
市
民

活
動
団
体
の
情
報
交
換
な
ど
、
参
加
費
３

０
０
円
（
材
料
費
）。

申
込
・
問　

２
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
電

話
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
市
立
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
（
☎
・
ＦＡＸ
８
１
２
・
１
１
１
６
）

市
民
活
動
講
座

∧
異
常
気
象
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る
∨

　

２
月
25
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
４

時
、
市
立
市
民
会
館
３
階
講
義
室
、
定
員

72
人
（
先
着
順
）、参
加
費
３
０
０
円
（
資

料
費
）。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

（
☎
８
１

２
・
１
１
１
６
）

ダ
ン
ボ
ー
ル
織
り
機
で
作
る 

コ
ー
ス
タ
ー

　

２
月
12
日
（
休
）
午
前
10
時
30
分
～
午

後
５
時
、
市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

歌
は
と
も
だ
ち

　

２
月
21
日
（
水
）
午
前
11
時
～
正
午
、

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
、
み
ん
な
で

一
緒
に
歌
い
ま
し
ょ
う
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

公

　演

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク 

フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
ラ
イ
ヴ
２
０
１
８

　

２
月
22
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
～
２

時
30
分
、
市
立
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
、
南
米

の
楽
器
を
使
っ
て
演
奏
し
ま
す
、
入
場
無
料
。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

市
民
会
館
（
☎
８
２
３
・
１
２
２
１
）

ね
や
が
わ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト 

寝
屋
川
フ
ォ
ー
ク
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー

　

３
月
３
日
（
土
）
午
後
３
時
30
分
、
市

立
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
、
出
演
＝
泉
谷
し

げ
る
さ
ん
・
中
川
五
郎
さ
ん
・
大
塚
ま
さ

じ
さ
ん
（
い
ず
れ
も
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
）

ほ
か
＝
写
真
右
か
ら
、
前
売
り
…
一
般
３

８
０
０
円
・
65
歳
以
上
３
５
０
０
円
（
い

ず
れ
も
当
日
は
２
０
０
円
増
し
）。

申
込
・
問　

直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立

市
民
会
館
（
☎
８
２
３
・
１
２
２
１
）

▲泉谷しげるさん

▶
大
塚
ま
さ
じ
さ
ん

◀
中
川
五
郎
さ
ん

浪
曲
寄
席

　

３
月
21
日
（
祝
）
午
後
２
時
（
開
場
は

午
後
１
時
30
分
）、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、

出
演
＝
春
野
恵
子
さ
ん
＝
写
真
、
特
別
出

【広告】
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インフォメーション

広報ねやがわ
平成 30年２月号

演
＝
京
山
幸
枝
若
さ
ん
、
定
員
２
０
０
人

（
申
込
順
）、
参
加
費
２
０
０
０
円
。

申
込
・
問　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
直
接

窓
口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

（
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

人
形
劇
カ
ー
ニ
バ
ル

　

２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
３

時
、
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
内
容
な
ど
は

下
の
表
の
と
お
り
、
参
加
費
…
高
校
生
以

上
３
０
０
円
・
中
学
生
以
下
無
料
（
就
学

前
の
子
ど
も
は
保
護
者
同
伴
）。

※
①
軽
食
の
販
売
が
あ
り
ま
す
②
「
作
っ

て
あ
そ
ぼ
う
」
は
材
料
が
な
く
な
り
次
第

終
了
し
ま
す
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル (
☎
８
２
８･

４
１
４
１)

す
ぷ
り
ん
ぐ
ふ
ぁ
み
り
ぃ
音
楽
会

　

３
月
18
日
（
日
）
午
後
２
時
～
３
時
30

分
予
定
（
開
場
は
午
後
１
時
30
分
）、
市

立
中
央
公
民
館
２
階
講
堂
、
手
遊
び
歌
・

人
気
の
ア
ニ
メ
曲
な
ど
、
演
奏
曲
＝
ア
ン

パ
ン
マ
ン
サ
ン
サ
ン
体
操
・
見
上
げ
て
ご

ら
ん
夜
の
星
を
な
ど
、定
員
４
３
０
人（
先

着
順
、
小
学
校
３
年
生
以
下
の
子
ど
も
は

保
護
者
同
伴
、
大
人
の
み
の
入
場
可
）、

入
場
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

中
塚
昌
昭
の 

テ
ノ
ー
ル
ソ
ロ
コ
ン
サ
ー
ト

　

３
月
９
日
（
金
）
午
後
１
時
30
分
か
ら

約
１
時
間
（
開
場
は
午
後
１
時
）、
市
立

中
央
公
民
館
２
階
講
堂
、
曲
目
＝
オ
ー
・

ソ
レ
・
ミ
オ
、
マ
イ
ブ
ル
ー
ヘ
ブ
ン
（
青

空
）、
名
月
赤
城
山
な
ど
、
定
員
３
２
０

人
（
申
込
順
）、
入
場
料
５
０
０
円
。

※
就
学
前
の
子
ど
も
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

【広告】

軽
ス
ポ
ー
ツ
室

時　間 内　容

第
１
学
習
室

時　間 内　容

午前10時15分
「ねずみくん、
あ・れ・れ？」
（ぴーちく）

午前10時50分

「ワン・ツー・
ピエロ　フルート
でうたおう」
（こんぺいとう）午前11時30分

「いちばん
きれいなこえ」
（パペット ナミ）

正午～午後０時30分　休憩 正午～午後０時30分　休憩

午後１時10分「はらぺこあおむし」（ぱっくんシアター） 午後０時30分
「こんこちゃんの
おつかい」
（なんじゃもんじゃ）

人形劇カーニバル

さ
く
ら
ホ
ー
ル

時　間 内　容

多
目
的
ホ
ー
ル

時　間 内　容

午前10時15分
～11時45分

午後０時30分
～１時15分

「作ってあそぼう！」

午後２時
（開場は午後
１時45分）

「おまつりのよる」
「あかちゃんとあ
そぼう」
（人形劇団あ）
定員150人（先着
順）

午前11時30分
～午後０時30分

「パネルシアター
ペープサート」
（ぴょいとこ）

午後１時
～１時45分

「パネルシアター
エプロンシアター」
（ぴょいとこ）

人形劇カーニバル



35

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

文
化
・
交
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健
康
・
福
祉

申
込
・
問　

２
月
４
日
（
日
）
か
ら
直
接
、

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８・
０
１
８
９
）

ア
ル
カ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル 

ウ
ィ
ナ
ー
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

　

ア
ル
カ
ス
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
の
グ
ラ

ン
プ
リ
及
び
各
部
門
で
第
１
位
を
獲
得
し

た
入
賞
者
た
ち
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
ま
す
。

▽
日
時　

３
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
開
演
（
開
場
は
午
後
１
時
）

▽
場
所　

ア
ル
カ
ス
ホ
ー
ル
（
自
由
席
）

▽
入
場
料　

１
０
０
０
円

※
①
チ
ケ
ッ
ト
（
参
加
協
力
金
を
含
む
プ

ロ
グ
ラ
ム
引
換
券
）
は
、２
月
１
日
（
木
）

か
ら
文
化
ス
ポ
ー
ツ
室
（
空
き
が
あ
る
と

き
は
、
当
日
会
場
）
で
販
売
し
ま
す
②
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
文
化
ス
ポ
ー

ツ
室
」
を
見
て
く
だ
さ
い
。

問　

文
化
ス
ポ
ー
ツ
室

生
涯
学
習

ま
ち
の
せ
ん
せ
い
体
験
講
座

∧
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
∨

　

３
月
５
日
～
19
日
の
毎
週
月
曜
日
午
前

10
時
30
分
～
11
時
30
分
（
計
３
回
）、
市

立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
新
館
２
階
和
室
１
、
生

後
１
か
月
健
診
後
～
1
歳
の
子
ど
も
15
人

（
申
込
順
）、
参
加
費
各
回
５
０
０
円
（
オ

イ
ル
代
）、
バ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
。

申
込
・
問　

電
話
で
社
会
教
育
課
（
☎
８

１
３
・
０
０
７
６
）

成
人
教
育
講
座

∧
折
り
紙
講
習
会
∨

　

２
月
14
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
～
３

時
30
分
、
市
立
東
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
多
目
的
室
、
桃
の
節
句
の
ひ
な
飾
り

を
モ
チ
ー
フ
に
作
り
ま
す
、
市
内
在
住
・

在
職
・
在
学
の
20
歳
以
上
の
人
20
人
（
申

込
順
）、
参
加
費
３
０
０
円
。

申
込
　
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
参
加
費
を

持
っ
て
直
接
、
市
立
東
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
☎
８
３
２
・
３
７
９
１
）

∧
「
料
理
教
室
」

～
シ
ェ
フ
直
伝
の
オ
ム
ラ
イ
ス
作
り
～
∨

　

３
月
５
日
（
月
）
午
前
10
時
～
午
後
1

時
、
市
立
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

料
理
室
、
市
内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
20

歳
以
上
の
人
20
人
（
申
込
順
）、
参
加
費

８
０
０
円
、
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
タ
オ

ル
・
布
巾
が
必
要
。

申
込
　
２
月
14
日
（
水
）
か
ら
参
加
費
を

持
っ
て
直
接
、
市
立
西
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
☎
８
３
３
・
０
１
２
０
）

∧
誰
で
も
で
き
る
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
講
習
会
∨

　「ねやがわ寝屋の森子ど
も園」（寝屋一丁目）と「も
くれん保育園」（錦町）の
スタッフたちが考案した料
理54種を紹介する本です。
「さつま芋とれん根の鶏
そぼろあんかけ」「じゃこ
ピーマンのせスライスポテ
ト」……。一見、子どもが喜
びそうな献立ではありませ
ん。でも、給食に出ると園
児たちはきれいに平らげる
のだそうです。
　そもそもは４年余り前の
給食メニューの打ち合わ
せ。園で作った野菜をもっ
と使い、できれば家庭でも
食べてもらえないか、と話
題になりました。田中啓昭
さん（48歳）は、両園を運
営する社会福祉法人の理事
長として出席。そのとき、

ふと発した一言、「保育園
のオリジナル料理を考え
るってどう？家でも作れる
ような」が、全ての始まり
でした。
　両園では、子どもたちの
「生きる力」を育もうと、
地元の農家の協力で米や野
菜を作り、それを食べる食
育に力を入れています。保
育士らスタッフが乗り気に
なり、給食調理会社、出版
社も巻き込んだプロジェク
トになりました。
　まず園の作物を使うこ
と、子どもにも大人にもお
いしくて、忙しい保護者も
作りやすく、調理の際に子
どもがちょっとでも参加で
きる献立、といったハード
ルを設定。園の仕事の合間
に200種の料理を考え、試
食を重ねて54種に絞り込む
までに２年かかりました。
作り方を分かりやすく紹介
する文章を書き、そこに込
めた思いや経緯をまとめる
編集に更に２年かけ、よう
やく平成29年８月下旬、出
版にこぎ着けました。
　田中さんは「トマトや
ピーマンが嫌いだった子
どもたちが、自分たちの
育てた野菜ならもりもり
食べるんです。子どもた
ちのそんな成長を見て、
私たちは毎日、感動して
います。この本が、子ど
もを産み育てる感動を社
会にもっと知ってもらう
きっかけになれればうれ
しい」と期待しています。

中塚昌昭さん子どもたちが育てた 
野菜や米のレシピ集 

「 保 育 園 産 の 米 」 
（パレード刊）を出版

田中 啓昭さん
（寝屋一丁目）

給食の時間、園児を見守る田中さん
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広報ねやがわ
平成 30年２月号

　

３
月
12
日
（
月
）
午
前
９
時
30
分
～
正
午
、

市
立
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
体
育
館
、
市

内
在
住
・
在
職
・
在
学
の
20
歳
以
上
の
人
30

人
（
申
込
順
）、
参
加
無
料
、
上
靴
・
タ
オ
ル
・

動
き
や
す
い
服
装
で
来
て
く
だ
さ
い
。

申
込　

２
月
13
日
（
火
）
か
ら
直
接
窓
口

又
は
電
話
で
市
立
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
☎
８
２
０
・
２
２
８
１
）

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

問　

社
会
教
育
課
（
☎
８
１
３
・
０
０
７
６
）

文
化
講
座

∧
①
通
園
通
学
バ
ッ
グ
作
り
∨

　

２
月
17
日
（
土
）
午
後
１
時
～
４
時
、

子
ど
も
が
選
ん
だ
お
気
に
入
り
の
布
の
キ

ル
テ
ィ
ン
グ
バ
ッ
グ
を
作
ろ
う
、
参
加
費

８
０
０
円
、
生
地
と
裁
縫
道
具
が
必
要
。

∧
②
初
心
者
の
魚
料
理
教
室
∨

　

２
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午
、

鯛
の
あ
ら
炊
き
・
香
味
焼
き
を
作
り
ま
す
、

材
料
費
１
０
０
０
円
。

∧
③
陶
芸
教
室
・
抹
茶
茶
わ
ん
と

自
由
制
作
∨

　

⑴
２
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
～
正
午

⑵
３
月
３
日
～
４
日
・
21
日
（
祝
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時
⑶
24
日
（
土
）
午
前
10

時
～
正
午（
計
５
回
）、参
加
費
７
０
０
０
円
。

∧
④
シ
ェ
フ
の
料
理
教
室
∨

　

２
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
～
正
午
、

煮
込
み
ハ
ン
バ
ー
グ
を
作
り
ま
す
、
参
加

費
１
２
０
０
円
。

　
　

※　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

　

い
ず
れ
も
市
立
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
、
市
内

在
住
・
在
職
・
在
学
の
15
歳
以
上
の
人
②

④
16
人
③
15
人
①
ミ
シ
ン
縫
い
が
で
き
る

人
９
人
（
申
込
順
、
②
④
５
人
未
満
③
６

人
未
満
①
８
人
未
満
の
と
き
は
中
止
）。

申
込
・
問　

２
月
１
日
～
①
10
日
②
③
④

20
日
に
直
接
窓
口
又
は
電
話
で
市
立
エ
ス

ポ
ア
ー
ル
（
☎
８
２
８
・
４
１
４
１
）

ハ
ン
グ
ル
文
化
講
演
会

　

２
月
15
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
～
９

時
（
開
場
は
午
後
７
時
）、
市
立
中
央
公
民

館
２
階
講
堂
、
テ
ー
マ
「
世
界
記
憶
遺
産
、

朝
鮮
通
信
使
と
雨
森
芳
州
」
そ
の
概
要
と
意

義
、定
員
３
１
０
人
（
先
着
順
）、参
加
無
料
。

申
込　

当
日
直
接

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

手
造
り
み
そ
講
習
会

　

２
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
～
午
後
２

時
、
市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議

室
、
１
口
３
４
０
０
円
（
大
豆
１
・
５
キ

ロ
グ
ラ
ム
、
こ
う
じ
３
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
塩

１
キ
ロ
グ
ラ
ム
）。

∧
大
豆
の
引
き
渡
し
∨

　

２
月
９
日
（
金
）
午
前
10
時
～
11
時
、

市
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー
。

申
込
・
問　

２
月
７
日
（
水
）
午
前
10
時

～
正
午
に
「
市
消
費
者
協
会
」・
今
井
（
☎

８
２
２
・
７
４
７
６
）

展

　示

な
か
ま
の
ひ
ろ
ば

　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
で
は
、
登
録

団
体
が
活
動
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
４
月

か
ら
の
展
示
団
体
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
込
・
問　

市
立
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

（
☎
８
１
２
・
１
１
１
６
）

ふ
れ
あ
い
絵
画
展

　

２
月
２
日
～
８
日
の
午
前
10
時
～
午
後

８
時
（
８
日
は
午
後
１
時
ま
で
）、
市
立

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

楽
友
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
写
真
展

　

２
月
22
日
～
28
日
の
午
前
10
時
～
午
後

８
時
（
28
日
は
午
後
３
時
ま
で
）、
市
立

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
。

問　

市
立
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
香
里
（
☎
８

３
５
・
３
３
３
５
）

書
道
作
品
展　

墨
翠
会

　

２
月
８
日
午
後
１
時
～
21
日
正
午
、
市

総
合
セ
ン
タ
ー
１
階
ホ
ー
ル
。

問　

市
立
中
央
公
民
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
８
９
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
催
し

∧
ア
ド
バ
ン
ス
・
フ
ォ
ト
・
サ
ロ
ン

写
真
展
∨

　

２
月
２
日
～
７
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
７
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

【広告】

通園通学バッグ作り



37

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

安
全
・
安
心

税
・
保
険
・
年
金

人
　
権

子
育
て
・
教
育

ア
ウ
ト
ド
ア
・

ス
ポ
ー
ツ

公
共
機
関・団
体

市
民
情
報
ひ
ろ
ば

広報ねやがわ
平成 30年２月号

健
康
・
福
祉

文
化
・
交
流

∧
安
土
会
∨

　

２
月
２
日
～
４
日
の
午
前
10
時
～
午
後

６
時
（
４
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

∧
寝
屋
川
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
大
会

活
動
パ
ネ
ル
展
示
会
∨

　

２
月
９
日
～
14
日
の
午
前
10
時
～
午
後

７
時
（
14
日
は
午
後
２
時
ま
で
）。

∧
親
子
３
代
展
∨

　

２
月
17
日
～
18
日
の
午
前
10
時
～
午
後

５
時
。

∧
里
親
制
度
に
つ
い
て
の
展
示
会
∨

　

２
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
～
４

時
30
分
。

∧
寝
屋
川
市
中
学
校
美
術
作
品
展
∨

　

２
月
23
日
～
28
日
の
午
前
10
時
～
午
後

７
時
（
28
日
は
午
後
５
時
ま
で
）。

問　

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
☎
８
１
１
・
５

５
４
４
）

図

　書

　館

休
館
日
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム
入
れ
替
え
の
た
め
、

２
月
19
日
～
28
日
は
、
全
館
休
館
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
の
電
気
設
備
法
定
点
検
の

た
め
、
２
月
11
日
（
祝
）、
駅
前
図
書
館

は
午
後
８
時
で
閉
館
し
ま
す
。

問　

市
立
中
央
図
書
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
４
１
）

中
央
図
書
館
の
催
し

∧
読
書
会
∨

　

３
月
４
日（
日
）午
後
２
時
、「
ス
ク
ラ
ッ

プ
・
ア
ン
ド
・
ビ
ル
ド
」・
羽
田
圭
介
著
。

∧
俳
句
、
短
歌
を
楽
し
む
本
展
∨

　

２
月
10
日
～
18
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
お
り
が
み
の
本
展
∨

　

２
月
７
日
～
14
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
講
座
∨

　

３
月
17
日
（
土
）
午
後
２
時
、「
人
気

商
品
は
、
こ
こ
が
違
い
ま
す
！
売
る
た
め

の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
と
は
？
」、
定

員
50
人
（
申
込
順
）。

申
込　

２
月
１
日
（
木
）
か
ら
直
接
窓
口

又
は
電
話

問　

市
立
中
央
図
書
館
（
☎
８
３
８
・
０

１
４
１
）

東
図
書
館
の
催
し

∧
日
本
・
世
界
の
む
か
し
話
の
本
展
∨

　

２
月
１
日
～
18
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
あ
っ
た
ま
ろ
う

（
温
泉
・
料
理
な
ど
な
ど
）
本
展
∨

　

２
月
１
日
～
18
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

問　

市
立
東
図
書
館
（
☎
８
２
３
・
０
６

６
１
）

※
行
事
に
つ
い
て
は
、
全
て
市
立
中
央
図

書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

駅
前
図
書
館
の
催
し

∧
お
く
り
も
の
の
本
展
∨

　

２
月
１
日
～
14
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

∧
マ
ラ
ソ
ン
の
本
展
∨

　

２
月
１
日
～
14
日
、
本
の
展
示
と
貸
し

出
し
。

問　

市
立
駅
前
図
書
館
（
☎
８
１
１
・
５

５
４
４
）

※
行
事
に
つ
い
て
は
、
全
て
市
立
中
央
図

書
館
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

内　容 対　象 時　間 場　所
中央図書館 東図書館 駅前図書館

おはなし会
幼児・小学生
と保護者

午後３時30分
（東図書館は
午後3時）

第1・3土曜日 第2・4土曜日
　紙芝居 第3水曜日

大型絵本など 第4土曜日

絵本タイム
乳幼児 午前10時30分 毎週木曜日 毎週水曜日 毎週金曜日　

幼児・小学生 午後３時
第1・3・5土曜日

　
かみしばいタイム 第1・3日曜日
絵本で子育て
にこにこ赤ちゃん 乳児と保護者 午前10時30分 　 毎週火曜日　

ミニミニおはなし会 幼児・小学生 午前11時 毎週土曜日

図書館定例行事

移動図書館
２月

１日（木）

６日（火）

７日（水）

８日（木）

13日（火）

14日（水）

15日（木）

16日（金）

点野（点野小学校）午後２時10分～２時40分、仁和寺
（松下住宅17番14号前）２時50分～３時20分、仁和
寺住宅（府営仁和寺住宅13棟横）３時30分～４時
成田東町（府営成田東住宅集会所前）午後１時50分～
２時20分、寝屋住宅（府営寝屋住宅集会所前）２時40
分～３時10分、寝屋川コーポラス（正面玄関前）３時
20分～４時
木屋（木屋小学校）午後１時15分～２時10分、三井Ａ
団地（Ａ17棟前）２時30分～３時10分、寝屋川団地
（旧明徳小学校内）３時20分～４時
幸町（Ａ棟玄関前）午後１時10分～２時、河北住宅
（府営河北住宅９棟集会所前）２時30分～３時、堀溝南
（堀溝小学校前）３時20分～４時
河北東（河北東町11番）午後２時20分～２時50分、
河北（河北中町25番中村駐車場）３時～４時
打上東（府営打上住宅4棟集会所前）午後２時50分～
３時40分
音羽町（キリン堂駐車場）午後２時～２時30分、香里
北・西（香里浄水場）２時40分～３時10分、石津（石
津中町公民館）３時20分～４時
楠根南町（楠根小学校）午後１時50分～２時20分、明
和（学び館前）２時30分～３時、打上西（西１番館仲
よし広場）３時20分～４時
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もと保護者43組②10日午前10時～正
午・午後1時～3時、中学生の化学実験
教室（燃料電池を組み立てよう・DNAを
取り出してみよう）、中学校新1年生～
新3年生48人、いずれも土曜日、府立大
学工業高等専門学校、申込順、￥無料。
※申込方法はホームページを見てくだ
さい。
問　「大阪府立大学工業高等専門学校
広報企画室」・北橋（☎821・6401）
府民歯科相談・口腔保健相談
毎週火・木曜日午後2時～4時30分・毎
週土曜日午後1時～2時（祝日、お盆・年
末年始を除く）、大阪府歯科医師会（大
阪市天王寺区堂ヶ芝一丁目）、相談時間
は30分程度（先着順）、￥無料。
申込　当日直接
問　一般社団法人「大阪府歯科医師
会」（☎06・6772・8884）
市民公開講座
2月16日（金）午後1時～2時、寝屋川生
野病院3階会議室、①認知症について
ご存じですか？～いつまでも笑って暮ら
しましょう②脳卒中ガイドライン2015
年から～脳卒中予防のひけつ～、定員
80人（先着順）、￥無料。
申込　当日直接
問　寝屋川生野病院（☎834・9000）
よくわかる肝臓セミナー
3月17日（土）午後2時～4時30分、エナ
ジーホール（守口文化センター）、肝が
ん①どんな病気？診断は？②内科での
治療とは③外科での治療とは④Ｃ型肝

炎、Ｂ型肝炎からの肝がんを予防するに
は⑤質問コーナー、￥無料。
申込　当日直接
問　関西医科大学総合医療センター肝
臓病センター（☎06・6992・1001＝正
午～午後4時）
川の再生を考える寝屋川源流探索
3月4日（日）午前9時20分＝雨天中止、打
上川治水緑地集合（観音橋東側スロー
プ降りた所）→寝屋川公園中央広場→
東寝屋川駅→弘法井戸→明光寺→打
上神社→石宝殿古墳→久保池→星田
新池（昼食）→聖の滝（希望者）→星森
宮→寝屋古墳→寝屋川公園中央広場
（解散予定）、定員30人（申込順）、昼食・
飲み物・タオル・軍手・帽子・雨具を持って、
動きやすい服装で来てください。
※コースは変更するときがあります。
申込・問　電話又はＦＡＸで住所、氏名、
年齢、電話番号を2月28日（水）までに
「ねや川水辺クラブ」・立川（☎090・
2382・7356、ＦＡＸ832・1596）
寝屋川公園イベント
＜節分イベント＞
2月1日～12日の午前10時～午後4時、
鬼を数えて知らせると景品がもらえま
す、定員100人（先着順）、￥無料。
申込　当日直接
＜公園の四季を楽しむ散歩倶楽部
春を待つ公園の樹木たち＞
2月5日（月）午前10時～正午、定員30人
（申込順）、￥無料。
申込　前日までに電話

＜おひな様を作ろう＞
2月11日（祝）午後1時～3時、お内裏様
とおひな様を作って、竹の中に飾ります、
小学校5年生以上の人20人（申込順）、
￥500円。
申込　前日までに電話
　　※　　　　　　　　　　　※
※①駐車場は有料です②内容など詳し
くは問い合わせてください。
問　寝屋川公園管理事務所（☎824・
8800＝午前9時～午後5時）
淀川京街道クリーン大作戦
2月18日（日）午前９時30分～11時30
分＜雨天のときは25日（日）に延期＞、
淀川河川公園、汚れてもよい服・長靴・軍
手・タオル・ごみトングなどがあれば持っ
て来てください。
※受付で保険加入（無料）の手続きをし
てください（受付は午前９時から）。
問　「淀川管内河川レンジャー」・玉井
（☎090・2100・9276）
深北イベント
＜ふかきた節分豆まき＞
2月3日（土）午前11時・午後2時、定員
30人。
＜深北の日（ボランティアデ―）＞
2月4日（日）午前9時30分～10時30
分、中低木の刈り込み、定員20人。
　　※　　　　　　　　　　　※
いずれも雨天中止、先着順、￥無料。
申込　当日直接
問　深北緑地管理事務所（☎877・
7471）

後1時）、中央公民館、定員430人（申込
順）、￥500円。
申込・問　「和太鼓雅」・内田（☎090・
8756・1233）

募　集
スペイン語
月2回日曜日、エスポアール、日本語が話
せるネイティブ教師が教えます、￥1回
2000円、無料体験・お試しプランあります。
問　「スペイン語サークルe―スマイ
ル」・竹下（☎380・7907）
ハングル講座
月3回水曜日①初級…午前9時20分～
10時35分②中級…午前10時45分～
正午、学び館、￥月2000円（教材費が
別に必要）。
申込・問　「カッチハジャの会」・北原（☎
080・3032・4086）
ハワイアンフラ
月3回月曜日午後1時、エスポアール又
はアルカスホール、年齢問わず初心者・
経験者も楽しめます、￥月3500円。
問　「フラサークルロゼラウ」・中本（☎
831・4743）
着物着付け
月2回午前10時～正午、中央公民館、帯
結びの不安な人、前結びで簡単・きれい・
苦しくない、着物で楽しみましょう、￥1

回1000円。
問　「前結び着付けサークル」・伊藤（☎
090・9711・9049）
野菜作り
第2木曜日午後1時～3時、市民会館、無
農薬・無化学の野菜作りを楽しみましょ
う、野菜作りに関心があり長く続けられ
る人、￥年3000円。
※休耕農園での家庭菜園もできます（5
～6人）、詳しくは問い合わせてくださ
い。
申込・問　2月7日（水）までに「アスパラ
の会」・吉岡（☎090・3994・4478）
詩吟
月3回水曜日午後1時30分、エスポアー
ル、大きな声でストレス発散、￥月3000
円、初心者歓迎。
問　「貴山吟詠会」・丹波（☎080・
3804・7707）
尺八
毎週金曜日午前9時～正午、池の里市
民交流センター、尺八と三味線で演奏
しながら歌いましょう、童謡・唱歌・演歌・
民謡・地唄・本曲など、￥月300円（資料
代）、尺八は貸し出します、初心者歓迎。
問　「ケンザン会」・石田（☎832・
6945）
ギター
毎週日曜日（第3を除く）午前9時～正午
（予定）、エスポアール、フォークソング

を中心に活動、女性ボーカルを募集して
います、￥月500円。
問　「アンダンテネットワーク」・中西
（☎080・2524・8460）
消しゴムはんこ
月1回日曜日午後1時（2月は11日）、エ
スポアール、￥月1600円（初回のみ
2100円）。
問　「消しゴムはんこ寝屋川きのこ
サークル」・山下（☎828・5133）
日本画・水墨画
毎週金曜日午後1時～3時、中央公民
館、日本画・水墨画の講習、￥入会5000
円・月3500円（テキスト代含む）、初心者
及び見学歓迎。
問　「現代日本画研究会」・森岡（☎
826・2832）
フォークダンス
毎週火曜日午前10時～正午、中央公民
館、リズムに乗って楽しみましょう、女性
のみ、￥月1500円、初心者歓迎。
問　「赤いくつ」・坂東（☎829・0910）
ヨガ・ダンス
毎週水曜日①午後1時30分～2時30
分②午後3時～4時30分、市民会館、
40歳～70歳の人、￥1回750円（5回分
チケット3000円）、初心者歓迎、子連れ
可。
問　「ストレッチラテンダンス」・友成（☎
090・7366・6537）
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市民情報ひろば
【原稿締切日のお知らせ】
○４月号…２月７日（水）
○５月号…３月８日（木）
※￥は活動にかかる費用です。

イベント
コンサート
2月4日（日）午後1時（開場は午後0時
30分）、アルカスホール、ピアノ独奏・ク
ラシックギター・吹奏楽・コーラスなど、￥
1000円。
問　「寝屋川高校楽友会」・岸田（☎
080・3835・9528）
市民茶会
①2月4日②3月4日③4月1日④5月6日、
いずれも日曜日午前9時～午後3時（受
付は午後2時30分まで）、①～③市民
会館④成田山菅相庵、裏千家、￥1000
円。
問　「市茶道協会」・前田（☎380・
0470）
市民歴史講座
①2月9日午後1時30分、エスポアール、
「長尾・藤阪・津田の史跡、遺跡につい

て考える」②3月9日午後1時、JR長尾
駅前集合、「長尾・藤阪・津田の史跡、遺
跡を訪ねて」、正俊寺→伝王仁塚→藤
阪遺跡→藤阪窯跡→津田トッパナ遺跡
→JR藤阪駅解散（約6キロメートル）、い
ずれも金曜日、定員40人（先着順）、￥
①100円②200円。
申込　当日直接
問　「府文化財愛護推進委員寝屋川地
区」・石井（☎838・2308）
アートクレイクラフト（樹脂粘土）体験会
2月14日（水）午後1時～3時、香里ふれ
愛ハウス（寿町54番18号）、￥1500円。
問　ＮＰＯ法人「香里ふれ愛ハウス」・寺
本（☎090・3039・8410）
ハッピーバルーンフェスティバル
2月18日（日）午前11時～午後2時30分、
第五中学校、1500個の風船飛ばしに参
加しませんか、大道芸・和太鼓演奏・模擬
店もあります、収益は復興義援金として
寄附します。
問　実行委員会（ロイヤルライフ天寿
苑内☎829・8218）
書道入門講座
①やさしいボールペン習字…2月21日
～3月14日②祝儀袋の表と名前の書き
方…4月4日～25日、いずれも毎週水曜
日午前10時30分～正午（計4回）、木田
町公民館、￥2160円（資料代）。
申込・問　「市書道協会」・髙木（☎090・

3263・2241）
嚥下（えんげ）の仕組みを
学んで嚥下力アップ
2月24日（土）午後2時30分～3時30
分、社会福祉法人「百丈山合掌会」（成
田東が丘）、画像を交えた喉を鍛える運
動をします、65歳以上の市民30人（申
込順）、￥無料。
申込・問　「エイジレスヘルシーライフコ
ミュニティ」・吉田（☎833・0008）
春をよぶみんなのコンサート
2月24日（土）正午～午後3時、ルミエー
ルホール（門真市文化会館）、北河内の
作業所や施設の仲間が一同に集い、演
奏発表やカラオケなどを楽しみ交流を
深めます、￥無料。
問　「実行委員会」・川口（ようき・すなお
会内☎06・6993・5343）
バザーと物品提供のお願い
①バザー…3月4日（日）午前10時～午
後2時②物品受付…2月24日～3月2日
の午前10時～午後3時、いずれも総合
センター（出張引き取りもします）、日用
品・雑貨など（大型家具・人形ケース・パ
ソコン・テレビを除く）、収益は障害児者
の自立に役立てます。
問　「市障害児者を守る親の会」・岡田
（☎090・6671・4788）
さくらコンサート
3月10日（土）午後1時30分（開場は午

公共機関・団体

介護のしごと就職相談会と面接会
～情報収集、面談、面接をその場で～
住んでいる地域で介護の仕事と子育て
の両立を目指す人を応援します。寝屋
川市・枚方市・交野市内の8事業者（予
定）と面接できます。
2月20日（火）午後1時30分～4時30
分、枚方市市民会館、￥無料。
※託児コーナー、証明写真コーナーも
あります。詳しくは大阪福祉人材支援セ
ンターのホームページを見てください。
申込　当日直接
問　大阪府社会福祉協議会（大阪福祉
人材支援センター☎06・6762・9006）
労働相談のお知らせ
月～金曜日の午前9時～午後5時45分
（夜間相談は第4木曜日を除く毎週木
曜日午後8時まで、祝日のときは翌日）。
〇労働相談…（☎06・6946・2600）
〇セクハラ相談…（☎06・6946・2601）、
女性相談員も担当しています。
問　大阪府総合労働事務所（☎06・
6946・2600）
植木のせん定
平成30年度の植木せん定（刈り込み）
の申し込みを受け付けます。作業が会
員にとって危険なときや機材運搬車が
駐車できないときなどは断ることがあり

ます。
〇受付日時…3月1日～6日午前9時～
午後4時（土・日曜日を除く、申込順、電
話でのみ受付）
〇受付専用電話番号…☎830・0950
（複数回線ですが混み合います）
※3月7日（水）からは、問い合わせ先の
電話番号で受け付けます（土・日曜日を
除く）。
問　市シルバー人材センター（☎838・
1177）
府営住宅入居者総合募集
〇募集予定…新住宅（一般世帯向けな
ど）・空き家住宅（一般世帯向け・福祉世
帯向けなど）
〇申込書配布…2月1日～15日、市役
所総合案内・総合センター・保健福祉セ
ンターの1階受付、各シティ・ステーショ
ン（期間中は無休）、堀溝サービス窓口
（土・日曜日、祝日を除く）
申込・問　郵送で2月1日～15日＝消印
有効＝に大阪府営住宅寝屋川管理セン
ター日本管財株式会社（☎812・2860）
自動車の登録手続き
名義変更や廃車の手続きは比較的空い
ている2月～3月中旬に済ませましょう。
○登録手続き案内…大阪運輸支局（☎
050・5540・2058）・なにわ自動車検
査登録事務所（☎050・5540・2059）・
和泉自動車検査登録事務所（☎050・
5540・2060）
問　大阪運輸支局（☎050・5540・
2058）

行政書士日曜無料相談会
2月25日午後1時～3時、総合センター、
遺言・相続・成年後見・内容証明・示談書
の作成など。
申込　当日直接
問　「大阪府行政書士会枚方支部」・渋
谷（☎814・9920）
調停手続無料相談
2月21日（水）午前10時～正午、市広報
広聴課相談室、調停制度の利用につい
ての相談など。
問　大阪民事調停協会（☎06・6363・
3091）
不動産無料相談
2月13日・3月13日・4月10日、いずれも火
曜日午後1時～3時30分、京阪河内不
動産会館（寿町）、不動産の一般的な相
談など。
申込・問　電話で府宅地建物取引業協
会京阪河内支部（☎833・1119）
子どもと参加できる講演会
3月4日（日）午後2時～4時、中央公民
館、子どもの可能性を伸ばす10の黄金
法則、定員330人（申込順）、￥無料。
申込　2月23日（金）までに寝屋川青年
会議所ホームページ
問　「（一社）寝屋川青年会議所事務
局」（☎834・5121）
公開講座
3月①3日午前10時～午後2時40分、子
と親の楽しい化学教室（七宝焼き・ミク
ロの世界を探る・お風呂の入浴剤を作ろ
うなど）、小学校4年生～6年生の子ど
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つどいの広場

子育て支援センター
施　設 日　時 内　容 申込・定員

②�たんぽぽ
　保育所
☎823・2900

２月13日（火）�
午前10時～11時30分 ★人形劇「ぱくぱく」さん

当日直接２月20日（火）�
午前10時～11時30分 ひな人形作り

③寝屋川めぐ
み保育園

☎833・3301

３月15日・22日・29日、いずれも
木曜日午前10時20分～11時
30分（計３回）

０さいはっぴぃ
触れ合い遊び・離乳食～完了食について・生活
リズム～

２月２日（金）から直接窓口
又は電話、定員12組（初め
ての人優先）

①４月12日から②６月７日から
の毎週木曜日午前10時～11
時45分（計７回）

わんぱくひろば①春コース②夏コース
季節の遊びやクッキングを親子で体験、平成
26年４月２日～28年４月１日生まれの子ども

２月２日～３月12日に直接窓
口又は電話、定員各コース
15組、参加費2,200円（毎
回のおやつ、給食１回、クッキ
ングなど７回分の教材費）

④�あやめ
　保育園
☎822・1365

２月９日（金）�
午後２時30分～３時30分

★デイジークラブ（０歳）
助産師による「わらべうた産後ダンス」

２月１日～８日に直接窓口又
は電話、定員８組

２月13日（火）�
午前10時30分～11時30分

★バジル・レモンクラブ（１歳～３歳）
栄養士によるお話

２月１日～９日に直接窓口又
は電話、定員８組

⑤�大阪聖母
　保育園
☎802・5620

２月９日（金）午前10時～11時 ★保健師さんのおはなし
当日直接

２月13日（火）午前10時～11時 なかよし広場「おひなさまづくり」

⑥きんもくせい
　保育園
☎802・3535

２月26日（月）�
午前10時15分～10時45分

歌や踊りのコンサート「ぷちみるく」さん
一緒に歌って踊りましょう 当日直接

３月１日・８日・15日、いずれも木
曜日午前10時15分～11時15
分（計３回）

赤ちゃん教室
触れ合い遊び・手作りおもちゃ・交流など、３月で
６か月までの子どもと保護者

２月１日(木)午前10時から
電話、定員10組（第１子・初
めての人優先）

⑦池田すみれ
　こども園
☎828・5733

２月２日（金）�
午前10時30分頃

豆まき
簡単な制作と豆まき遊びを楽しみましょう 当日直接

２月26日（月）�
午前10時30分～11時

★えいごであそぼう！
英語の歌や手遊びを親子で楽しみましょう

２月５日（月）から直接窓口
又は電話、定員８組程度

施　設 日　時 内　容 申込・定員

⑧ゆう
☎800・6694

２月２日（金）午後２時～２時30分 豆まき（節分の豆まき・ミニお話会） 当日直接

２月22日（木）
午前10時30分～11時30分

わらべうた　胎教＆ベビーマッサージ 
（マタニティサッシュベルトで記念撮影）
妊婦、12か月までの子どもと保護者

２月１日(木)から直接窓
口又は電話、定員６組程
度、参加費オイル代200円
（ベビーマッサージ）

⑨そら
☎380・7436

２月14日（水）
午前10時30分～正午 バレンタインのクッキー作り 2月1日（木）から直接窓

口又は電話、定員５組

２月28日（水）
午前10時30分～正午

そらベビ（赤ちゃん交流会）
12か月までの子どもと保護者又は妊婦、マ
マのカフェタイムもあります

当日直接

�⑩きしゃぽっぽ
☎865・8005

２月６日（火）・15日（木）・20日（火）・
23日（金）
午前10時30分～11時45分

１歳児教室
1歳児と保護者

前日までに電話、定員10
組

２月14日（水）�
午前10時30分～11時30分

ベビーマッサージ
12か月までの子どもと保護者 前日までに電話、定員８組

⑪はる
☎814・6262

２月３日（土）午前10時30分～正午 まめまきイベント（オニさん登場） 当日直接

２月24日（土）�
午前10時30分～正午

はるinファザーリング・ジャパン関西（FJK）
赤ちゃんとパパ・ママの触れ合い遊び、１歳ま
での子ども

２月23日（金）までに直接
窓口又は電話、定員８組

⑫こころ
☎800・6838

２月９日（金）�
午前10時30分～11時30分

ハッピーバレンタイン 
～『ありがとう』をつたえよう～

当日直接
３月１日（木）�
午前10時30分～11時30分

はる・ももの節句～たのしいひなまつり～
手作りのおひなさまを作ろう

（就学前までの子どもと保護者対象、所在は左ページ下の②～⑦）

（おおむね３歳未満の子どもと保護者対象、所在は左ページ下の⑧～⑫）
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て子 育地域で地域で

こどもセンター ☎８３９・８８１5所在は下記①
開所午前10時～午後４時
（第２日曜日休所）

おやこほっとステーションおやこほっとステーション（就学前までの子どもと保護者対象）（就学前までの子どもと保護者対象）

市立こどもセンター内☎８３９・８８１７ファミリー・サポート・センターファミリー・サポート・センター

　市内12か所に設置している地域子育て支援拠点（こどもセンター、子育て支援センター、つどいの広場）で
は、親子で楽しめるいろいろなイベントを行っています。費用などの記載のないものは無料ですので、利用して
ください（★は講座です）。

　育児の援助をしてほしい人（依頼会員）と援助をしたい人（提供会員）が互いに助け合う有償ボランティア
の会員組織です（小学校６年生まで利用できます）。

日　時 内　容 申込・定員
２月８日（木）午後２時～２時45分 ★ミニマネー講座 当日直接
２月９日（金）までの�
午前10時～午後３時30分 冬のリサイくるん（子ども用品のリサイクル） ※詳しくは問い合わせてください

２月21日（水）
午前10時～正午

★入園（所）、入学グッズを作ろう～縫い物指導～
入園（所）・入学を控えた子どもを持つ保護者

２月６日（火）午前９時から電話、定員
５組（同室保育あり）

２月22日（木）�
午前10時30分

誕生会「２月生まれ集まれ～」
カードに手形を押せます 当日直接２月24日（土）�

午前10時30分～11時30分 ひなまつりのつどい

２月26日（月）午後１時�
（断乳相談は午後２時）

母乳断乳相談
～助産師さんが来てくれます～

当日直接、母乳相談は定員５人（先着
順）、母子手帳が必要
※詳しくは問い合わせてください

２月28日（水）�
午前10時30分～11時30分 ★昔ながらのおんぶひも 当日直接

３月６日（火）�
午前10時30分～11時30分

ちびっこマッサージ
１歳～２歳未満対象のオイルマッサージ

２月20日（火）午前10時から直接窓口
又は電話、定員８組、オイル代500円
※詳しくは問い合わせてください

３月７日（水）�
午後１時～１時45分

歯ブラシ全身マッサージ
鍼灸師（しんきゅうし）による、歯ブラシ１本で
できるマッサージ

２月20日（火）午前10時から直接窓
口又は電話、定員８組
※詳しくは問い合わせてください

毎週火曜日�
①午前10時15分②午前11時
10分

赤ちゃん交流会
①０か月～７か月②８か月～１２か月、妊婦の参
加可、看護師のプチ情報コーナーもあります

当日直接
※詳しくは問い合わせてください

日　時 内　容 申込・定員
２月２日（金）午前10時15分
　　15日（木）午後１時15分
　　24日（土）午前10時15分

依頼会員説明会
会員登録には説明会の受講などが必要 予約が必要

※詳しくは問い合わせてください
随時(午前10時～午後2時) プチ体験

依頼会員と提供会員が仮のペアで体験

①八坂町28番13号②打上南町２番１号③緑町13番20号④萱島南町12番３号⑤東香里園町９番６号⑥木屋町６番３号⑦池田
一丁目20番15号⑧市立三井小学校内⑨高柳六丁目13番５号⑩萱島信和町13番１号⑪葛原新町14番１号⑫木田町18番１号

所在
一覧

今月の
出前広場

市内のいろいろな場所で楽しい遊びなどを紹介します。気軽に遊びに来てください（申込不要）。
１号三井公園…７日（水）午前10時30分～11時、神田中央公園…10日(土)午前10時～11時、ふれあいプラ
ザ香里…14日（水）午前10時30分～正午、南コミュニティセンター分館…15日(木)午前10時～正午、東北コ
ミュニティセンター１階和室…16日（金）午後１時30分～2時30分、トップワールド黒原店…21日（水）午後
３時30分～４時、エスポアール静養室…23日（金）午前10時30分～11時30分、ビバモール寝屋川２階…28日
（水）午後１時30分～３時
※屋外で実施するものは、雨天のときは中止します。問　子育て支援課



まちの話題を写真で紹介
フォトフォト

ニュースニュース
Photo News

42広報ねやがわ
平成 30年２月号

　市立第九中学校美術部は、恒例の干支にちなん
だ絵馬の制作に取り組み、昨年末、学校近くの高
柳天満宮に奉納しました。高さ１.１メートル、幅
１.８メートルの見事な絵馬です。
　１年生～２年生部員有志が参加し、生徒らの意見
をまとめてモチーフを決めたそうです。今回で９年
目。「みんな１年間、元気で」と願を掛けました。

　12月26日、市出身でプロ野球・北海道日本ハム
ファイターズの吉田侑樹投手（23歳）が北川市長を
訪ね、９月に挙げた念願の初勝利を報告しました。
　北川市長は「おめでとう。プロでの１勝は、大
変なことだ。更に体を節制して、新シーズンでも
活躍して」と祝福と激励。プロ３年目を迎える吉
田投手は「まだチャンスがあるので新人王を目指
したい」と応えていました。

九中の大絵馬、今年は「日本の犬」 日本ハムの吉田投手が市長を表敬

　１月６日、３歳になる子どもの厄除（よ）けと健康を
願い、地区の子どもたちへの仲間入りを祝う対馬江地区の
伝統行事「しょうごん」が対馬江公民館で開かれました。
　江戸時代中期に中国から入って来た災いをもた
らす神「大将軍」から子どもたちを守るため、厄
除けを兼ねて祭りごとをしたのが、しょうごんの
いわれです。
　今年は８人の子どもたちが参加し、赤飯や鯛（た
い）、かす汁や鰯（いわし）などの祝い膳を囲み、
子どもたちの健康と将来の幸せを祈りました。

　「成人の日」の前日の１月７日、美井三町自治会館で三
井文化保存会による新春のお弓行事が行われました。
　三井のお弓行事は、古くから伝わる友呂岐神社の
神事で、地元の新成人の中から選ばれた２人が、12
本の矢を的に向けて交互に放ち、当たり具合で今年
１年を占います。
　井上壬平さんと小林丈さん＝写真左から＝が射
手を務め、今年は「比較的穏やかな気候が多い
が、大きな地震の予兆があるため注意したい」と
の占いが出ました。

市指定無形民俗文化財

「しょうごん」で子どもの
健康をお祝い

三井のお弓行事
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　12月25日、１月からの工事に先立ち、安全祈願
祭が打上高塚町土地区画整理組合の主催で執り行
われました。
　この土地区画整理事業は、道路、公園などの公
共施設を整備するとともに、東寝屋川駅前線沿道
の高度利用を図るために商業施設や病院を誘致す
るもので、平成32年９月末に完了する予定です。

　11月18日、市立保健福祉センターで「福祉のま
ちづくりひろば」が行われました。
　第２回目となる今回は、市民、地域協働協議
会、福祉団体などから30人が参加し、前回に引き
続き関西大学教授の所めぐみさんをファシリテー
ターとして迎え、前回の内容も振り返りながら、
福祉課題について意見交換しました。
　今後、参加者全員の投票により選定された、「担い手
の発掘と養成」「つながりづくり」「情報発信」「居場所
づくり」の４つの課題について解決策を考えていきます。

打上高塚町土地区画整理事業
安全祈願祭 福祉のまちづくりひろば

　カラフルなおしどりの雄１羽が昨年12月、寝屋
川や打上川治水緑地の池に姿を現しました。
　仲の良い夫婦の例えで、名前はよく知られてい
る鳥です。写真を提供していただいた野鳥愛好家
によると、山地の池が主な生息場所で、警戒心も
強いため市内では非常に珍しいそうです。

　１月15日、寝屋川市駅前の飲食店内のスペース
（桜木町）に新たな福祉拠点「チョット寄（よ）って
ん家（か）」がオープンしました。
　市内46の社会福祉法人から構成される市社会福祉
協議会地域貢献委員会により３月23日（金）までの期
間限定で実施され、飲食店の御好意で実現しました。
　保育園児や高齢者の作品展示、障害者作業所の
物品販売を行うほか、いろいろな相談が受けられる
など、気軽に立ち寄れる居場所です。委員長の大西
正禮さんは、「社会福祉法人が一致団結しての拠点
づくりの取り組みは府内初。これをきっかけに福祉
を身近に感じてもらいたい」と話しました。

おしゃれな姿、おしどり現る

チョット寄ってん家 オープン
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発行＝寝屋川市　編集＝経営企画部広報広聴課
（法人番号 6000020272159）
〒 572-8555 大阪府寝屋川市本町１番１号　
☎ 072-824-1181 ㈹　ＦＡＸ 072-825-2637

広報誌が届かないときは 広報広聴課に連絡してください。

もうすぐバレンタインですね。寝屋川市一
の伊達男（だておとこ）を自称する私もそわ
そわしてしまいます。気にしない素振りをし
ていても、男とは幾つになっても少年の心
で期待しています。慈愛の心で渡してあげ
てください。ついでに私にもください。なべ

No.1379

はち 歩散
３

市民グラウンドやテ
ニスコートなど、ス
ポーツ施設も充実☆

敷地面積は約４万 
５,000 平方メートル
で遊具も楽しめます。

南
寝
屋
川
公
園
に

行
こ
う
！ 南寝屋川公園に、新マスコット・キャラクター「ねや丸くん」

とやって来ました。

防災広場もあります！トイレになる
スツールや、かまどになるベンチな
ど、もしものときも安心ですね。

　
市
の
マ
ス
コ
ッ
ト
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
は
ち
か
づ

き
ち
ゃ
ん
」
が
、
い
ろ
い
ろ
な
場
所
を
散
歩
し
な
が

ら
市
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

「
は
ち
散
歩
」
の
様
子
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
動
画
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
」
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

♥次はどこを散歩
しようかな～♪

南寝屋川公園で、ねや
丸くんとたくさん遊ん
だ、はちかづきちゃん。

● 南寝屋川公園 ●

☎ 824・6262
讃良東町６番１号
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ねやがわ議会だより

議　

案　

の　

概　

要

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

次
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
適
任
と
し

ま
し
た
。

　

道
上　

雅
司
（
新
任
）

　

荒
木　

裕
美
（
再
任
）

市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
32
年
４
月
か
ら
市
立
神
田
幼
稚
園

を
南
幼
稚
園
に
統
合
し
、
神
田
幼
稚
園
を

廃
止
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

市
立
市
民
体
育
館
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
市
民
体
育
館
の

駐
車
場
の
利
用
料
金
を
徴
収
す
る
た
め
、

そ
の
利
用
料
金
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で

す
。市

立
池
の
里
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
条

例
の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
４
月
か
ら
池
の
里
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
の
多
目
的
室
の
使
用
料
を
徴
収

す
る
た
め
、
そ
の
使
用
料
金
に
つ
い
て
必

要
な
事
項
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

市
立
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
条
例

の
制
定

　

子
育
て
支
援
及
び
子
ど
も
や
保
護
者

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
の
事
業
を
総
合

的
に
行
う
施
設
と
し
て
、
子
育
て
リ
フ

平
成
29
年
12
月
定
例
会

　

寝
屋
川
市
議
会
は
、
12
月
４
日
か
ら
12
月
19
日
ま
で
の
16

日
間
に
わ
た
り
、
平
成
29
年
12
月
定
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
22
件
の
議
案

の
ほ
か
、
議
員
が
提
案
し
た
意
見
書
１
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
は
、
12
月
13
日
か
ら
12
月
15
日
ま
で
の

３
日
間
行
い
、
18
人
の
議
員
が
市
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。平成28年度決算を認定！

　９月定例会に提案され、閉会中の継続審査
となった、平成 28年度一般会計・特別会計・
公営企業会計の歳入歳出決算は、10 月 10 日
～ 13日に開催した決算審査特別委員会での審
査を経て、いずれの会計も全会一致で認定し
ました。

レ
ッ
シ
ュ
館
を
設
置
す
る
た
め
、
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

財
産
の
取
得 

～
子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
「
子
ど
も

の
遊
び
ス
ペ
ー
ス
」
用
備
品
～

　

子
ど
も
の
遊
び
ス
ペ
ー
ス
に
必
要
な
備

品
を
整
備
す
る
た
め
、
す
べ
り
台
や
ボ
ー

ル
プ
ー
ル
等
を
取
得
す
る
も
の
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

一
般
会
計
補
正
予
算

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
は
、
１
億
２
８
１
９
万
２
０
０
０

円
を
追
加
す
る
も
の
で
、
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

○
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
追
加

　
　
　
　
〔
９
５
３
９
万
５
０
０
０
円
〕

○
人
件
費
等
の
精
算
補
正
に
伴
う
減
額

　
〔
△
１
億
３
３
０
９
万
５
０
０
０
円
〕

○�

家
庭
用
防
災
用
品
購
入
補
助
事
業
に
係

る
経
費
の
追
加

　
　
　
　
〔
１
３
６
９
万
２
０
０
０
円
〕

○�

保
育
環
境
の
整
備
に
要
す
る
経
費
の
追

加
〔
１
億
４
１
４
９
万
３
０
０
０
円
〕

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
歳
入
歳
出
の
総
額
は
、
９
３
０
億
５

４
５
９
万
３
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

意 　

見 　

書

　

12
月
定
例
会
で
可
決
し
、
内
閣
総
理
大

臣
を
始
め
、
関
係
大
臣
等
に
送
付
し
た
意

見
書
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
障
害
児
者
の
生
き
る
基
盤
と
な
る

「
暮
ら
し
の
場
」
の
早
急
な
整
備
を

求
め
る
意
見
書

市立子育てリフレッシュ館（外観イメージ図）
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若
年
層
と
市
内
事
業
者
と
の
接
点 

づ
く
り
に
つ
い
て

問　

若
年
層
と
採
用
意
欲
の
高
い
市
内
事

業
者
と
の
接
点
づ
く
り
の
機
会
を
市
と
し

て
設
け
て
は
ど
う
か
。

答　

今
後
、
若
年
層
と
市
内
事
業
者
の
更

な
る
雇
用
マ
ッ
チ
ン
グ
の
機
会
創
出
に
向

け
、双
方
の
ニ
ー
ズ
等
を
勘
案
す
る
中
で
、

検
討
し
て
い
く
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て

問　

先
の
選
挙
で
は
投
票
日
に
台
風
が
接

近
す
る
と
い
う
予
報
の
影
響
も
あ
り
、
期

日
前
投
票
所
は
大
変
混
雑
し
た
。
選
挙
時

の
職
員
体
制
を
詳
細
に
把
握
す
る
と
と
も

に
市
民
の
利
便
性
を
考
え
、
期
日
前
投
票

所
を
増
設
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

答　

投
票
さ
れ
る
市
民
の
方
々
の
利
便
性

を
図
る
よ
う
、
投
票
事
務
を
適
正
に
執
行

で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
共
通
投
票
所
の

こ
と
も
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く
。

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
に
つ
い
て

問　

実
施
す
る
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
、
現
行
相
当
の
他
に
緩
和
し
た
基
準
に

よ
る
も
の
と
有
償
活
動
員
に
よ
る
支
援
が

で
き
た
が
、
後
者
の
利
用
件
数
は
圧
倒
的

に
少
な
く
、
こ
の
ま
ま
推
移
す
る
と
公
費

負
担
額
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
。
抑
制
す

る
た
め
、
ま
た
29
年
度
末
で
廃
止
さ
れ
る

「
軽
度
生
活
援
助
事
業
・
外
出
付
添
い
サ
ー

ビ
ス
事
業
」
の
受
皿
と
し
て
も
「
有
償
活

動
員
に
よ
る
支
援
」
拡
充
の
必
要
性
が
あ

る
が
見
解
は
。

答　

有
償
活
動
員
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
つ
い
て
は
、
介
護
予
防
の
推
進
、
介

護
給
付
費
の
削
減
や
、
利
用
者
に
と
っ
て

も
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
。
市
と
し
て

事
業
者
を
支
援
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
今
後
も
不
断
の
検
証
を
行

い
、
適
切
な
事
業
実
施
を
図
っ
て
い
く
。

介
護
保
険
料
の
独
自
減
免
に
つ
い
て

問　

将
来
、
要
介
護
、
要
支
援
高
齢
者
が

増
加
す
る
一
方
、
介
護
保
険
を
支
え
る
年

代
が
減
少
す
る
こ
と
か
ら
、
介
護
保
険
料

は
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。

介
護
保
険
料
を
支
払
う
高
齢
者
世
代
の
収

入
で
あ
る
年
金
額
が
増
加
す
る
に
は
至
っ

て
い
な
い
。
本
市
に
お
い
て
独
自
減
免
を

実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答　

現
在
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
中
で
あ
り
、
介
護
保
険
料
と
と
も
に
独

自
減
免
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

交
通
体
系
に
関
す
る
政
策
に
つ
い
て

問　

市
役
所
内
の
複
数
部
署
で
所
管
す
る

交
通
弱
者
等
へ
の
支
援
に
係
る
事
業
予
算

を
集
約
し
、
よ
り
総
合
的
か
つ
実
効
性
の

あ
る
交
通
体
系
の
整
備
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

答　

地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
策
定
に

向
け
、
関
係
部
局
が
取
り
組
ん
で
い
る
全

て
の
交
通
に
係
る
事
業
に
つ
い
て
精
査

し
、
市
の
実
情
に
応
じ
た
公
共
交
通
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

交
差
点
の
安
全
に
つ
い
て

問　

渋
滞
す
る
と
視
認
性
が
悪
く
な
る
交

差
点
の
更
な
る
安
全
対
策
と
し
て
、
自
治

体
行
政
と
し
て
何
が
で
き
る
の
か
考
え
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
見
解
は
。

答　

常
に
警
察
と
連
携
・
協
力
し
、
信
号

現
示
の
変
更
、
滞
留
長
の
延
長
及
び
注
意

喚
起
看
板
の
設
置
等
に
よ
り
、
市
民
の
命

を
守
る
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
館
に
つ
い
て

問　

子
ど
も
の
あ
そ
び
場
は
市
場
価
格
よ

り
も
低
価
格
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
一
定

の
優
位
性
を
持
つ
が
、
他
市
の
市
民
等
広

く
子
育
て
世
代
を
集
客
さ
せ
る
方
法
は
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
子
育
て
世
代
に
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
ラ
イ
ン
ア
プ
リ
、
京

阪
電
車
の
主
要
駅
で
の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
放
映
な
ど
幅
広
い

媒
体
で
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展
開
す
る
。

道
徳
教
育
に
つ
い
て

問　

国
の
方
針
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
小

学
校
で
、
平
成
31
年
度
か
ら
は
中
学
校
で

「
特
別
の
教
科　

道
徳
」
と
し
て
力
を
入

れ
て
い
く
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。
本
市

教
育
委
員
会
が
目
指
す
、
道
徳
教
育
の
基

本
的
な
考
え
方
及
び
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
の
見
解
は
。

答　

自
分
自
身
の
生
き
方
に
つ
い
て
考

え
、
議
論
す
る
学
習
を
通
し
て
自
分
自
身

と
向
き
合
い
、
他
者
と
協
働
し
て
い
く
資

質
・
能
力
の
育
成
が
重
要
で
あ
る
。
学
習

指
導
要
領
を
踏
ま
え
、
よ
り
よ
く
生
き
る

基
盤
と
な
る
道
徳
性
の
育
成
に
努
め
更
な

る
向
上
を
図
る
。

道
徳
に
関
す
る
連
携・成
果
に
つ
い
て

問　

学
校
教
育
と
並
ん
で
重
要
な
も
の
は

社
会
教
育
で
あ
り
、
道
徳
に
関
す
る
学
校

教
育
と
社
会
教
育
と
の
連
携
実
態
や
成
果

に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

各
種
ス
ポ
ー
ツ
や
囲
碁
・
将
棋
等
の

推
進
を
通
し
、
社
会
マ
ナ
ー
の
育
成
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

住
ま
い
と
福
祉
、
交
通
網
の
充
実

実
感
を
感
じ
る
街
づ
く
り
提
言
！

新
風
ね
や
が
わ
議
員
団

北
川　

 

光
昭

井
川　

 

晃
一

池　
　

 

真
一

金
子　

 

英
生

北
川　

 

健
治

廣
岡　

 

芳
樹

森
本 

雄
一
郎

山
﨑　

 

菊
雄

駅前公共交通
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商
品
券
等
発
行
事
業
支
援

問　

商
品
券
発
行
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

更
な
る
消
費
の
拡
大
や
消
費
意
欲
の
向
上

に
つ
な
が
る
拡
充
策
に
対
す
る
見
解
は
。

答　

平
成
29
年
度
は
６
万
冊
を
発
行
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も
商
業
団
体
と
連

携
し
、
更
な
る
市
内
商
業
の
活
性
化
や
消

費
拡
大
等
に
つ
な
が
る
様
々
な
方
策
を
含

め
、
見
直
し
を
行
う
中
で
、
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

商
店
街
の
魅
力
発
信
事
業

問　

商
店
街
の
役
割
や
魅
力
な
ど
を
よ
り

一
層
発
信
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

答　

商
店
街
が
実
施
す
る
ソ
フ
ト
事
業
に

対
し
て
補
助
を
実
施
し
て
お
り
、
引
き
続

き
支
援
を
行
っ
て
い
く
。

民
間
保
育
所
等
の
給
食
費
完
全
無
料
化

問　

民
間
保
育
所
等
の
給
食
費
に
つ
い
て

３
歳
か
ら
５
歳
児
の
給
食
費
の
完
全
無
料

化
を
求
め
る
が
、
見
解
は
。

答　

３
歳
か
ら
５
歳
児
の
主
食
費
は
０
歳

か
ら
２
歳
児
と
同
様
に
、
民
間
保
育
所
等

の
運
営
費
算
出
の
国
基
準
で
あ
る
公
定
価

格
に
お
い
て
措
置
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
市
長
会
を
通
じ

て
、
国
に
要
望
し
て
い
く
。

軽
度
・
中
等
度
難
聴
児
の
補
聴
器 

購
入
費
用
助
成

問　

補
聴
器
購
入
費
用
助
成
の
対
象
と
な

ら
な
い
30
か
ら
60
デ
シ
ベ
ル
程
度
の
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
に
も
経
済
的
負
担
を

軽
く
す
る
た
め
、
速
や
か
に
助
成
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

他
市
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

必
要
と
さ
れ
る
方
の
実
施
把
握
に
努
め
る
。

「
い
っ
と
き
避
難
所
」と
指
定
避
難
所

問　

い
っ
と
き
避
難
所
（
一
時
避
難
所
）

と
市
が
指
定
す
る
避
難
所
の
受
入
れ
準
備

と
の
時
間
軸
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答　

指
定
避
難
所
の
受
入
れ
体
制
が
整
い

次
第
、「
い
っ
と
き
避
難
所
」
か
ら
移
動
す

る
よ
う
誘
導
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

高
齢
者
へ
の
空
き
家
紹
介
制
度

問　

国
土
交
通
省
は
今
秋
、
高
齢
者
や
低

所
得
者
ら
に
空
き
家
を
紹
介
す
る
新
制
度

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
お
り
、
本
市
も
取
り

組
む
べ
き
事
業
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

現
在
、
府
に
お
い
て
大
阪
あ
ん
し
ん

賃
貸
支
援
事
業
に
よ
る
低
家
賃
住
宅
の
情

報
発
信
な
ど
を
実
施
し
て
お
り
、
府
の
取

組
に
対
し
て
、
本
市
も
積
極
的
に
情
報
提

供
や
連
携
を
図
っ
て
お
り
、
国
の
制
度
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

Ｕ
Ⅰ
Ｊ
タ
ー
ン
促
進

問　

Ｕ
Ⅰ
Ｊ
タ
ー
ン
の
促
進
の
た
め
、
住

宅
購
入
の
際
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利
を
優

遇
す
る
た
め
、
金
融
機
関
と
連
携
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答　

本
市
が
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て

い
る
、
枚
方
信
用
金
庫
と
近
隣
市
が
、
三

世
代
同
居
・
隣
居
・
近
居
に
伴
う
住
宅
取

得
を
し
た
場
合
に
、
住
宅
ロ
ー
ン
の
金
利

の
引
下
げ
を
実
施
し
て
い
る
事
例
も
あ

り
、
本
市
の
住
宅
関
連
施
策
の
実
施
状
況

な
ど
と
合
わ
せ
、
協
議
を
進
め
て
い
く
。

災
害
後
の
下
水
道
業
務
継
続
計
画

問　

大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
下
水
道
版

の
事
業
継
続
計
画
（
下
水
道
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
の

策
定
に
つ
い
て
、
見
解
は
。

答　

下
水
道
施
設
が
市
民
生
活
に
と
っ
て

重
要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
災
害
時

に
も
機
能
を
維
持
又
は
早
期
回
復
す
る
こ

と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
、
計
画
策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

就
学
前
教
育
の
在
り
方

問　

公
立
・
私
立
幼
稚
園
の
連
携
を
今
以

上
に
強
め
る
取
組
が
必
要
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答　

公
立
や
私
立
の
垣
根
を
越
え
、
保
育

所
園
・
認
定
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
を
含
め

た
就
学
前
教
育
を
総
合
的
に
考
え
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
関
係
機
関
等
と
意

見
交
換
・
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
、
検

討
し
て
い
く
。

友
呂
岐
緑
地
の
利
活
用

問　

友
呂
岐
緑
地
の
利
活
用
に
つ
い
て
、

見
解
は
。

答　

桜
の
高
齢
化
を
課
題
と
捉
え
、
京
阪

沿
線
に
お
け
る
桜
の
名
所
と
呼
ば
れ
る
よ

う
平
成
26
年
度
か
ら
桜
の
樹
勢
回
復
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
市
内
外
か
ら
市
街
地
の

貴
重
な
み
ど
り
空
間
と
し
て
一
層
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
な
緑
地
に
し
て
い
く
。

快
適
な
ま
ち

ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
て
！

公
明
党
市
会
議
員
団

野
々
下 

重
夫

池
添　

 

義
春

岡　
　

 

由
美

梶
本　

 

孝
志

住
田　

 

利
博

髙
見　

 

雄
介

村
上　

 

順
一市内の難聴乳幼児療育教室の風景
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小
中
一
貫
校
・
教
育

問　

第
３
子
以
降
の
学
校
給
食
の
助
成
を
。

答　

早
期
の
実
施
に
向
け
検
討
し
て
い
る
。

問　

小
中
学
校
の
改
修
に
つ
い
て
認
識
と

解
決
策
は
。

答　

修
繕
等
が
必
要
な
箇
所
は
認
識
し
て

い
る
。優
先
度
に
応
じ
て
対
応
し
て
い
る
。

問　

現
在
６
人
の
学
校
司
書
は
保
護
者
等

か
ら
好
評
で
あ
り
、
人
数
増
を
求
め
る
。

答　

適
正
な
配
置
を
検
討
す
る
。

問　

施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
に
つ
い

て
の
デ
メ
リ
ッ
ト
や
課
題
は
。

答　

調
査
の
中
で
課
題
等
の
把
握
に
努

め
、改
善
手
法
等
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

問　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め
を
会
員

に
ど
う
返
す
の
か
。

答　
（
仮
称
）
第
四
中
学
校
区
小
中
一
貫

校
建
設
計
画
の
公
表
前
に
説
明
す
る
。

問　

本
市
の
小
学
３
年
生
の
35
人
学
級
の

教
育
的
評
価
は
。

答　

生
活
面
で
の
落
ち
着
き
や
学
習
面
で

の
基
礎
基
本
の
定
着
が
見
ら
れ
る
。

問　

少
人
数
学
級
の
対
象
学
年
の
拡
大
は
。

答　

成
果
と
課
題
を
検
証
す
る
中
で
検
討
。

子
育
て
・
障
害

問　

60
デ
シ
ベ
ル
未
満
の
軽
度
・
中
等
度

難
聴
児
に
は
補
聴
器
購
入
費
用
等
の
助
成

が
な
い
。
早
期
に
助
成
の
実
施
を
。

答　

他
市
の
動
向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

必
要
と
さ
れ
る
方
の
実
態
把
握
に
努
め
る
。

問　

30
年
度
は
あ
か
つ
き
・
ひ
ば
り
園
の

引
継
最
後
の
年
と
な
る
。
保
護
者
の
不
安

に
寄
り
添
い
最
善
を
尽
く
す
よ
う
求
め
る
。

答　

法
人
と
共
に
保
護
者
、
職
員
等
の
意

見
を
聞
き
、
体
制
づ
く
り
に
努
め
る
。

問　

学
童
保
育
指
導
員
の
処
遇
改
善
を
。

答　

職
員
確
保
の
観
点
か
ら
も
処
遇
改
善

は
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。
土
曜
開
所
の

実
施
と
併
せ
関
係
課
と
調
整
を
進
め
る
。

介
護
・
国
民
健
康
保
険
・
健
康

問　

30
年
度
は
介
護
保
険
制
度
の
３
年
に

一
度
の
改
定
に
当
た
る
。
保
険
料
の
抑
制

と
減
免
制
度
の
創
設
を
。

答　

現
在
、
次
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を

策
定
中
で
あ
り
、
介
護
保
険
料
と
と
も
に

独
自
減
免
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す
る
。

問　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
30
年
度
か
ら

広
域
化
に
な
る
。
国
民
健
康
保
険
料
減
免

に
つ
い
て
市
の
制
度
を
維
持
す
る
こ
と
。

答　

共
通
基
準
以
外
の
そ
の
他
の
減
免
は

広
域
化
調
整
会
議
の
動
向
を
注
視
す
る
。

問　

市
民
の
健
康
リ
ス
ク
を
考
え
、
人
の

多
く
集
ま
る
場
所
等
で
は
新
型
た
ば
こ
も

含
め
た
受
動
喫
煙
対
策
の
推
進
を
。

答　

健
康
リ
ス
ク
に
つ
い
て
出
前
講
座
や

保
健
指
導
等
を
通
じ
て
啓
発
に
努
め
る
。

ご
み
減
量
・
分
別

問　

ご
み
減
量
の
学
習
講
座
を
幼
稚
園
や

保
育
所
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、見
解
は
。

答　

今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

問　

落
ち
葉
な
ど
の
堆
肥
化
の
研
究
を
。

答　

可
燃
ご
み
削
減
へ
再
資
源
化
の
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問　

市
主
催
イ
ベ
ン
ト
等
で
フ
ー
ド
バ
ン

ク
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
を
提
案
す
る
。

答　

関
係
部
局
と
も
協
議
・
検
討
す
る
。

問　

ご
み
減
量
に
取
り
組
む
市
内
の
市
民

団
体
に
、
資
料
の
無
償
貸
与
等
を
行
う
制

度
の
周
知
を
求
め
る
。

答　

支
援
内
容
の
説
明
等
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
・
市
職
員

問　

地
域
の
防
災
訓
練
へ
の
支
援
は
。

答　

現
在
15
校
区
で
実
施
中
で
あ
る
。
引

き
続
き
、
地
域
の
方
の
防
災
意
識
の
向
上

が
図
れ
る
よ
う
支
援
し
て
い
く
。

問　

要
支
援
者
の
訓
練
参
加
促
進
は
。

答　

よ
り
多
く
の
要
支
援
者
が
訓
練
に
参

加
で
き
る
よ
う
地
域
と
検
討
し
て
い
く
。

問　

市
職
員
の
長
時
間
勤
務
を
改
善
す
る

た
め
市
職
員
の
採
用
が
必
要
と
考
え
る
。

答　

長
時
間
労
働
是
正
の
緊
急
取
組
等
に

よ
り
職
員
の
意
識
改
革
を
進
め
て
い
く
。

　

職
員
採
用
は
第
６
期
定
員
適
正
化
計
画

を
踏
ま
え
実
施
す
る
。

み
ん
な
の
笑
顔
が
広
が
る
ま
ち
へ

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団

太
田　

 

徹

石
本 

絵
梨
菜

中
林 　

和
江

西
田 　

昌
美

前
川　

 

奈
緒

学校図書館の風景

　市議会では、議員報酬、議員期末手当、議員の定数及び政務活動費の額
を検討していくに当たり、学識経験のある方等にその調査を依頼するため、
平成 29年９月市議会定例会で会議の設置を決定しました。
　調査会議は、平成 29年 12 月までに４回会議を開催し、議員へのヒア
リングの実施や、議員の活動実態を調査するため、各議員の毎日の活動状
況を記録し報告するよう依頼しました。
　平成 30年３月に議長へ結果を報告する予定です。
　会議は、どなたでも傍聴していただけます。開催日は、市ホームページ
で随時お知らせします。

専門的事項に係る調査会議　取組状況
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起
業
家
教
育
・
創
業
支
援
に
つ
い
て

問　

起
業
家
教
育
は
、
将
来
の
社
会
生
活

を
送
る
上
で
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、
学
力

の
向
上
や
「
生
き
る
力
」
を
育
む
効
果
も

期
待
で
き
る
。
起
業
家
教
育
に
対
し
て
の

市
の
所
感
は
。

答　

模
擬
会
社
設
立
に
よ
る
企
画
、販
売
、

決
算
と
い
っ
た
会
社
体
験
を
通
じ
て
、
他

者
と
協
働
し
な
が
ら
、
新
し
い
価
値
を
創

造
す
る
力
な
ど
を
育
成
す
る
た
め
の
教
育

手
法
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も

起
業
家
精
神
を
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

推
進
し
て
い
く
。

問　

本
市
の
創
業
支
援
の
取
組
状
況
は
。

答　

平
成
26
年
に
国
か
ら
認
定
を
受
け

た
「
寝
屋
川
市
創
業
支
援
事
業
計
画
」
に

基
づ
き
、
窓
口
相
談
や
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
そ
れ
ら
を
受
講
し
た
創
業
希
望
者
が

市
内
で
創
業
す
る
場
合
は
経
費
の
補
助
を

行
う
な
ど
、
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
窓
口
と
な
り
、
関
係
機
関
と
連

携
す
る
中
で
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て

問　

若
い
世
代
の
投
票
率
向
上
や
投
票
啓

発
効
果
の
取
組
と
し
て
、
大
学
等
に
期
日

前
投
票
所
を
設
置
す
る
な
ど
、
期
日
前
投

票
所
の
増
設
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答　

期
日
前
投
票
所
の
増
設
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
方
々
の
利
便
性
を
図
る
よ

う
、
一
定
の
ス
ペ
ー
ス
や
事
務
従
事
者
の

確
保
、確
実
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
な
ど
、

投
票
事
務
を
適
正
に
執
行
で
き
る
こ
と
を

前
提
に
、
大
学
の
構
内
で
の
設
置
が
適
切

で
あ
る
か
を
含
め
検
討
し
て
い
く
。

特
別
職
の
給
料
の
在
り
方
に
つ
い
て

問　

平
成
29
年
11
月
21
日
に
寝
屋
川
市
議

員
報
酬
及
び
特
別
職
給
料
審
議
会
か
ら
、

特
別
職
の
給
料
及
び
期
末
手
当
に
つ
い
て

答
申
が
出
た
。
市
長
は
月
額
１
万
円
の
減

額
、
他
の
特
別
職
は
月
額
４
万
円
の
減
額

と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
答
申
を
受
け
て

市
の
見
解
は
。

答　

社
会
経
済
情
勢
、本
市
の
財
政
状
況
、

他
市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
慎
重
に
審
議

さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
給
与
改
定
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
適
切
に
判
断
し
て
い
く
。

無
駄
な
業
務
の
削
減
に
つ
い
て

問　

不
要
な
業
務
や
打
合
せ
、
会
議
等
に

つ
い
て
、
い
ち
早
く
改
善
し
、
無
駄
を
削

減
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
職
員

の
議
会
対
応
で
の
待
ち
時
間
、
本
会
議
や

委
員
会
中
の
待
機
の
在
り
方
に
つ
い
て
も

検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

現
在
、
庁
内
Ｏ
Ａ
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ

て
、
本
会
議
や
委
員
会
の
会
議
の
進
行
状

況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
庁
内
に
発
信
す
る

取
組
を
始
め
て
お
り
、今
後
も
、電
子
メ
ー

ル
に
よ
る
資
料
提
供
な
ど
、
職
員
の
待
ち

時
間
の
縮
減
や
不
要
な
待
機
を
無
く
す
こ

と
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

書
類
作
成
を
極
力
減
ら
す
こ
と
に
つ

い
て
、
取
組
状
況
は
。

答　
「
職
員
へ
の
指
示
は
方
針
や
期
限
等

を
明
確
に
し
、
本
当
に
必
要
な
資
料
以
外

は
作
成
し
な
い
・
作
成
さ
せ
な
い
」
よ
う

指
導
し
て
お
り
、
更
に
徹
底
し
て
い
く
。

公
園
管
理
に
つ
い
て

問　

公
園
遊
具
の
点
検
・
検
査
は
ど
の
よ

う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

指
定
管
理
者
が
管
理
す
る
11
公
園
で

は
、
毎
月
１
回
点
検
を
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
以
外
の
58
都
市
公
園
や
ち
び
っ
こ
老
人

憩
い
の
広
場
２
８
３
公
園
で
は
２
か
月
に

１
回
点
検
を
行
っ
て
い
る
。

市
民
生
活
の
利
便
性
向
上
を

　
　
　
　
見
据
え
た
新
し
い
提
言

大
阪
維
新
の
会
議
員
団

中
川　

 

健

坂
光　

 

勇
哉

杉
本　

 

健
太

元
橋　

 

理
浩

公園の遊具

　市は、現在のごみ焼却施設の老朽化に伴い、新
たなごみ焼却施設の建設を進めており、平成 30
年３月末の竣工に向け、平成 29 年 12 月から試
運転を開始しています。
　市議会では、平成 29 年 12 月 25 日に現地を
視察し、施設の概要や設備等について説明を受け
ました。

新ごみ処理施設を視察しました



6

ねやがわ議会だより

　
【
10
月
】

10
～
13
日　

決
算
審
査
特
別
委
員
会

26
日　

中
核
市
移
行
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　

議
員
研
修
会
（
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

　
　
　

末
操
作
体
験
）

　
【
11
月
】

７
日　

議
会
広
報
委
員
会

14
日　

幹
事
長
会

22
日　

議
会
広
報
委
員
会

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会
代
表
者
会
議

　
　
　

全
員
協
議
会

　
【
12
月
】

４
日　

本
会
議
（
第
１
日
）

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

５
日　

厚
生
常
任
委
員
会

　
　
　

文
教
常
任
委
員
会

６
日　

総
務
常
任
委
員
会

　
　
　

建
設
水
道
常
任
委
員
会

11
日　

議
会
運
営
委
員
会

13
日　

本
会
議
（
第
２
日
）

14
日　

本
会
議
（
第
３
日
）

15
日　

本
会
議
（
第
４
日
）

　
　
　

幹
事
長
会

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議
（
第
５
日
）

　
　
　

議
会
広
報
委
員
会

25
日　

�

議
員
見
学
会（
新
ご
み
処
理
施

　
　
　

設
）

　
【
１
月
】

12
日　

議
会
広
報
委
員
会

議
会
日
誌

「
ふ
る
さ
と
化
」
が
前
進

問　

ふ
る
さ
と
化
を
進
め
る
た
め
の
三
世

代
隣
居
・
近
居
・
同
居
へ
の
取
組
に
対
す

る
誘
導
策
は
。

答　

住
宅
購
入
費
、
又
は
リ
フ
ォ
ー
ム
代

の
一部
を
補
助
す
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

問　

近
年
、
親
世
帯
を
子
世
帯
の
元
に
呼

び
込
む
、
従
来
発
想
と
は
逆
の
ケ
ー
ス
が

増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
も
対
象
と
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　

検
討
し
て
い
る
。

無
電
柱
化
の
推
進
を

問　
「
景
観
」
面
で
の
効
果
は
。

答　

電
柱
や
架
線
は
眺
望
や
景
観
を
阻
害

す
る
要
因
。な
く
す
こ
と
の
効
果
は
高
い
。

問　
「
歩
行
空
間
」
面
で
、
取
り
分
け
通

学
路
の
安
全
と
い
う
観
点
で
は
。

答　

通
学
上
の
安
全
に
つ
な
が
る
。

問　
「
防
災
」
面
で
の
有
効
性
は
。

答　

地
震
発
生
時
に
電
柱
倒
壊
に
よ
る
道

路
閉
塞
を
防
止
す
る
た
め
有
効
性
は
高
い
。

問　

早
急
に
無
電
柱
化
が
必
要
と
考
え
る

緊
急
交
通
路
線
は
。

答　

市
と
し
て
は
、
防
災
の
観
点
か
ら
市

道
池
田
秦
線
と
考
え
て
い
る
。

問　

無
電
柱
化
の
費
用
は
１
㎞
当
た
り
５

億
円
程
度
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
額
と

し
た
場
合
、池
田
秦
線
の
概
算
総
費
用
は
。

答　

事
業
費
と
し
て
約
10
億
円
超
、
ま
た

地
下
埋
設
物
の
移
設
、
道
路
の
改
良
工
事

な
ど
の
相
当
な
費
用
も
必
要
と
な
る
。

問　

コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の
基
準
緩
和
や

工
法
な
ど
が
研
究
・
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　

対
馬
江
大
利
線
や
東
寝
屋
川
駅
前
線
で

導
入
し
て
は
。

答　

国
に
よ
る
緩
和
さ
れ
た
基
準
に
基
づ

き
、
浅
い
埋
設
手
法
を
取
り
入
れ
る
。

対
馬
江
大
利
線
の
機
能

問　

大
利
郵
便
局
か
ら
西
小
学
校
ま
で
の

区
間
で
の
信
号
機
や
横
断
歩
道
の
設
置
は
。

答　

必
要
性
を
認
識
し
て
お
り
、
平
成
30

年
度
の
道
路
詳
細
設
計
を
進
め
る
中
で
、

警
察
等
と
協
議
す
る
。

問　

街
路
樹
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答　

で
き
る
だ
け
多
く
の
植
栽
を
行
い
、

緑
視
率
を
高
め
て
い
き
た
い
。

問　

足
を
休
め
た
り
、
座
っ
て
話
が
で
き

る
設
備
の
配
置
は
。

答　

道
路
詳
細
設
計
を
進
め
る
中
で
、
設

置
場
所
や
数
を
検
討
し
て
い
く
。

問　

浸
水
対
策
と
な
る
雨
水
管
の
布
設
は
。

答　

関
係
部
局
と
連
携
を
図
り
、
構
造
等

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
へ

問　

現
在
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
目

的
が
達
成
で
き
な
か
っ
た
時
に
、
ど
の
事

業
が
問
題
か
特
定
で
き
な
い
。
市
民
の
関

心
の
強
い
テ
ー
マ
に
は
、
関
係
す
る
全
事

業
を
紐
付
け
し
、
事
業
の
評
価
を
行
う
行

政
評
価
へ
、
そ
し
て
予
算
の
選
択
と
集
中

へ
と
つ
な
が
る
シ
ス
テ
ム
が
必
要
で
は
。

答　

現
在
の
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
抜
本

的
な
改
善
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
求
め
ら
れ
る
政
策
を
効
率
的
に
実
現

し
て
い
く
た
め
に
も
、
次
期
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
て
、
総
合
計
画
や
行
政
評
価

等
の
在
り
方
を
検
討
す
る
。

定
住
化
の
促
進
へ
一
歩
前
進

～
都
市
機
能
と
家
族
政
策
～

新
生
ね
や
が
わ
ク
ラ
ブ
議
員
団

松
本　

 

順
一

馬
場　

 

才

板
東　

 

敬
治対馬江大利線完成イメージ
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ねやがわ議会だより

寝屋川市議会中核市　移行調査特別委員会の取組
　平成26年５月の地方自治法の一部を改正する法律の成立により、平成27年４月からは特例市制度が廃止され、
中核市の人口要件が従来の「人口30万人以上」から「人口20万人以上」に引き下げられたことに伴い、寝屋川市
も中核市の指定要件を満たすこととなりました。
　これを受けて、本市では、平成28年３月に「中核市移行に関する検討調査報告書」が示されました。同年６月市議
会定例会において、北川市長は、中核市移行を目指す意向を表明され、中核市移行に向けた事務を本格的に進め
ることから、その動向を把握するとともに、中核市移行に関する調査・協議を行うため、同定例会で「寝屋川市議会
中核市移行調査特別委員会」の設置を決定しました。
　以来、特別委員会では、約１年半の間、16回にわたる会議（平成29年12月現在）及び行政視察を行い、中核市
移行についての調査を行ってきましたので、その活動内容を報告します。

　中核市に移行した場
合、市保健所の設置義務
があります。また、寝屋川
市が新たに実施すること
になる事務のうち、その
多くが、保健所に関係す
る事務です。
　保健所の事務には、感
染症のまん延防止、薬局
の開設許可、飲食店
などの営業許可、理
容所・美容所などの開
設届の受理などがあ
ります。

　事務を行うことが認められている権限によって、４種類に分け
られます。寝屋川市は、現在、施行時特例市です。

　委員間での協議により、委員長・副委員長を決定しました。
　また、市のスケジュールや動向に関して報告を受け、会議
の進め方について話し合いました。

　市が作成した「中核市移行に関する検討調査報告書」について説明を
受け、質疑を行いました。その後、特別委員会での調査や協議事項につ
いて意見交換を行いました。

　大阪府保健所での一部業務の集約化の経緯や平成30年４月の
中核市移行を目指していた岸和田市が中核市の移行を見送ると
された理由について、市から情報提供がありました。

　市が中核市に移行した場合、今まで大阪府が行っていた事
務のうち、どのような事務を市で行うことになるのか、市から説
明を受け、新たな専門職等の配置や法定移譲事務と府単独事
務の内容等について、質疑を行いました。
　また、市が行った先進市への視察結果や大阪府との協議内

容の報告を受け、中核市移行によって増員した職員数、移行後に想定外
に費用が掛かった事例はないか等について質疑を行いました。

　市が中核市に移行した場
合、今まで大阪府が行って
いた事務のうち、新たに市
が行うこととなる保健衛生
に関する事務について市か

ら説明を受けました。その後、動物愛護
に関する事務や専門的な職員の必要
数、医療機関との連携、保健所の設置
等について質疑を行いました。

市の種類
保
健
所
の
役
割

府
が
担
当
す
る
仕
事

警察の設置など
児童相談所の設置（必置）、国道・府道の管理など

府の仕事の
約８～９割を

実施

保健所の設置、産業廃棄物に
関する事務など 府の仕事の

約６割を実施環境に関す
る事務など

府の仕事の
約１割を実施

一般市
施行時特例市
（吹田市・茨木市

など）

中核市
（豊中市・枚方市など）

政令指定都市
（大阪市・堺市など）

市の種類と仕事の範囲

第1回
平
成28年
６月28日

第２回
平
成28年
８月30日

第５回
平
成28年
12月19日

第３回
平
成28年
10月18日

第４回
平
成28年
10月27日

第１回　会議▲
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特集 寝屋川市議会中核市　移行調査特別委員会の取組

　中核市とは、法で定めら
れた要件である人口20万
人以上であることを満た
し、国から指定を受けた市
で、保健所の運営など一般
市より多くの行政事務を行
うことができます。
　大阪府内では、東大阪
市、高槻市、豊中市、枚方
市が中核市です。

（平成29年12月現在）

　中核市に移行すると、保健所の設置を始め、現在大阪府が行って
いる、様々な分野の事務を処理することができます。
　主な事務は、次のとおりです。　
◦�民生…ひとり親家庭などの経済的な自立を図るため、子どもの進
学などに必要な資金を貸し付ける事務
◦環境…産業廃棄物処理業の適正な事業の指導
◦�都市計画…サービス付き高齢者向け住宅事業の適正な実施の指導
◦�文教…大阪府で実施していた、市の小・中学校の教職員の法定研
修の実施

　平成24年４月に中核市へ移行した豊中市を視察しました。中
核市移行について、経過、組織体制、課題や効果について説明
を受けました。財政影響の当初見込額と決算額との差額や保健
師の採用、医師（保健所長）の確保や移行に伴って採用した職
員数などについて質疑を行いました。

　中核市に移行した場合に大阪府から移譲される
保健所の事務等の現況を確認するため、大阪府が
設置している寝屋川保健所を視察しました。

　埼玉県越谷市、川口市を視察しました。中核市移行に関す
る基本方針と経過、移行に向けた組織の準備体制、県単独事
務受入れの基本的考え方や保健所の設置準備について説明
を受け、医師の採用、研修のための職員派遣状況、県単独事
務移譲に係る財源確保の取組状況、中核市移行への市民の
声、動物管理センターでの取組、教職員の研修に係る市の特
色などについて質疑を行いました。

　先進市への視察を受けて、改めて課題等の整理を行いました。
　財政への影響、大阪府単独事務を中核市への移行を契機に実
施した場合の府の費用負担の有無、保健所施設や機材に係る費
用、保健所長等の職員の確保や組織・職員体制、市民への広報を
中心に協議を進めていくこととなりました。

中核市とは 中核市 の仕事

第６回
平
成29年
１月13日

第９回
平
成29年
３月29日

第７回
平
成29年２月
１日～２日

第８回
平
成29年
２月27日

豊中市視察▶

▲川口市視察

▲大阪府寝屋川保健所視察
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寝屋川市議会中核市　移行調査特別委員会の取組
　枚方市保健所を視察
し、その後、保健所の視
察を通じて、保健所施設
の整備に係る大阪府と
の協議や専門職の確保・

育成、他市との連携、市民へのPRに
ついての課題等の意見交換を行い
ました。

　前回、市から説明を受けた
寝屋川市中核市移行基本方
針（素案）について、財政影響
額の推計、「相乗効果」の考え
方、市保健所の設置・業務内
容、組織体制及び人員の確

保・育成、動物に係る窓口の一元化、教職
員研修の在り方、市民への周知の状況な
どの質疑を行いました。

　市から、寝屋川市中核市
移行基本方針（素案）の説
明を受けました。

第10回
平
成29年
５月８日

第12回
平
成29年
７月27日

第11回
平
成29年
７月18日

▲枚方市保健所視察

　市から「寝屋川市中核市移行基本方針
（素案）」の提示があったことを受け
て、それまでの特別委員会での調査結果
を基に、とりわけ重要と考える事項を取
りまとめ、議長へ提出しました。

（平成29年８月９日）

中 間 報 告 書

 

中核市移行調査特別委員会中間報告書 

 
 
 平成２８年６月市議会定例会での北川市長の中核市移行への表明を受け、本市
議会においても中核市移行に関する調査を行うため、同年６月２８日付けで「中
核市移行調査特別委員会」を設置した。   
 以来、本特別委員会では中核市移行に伴う移譲事務や市財政への影響、保健所
設置に関する諸課題等について調査を重ねるとともに、先行中核市へ視察に赴き、
移行に関する諸課題への対応事例を確認すること等により、中核市制度及び移行
に係る取り組みへの理解を深めてきた。 
 また、平成２９年３月及び６月の市議会定例会においては、中核市において必
置となる保健所の所長を始めとした専門職の採用に必要となる条例改正等、現下
の事情を踏まえつつ、準備行為として必要と認められる範囲において、環境整備
への判断を行ってきたところである。 
 更に平成２９年７月には市当局から「寝屋川市中核市移行基本方針（素案）」が
示された。本特別委員会での詳細な質疑を通じ、移行に向けてのより具体的な取
り組み等について共有しているところであるが、それらは、本特別委員会におけ
るこれまでの議論を踏まえた方向性となっていると認められるものである。つい
ては、本特別委員会として、これまでの調査結果をもとに、意見・要望の多かっ
た事項のうち、とりわけ重要と考える事項を下記に取りまとめ、中間報告とする
ものである。 
 なお、中核市の指定を求める申出議案は議会の議決によるものであり、本特別
委員会としては、中核市移行に関わる調査を行い、現時点での結果をここに報告
するものであることを申し添える。 
 

記 
 
 １  中核市に対する市民理解の浸透に今後さらに努めること。「寝屋川市中核

市移行基本方針（素案）」のパブリックコメントの実施を契機として、正
式な議案提出前であることに留意しつつ、可能な限り、市広報誌、市ホー
ムページ等を通じて継続的に市民に対して中核市への移行に関する情報
提供を行うこと。  

 ２  中核市において必置となる保健所の運営及び移譲事務への対応に必要な
人材の確保と育成に努めるとともに、市職員一人一人が、中核市移行の意
義を充分に認識し、市民福祉向上のため職務に精励すること。 

 
 ３  中核市移行に伴う教職員研修の一貫実施においては、市の教育力の向上、

及び教育施策の推進を担う教職員の育成に努めること。また、教育研修セ
ンターの移転先である旧明徳小学校の施設利用についても十分に検討す
ること。 

   
４  中核市移行に伴う財政影響額は黒字と推計されているが、より効率的、

効果的な運営に努めるとともに、地方交付税制度の今後の動向に留意する
こと。 

 
 ５  大阪府単独事務及び特例条例事務の移譲受け入れについては、法定移譲

事務との関連も考慮しつつ市民福祉の向上の観点から判断すること。 
 
 ６  保健所の設置の初期費用については、大阪府からの支援内容と先行中核

市の例を踏まえ、寝屋川市においても同等の支援が得られるよう大阪府と
今後とも十分協議すること。 

 
 ７  大阪府との協議はもとより、国（総務省及び厚生労働省）との事前協議

については、その協議内容を随時報告すること。 
 

 

議長に特別委員会中間報告書を提出
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ねやがわ議会だより

特集 寝屋川市議会中核市　移行調査特別委員会の取組

　青森県八戸市、福島県福島市を視察しました。移
譲事務や保健所の設置、県からの支援策について
説明を受け、市民への周知について最も効果があっ
た方法、具体的な効果の検証、中核市移行と連携中
枢都市圏との関連性、包括外部監査の導入、市職員
の採用計画、専門職の採用試験の告知方法等につ

いて質疑しました。

　市は、寝屋川市中核市移行基本方針（素案）についてパブリック・
コメント手続を実施しました。その結果、22人から53件の意見があ
り、市民の方からいただいた意見のあらましと市の考え方について
の説明や市議会が提出した中間報告書への対応状況について、報
告がありました。主な対応状況の報告は次のとおりです。

　大阪府羽曳野市にあ
る大阪府動物愛護管理
センターを視察し、中核
市に移行した場合に大

阪府から移譲される、動物の愛護及
び管理に関する事務や課題につい
て調査しました。

◦�中核市に対する市民理解の浸透、情
報提供の実施
▶�市広報誌10月号から「中核市ね
やがわへ」として、連載記事をス
タートしている。

◦�必要となる人材の確保及び市職員
の意識向上
▶��平成30年４月１日採用に向けて採
用試験を行うとともに、移譲事務
への対応に向け、大阪府等への派
遣研修など、人材育成に取り組ん
でいる。

◦�教職員の育成・旧明徳小学校の施設
利用
▶��今後、研修計画等の作成に向け、
府との協議・調整を図り、精査・検
討していく。旧明徳小学校の施設
利用は全庁的な視野に立って引き

続き検討を進めていく。
◦�財政運営並びに地方交付税制度の
動向への留意
▶��より効率的、効果的な財政運営に
努めるとともに、引き続き、国の動
向を注視し、対応していく。

◦�大阪府単独事務・特例条例事務の移
譲受入れ
▶�市民福祉の向上の観点、また府内
他市の受入状況等から総合的に
精査している。

◦保健所の初期費用・支援
▶��大阪府に対し、府内先行中核市と
同等の支援を要望するとともに、
引き続き府と協議していく。

◦大阪府・国との事前協議
▶��総務省との事前協議に向け、大阪
府と協議を進めている。

　これまでの意見や提言を中間報告としてとりまとめ議長に
報告するため、報告書の文言等について検討しました。

第13回
平
成29年８月
２日～３日

第15回
平
成29年
10月26日

第16回
平
成29年
12月１日

第14回
平
成29年
８月４日

福島市視察▲

▲大阪府動物愛護管理センター視察

委
員
長

池
添　

義
春

（
平
成
29
年
５
月
18
日
ま
で
）

梶
本　

孝
志

（
平
成
29
年
５
月
19
日
か
ら
）

副
委
員
長

廣
岡　

芳
樹

委
　
員

北
川　

健
治

（
平
成
29
年
５
月
17
日
ま
で
）

山
﨑　

菊
雄

（
平
成
29
年
５
月
19
日
か
ら
）

井
川　

晃
一

池　
　

真
一

岡　
　

由
美

村
上　

順
一

太
田　

徹

中
林　

和
江

中
川　

健

元
橋　

理
浩

板
東　

敬
治

委
員
紹
介

市長は、平成30年３月市議会定例会において、「中核市の指定に係る申出」の議案を提出される予定です。
この議案が可決されると、大阪府議会での議決を経て、正式に総務省へ中核市指定への申請が行われます。
中核市移行調査特別委員会では、２月中に、議長に対して、中核市移行に関する調査結果を報告します。

結び

中
核
市
移
行
調
査

特
別
委
員
会
委
員
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12 月定例会 議決結果一覧

３月定例会の日程（予定）

市
議
会
を
傍
聴

し
ま
せ
ん
か

　

市
議
会
は
、
市
政
を
運
営
す
る
上

で
必
要
な
予
算
や
条
例
等
の
重
要
な

事
項
を
審
議
・
決
定
し
た
り
、
市
政

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
を

問
い
た
だ
し
、
チ
ェ
ッ
ク
す
る
役
目

を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
議
会
で
開
催
さ
れ
る
本
会
議
の

様
子
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

２月27日（火）＝ 本会議
	 28日（水）＝ �厚生、文教常任委員会
※午後１時…総務、建設水道常任委員会
３月	１日（木）＝ 本会議（市政運営方針演説）
	 ７日（水）、 	８日（木）＝ 本会議（代表質問）
	 12日（月）、13日（火）＝ 厚生、文教常任委員会
	 14日（水）、15日（木）＝ 総務、建設水道常任委員会
	 19日（月）＝ 本会議

※�いずれも午前 10 時から（２月 28 日の一部を除く）。
議事の都合で変更される場合があります。

議案番号 件　　名 議決結果

認定第１～７号 平成 28年度寝屋川市一般会計歳入歳出決算認定（他４特別会計、２公営企業会計） 認　定

報告第 10号 専決処分の報告（平成 29年度寝屋川市一般会計補正予算（第３号）） 承　認

議案第 81号 寝屋川市職員の育児休業等に関する条例の一部改正 可　決

議案第 82号 寝屋川市立子育てリフレッシュ館条例の制定 可　決

議案第 83号 寝屋川市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例及び寝屋川市放課後
児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正 可　決

議案第 84号 寝屋川市指定居宅介護支援事業者の指定並びに指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営
に関する基準を定める条例の制定 可　決

議案第 85号 寝屋川市生産緑地地区の区域の規模に関する条例の制定 可　決

議案第 86号 寝屋川市立幼稚園条例の一部改正 可　決

議案第 87号 寝屋川市立市民体育館条例の一部改正 可　決

議案第 88号 寝屋川市立池の里市民交流センター条例の一部改正 可　決

議案第 89号 平成 29年度寝屋川市一般会計補正予算（第４号） 可　決

議案第 90号 平成 29年度寝屋川市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可　決

議案第 91号 平成 29年度寝屋川市介護保険特別会計補正予算（第 2号） 可　決

議案第 92号 平成 29年度寝屋川市後期高齢者医療特別会計補正予算（第 2号） 可　決

議案第 93号 平成 29年度寝屋川市水道事業会計補正予算（第 1号） 可　決

議案第 94号 平成 29年度寝屋川市下水道事業会計補正予算（第 1号） 可　決

議案第 95号 財産の取得（子育てリフレッシュ館「子どもの遊びスペース」用備品） 可　決

議案第 96号 指定管理者の指定（寝屋川市立市民活動センター） 可　決

議案第 97号 指定管理者の指定（寝屋川市立西高齢者福祉センター） 可　決

議案第 98号 指定管理者の指定（寝屋川市有料自転車駐車場） 可　決

議案第 99号 指定管理者の指定（寝屋川市立市民体育館） 可　決

議案第100･101号 人権擁護委員候補者の推薦（他１件） 適　任

議員提案第11号 障害児者の生きる基盤となる「暮らしの場」の早急な整備を求める意見書 可　決

議会だより印刷コスト１部 5.61 円（115,000 部発行）

※議案内容・議決結果は、市民情報コーナー、市議会ホームページからご覧いただけます。
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